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　和泉いずみ正まさ宗むね／十五歳／高一。

　俺おれは、学校に通いながら小説家の仕事をしている兼けん業ぎよう作家だ。

　ペンネームは、和泉マサムネ。

　諸しよ事じ情じようあって、一年前から、引きこもりの妹・紗さ霧ぎりと二人で暮くらしている。

『早く自立して、引きこもりの妹を養ってやろう』──なんて考えていたんだ。

　でも、それは思い上がりだった。

　なぜなら、俺の妹──銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女・和泉紗霧は、俺の小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』だったんだから。

　俺なんかよりもずっと立派に仕事をしていて、





　──私が、兄さんを、養ってあげる。






　俺と、同じことを考えていた。





　──それはあなただけの夢ゆめじゃない。オレたち二人の夢にしよう。






　一いつ緒しよに仕事をする相あい棒ぼうとして、同じ夢を見てくれた。

　妹に、一ひと目め惚ぼれをして──あっさりと振ふられてしまった俺だったが、困こまったことに、以前よりもずっと紗霧のことを好きになっている。

　日々、惚れ直している。





　──私、好きな人がいるの。






　紗霧には、好きな人がいるのだという。

『紗霧の兄あに貴き』になるって決めた俺は、それを応おう援えんすべきなのだろう。

　……情なさけないが、いますぐは無理だ。正直辛つらい……けど。

『紗霧が部屋から出る』ための手伝いは、続けていこうと思う。

　妹が、好きな人と会えるように。

『おまえを部屋から連れ出して、二人でアニメを観みるんだ！　俺が原作で、おまえがイラストを描いた、俺たちのアニメだ！』

　それが、俺たちの夢だったから。

　それが、いまの俺が思いつく、世界で一番楽しいこと。

　哀かなしいことをぜんぶ吹ふっ飛ばして、ふたりで一緒に笑いあえる。

　そんな兄妹きようだいに、俺はなりたい。




　八月になり、世間は夏休みへと突とつ入にゆうした。

　学校から解かい放ほうされた俺おれは、ここ数日、花火大会も見に行かずに、仕事三ざん昧まいの日々を送っていた。

　いつものように自じ宅たくで、ではない。

　編へん集しゆう部ぶに半なかば泊とまりがけで、連日原げん稿こうの修しゆう正せい作さ業ぎようを行っていたのである。

　忘わすれている人もいるだろうから、改めて説明しておこう。

　俺は、七月に行われた小説競技コンペテイシヨン『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』で優ゆう勝しようし、九月の出しゆつ版ぱん権けん利りを獲かく得とくした。新作小説『世界で一番可愛かわいい妹』の発売日が、九月十日に決定したのだ。

　うぉぉぉぉぉっし！　って、ホームランをぶっ放したバッターみたいに狂きよう喜き乱らん舞ぶしたさ。

　いまもしている。

　でも、今回の仕事は、『七月に出版決定した小説を、九月に出版する』というものだったから、とても忙いそがしいスケジュールだった──と、言っても、ぴんと来ない人がほとんどだろう。

　俺がお世話になっている編集部では、通つう常じよう『発売日の三か月前が締しめ切り』なのだと付け加えれば、少しはわかってもらえるだろうか。

　まぁ、そういうものなのだと思って聞いて欲ほしい。

　ともあれ、最近の俺は、忙しかったわけだ。

　出版が決定したのが、七月二十日。

　それから十日ほどで、ラノベ天下一武闘会に提てい出しゆつした短編を、長編に仕上げ直さなければならない。担たん当とう編へん集しゆうと修正打ち合わせをし、実じつ際さいに修正したものを読んでもらい、再さい度ど打ち合わせをし、修正し、読んでもらい、修正し、マジ喧げん嘩かし、修正し、マジ喧嘩し、修正し────そんな感じで、脱だつ稿こうしたのがようやく昨日。

「お、わった……」

　比ひ喩ゆではなくボロボロになって帰宅して、泥どろのように眠ねむり──

　そうして起き床しようしたのが、たったいまってわけだ。

「ふぁあ……ぁ」

　ベッドから上体を起こし、大あくびとともに伸のびをする。

　時計を見ると、朝の六時だった。まだまだ寝ねたりない、が。

「よぉぉぉっし！　起きるかぁっ！」

　ここ数日、家を留る守すにしがちだったので、妹のことがめちゃくちゃ気になる。ちゃんと一日三食食べていたのだろうか。風邪かぜとかひいてなかったろうか。

　ちゃんとお風ふ呂ろに入って、寝る前には歯をみがいていただろうか。

　なにより、大好きな紗さ霧ぎりの顔が見たかった。

『超ちよう面おも白しろい作品に仕上がったぜ！』って、エロマンガ先生に報ほう告こくしたかった。

　実のところ、脱だつ稿こうしたあとにも『一巻かんの仕事』はたくさん残っているし、まだまだ完全には安心できないが────なにはともあれ、これで一ひと区く切ぎり。

　どん、と、天てん井じようが鳴って。

　俺おれと妹の、新しい物語が始まる。




　妹から『ごはんの催さい促そく』を受けた俺は、手早く朝食を作るや、お盆ぼんを持って、軽やかなステップで階かい段だんを上っていく。今朝けさのメニューは、チキンサラダにゆでたまご、フルーツヨーグルト。妹好みの薄うす味あじだけど、今日は俺も同じメニューにするつもりだ。ここ数日、コンビニ弁べん当とうばかり食べていたからってのもあるし──もうひとつ、大切な『提てい案あん』のためでもある。

「紗さ霧ぎりー、朝あさ飯めしできたぞー」

『開かずの間』に向かって呼よびかける。

　いつもなら、このままお盆を床ゆかに置き、その場から立ち去るところである。

　しかし俺は、お盆を持ったまま、静かに待っていた。

　紗霧が、他人と顔を合わせるのを嫌いやがっていることは知っている。

　でも、最近は──俺とも、たまにではあるけれど、会ってくれるようになってきたんだ。

　エルフやめぐみという、友達と呼よんでいい存そん在ざいも、できた。

　だから────いや……ごまかすのはやめよう。

　俺が、妹に会いたいだけ。どうしても、顔が見たかっただけ。

「……まいったな」

　一年間、いっさい会わずにやってきたってのに。最近の俺ときたら…………。

　あー、くそ。紗霧と早く、会いたいなぁ……。

　そんなふうに、うつむいて懊おう悩のうしていたものだから……。

　きぃ、という音を、聞き逃のがしてしまった。そのせいで、俺は、完全に不意を打たれてしまう。

「──え？」

　顔を上げたら、『開かずの間』の扉とびらがすでに開け放たれていて。

　いきなり、目の前に、浴衣ゆかた姿すがたの銀ぎん髪ぱつ美少女──紗霧の姿があった。

「…………………………やっぱり、いた」

　俺を見上げる妹は、以前同じ状じよう況きようになったときほど驚おどろいていない。

　兄の待ち伏ぶせを、予よ測そくしていたようである──じゃなくて！

「……さ、紗霧……？　そ、その……格かつ好こうは……？」

　好きな女の子の浴衣姿を、不意打ちで直ちよく視ししてしまった俺は、いきなり死にかけていた。

　あまりにも可か憐れんすぎる。脳のうが瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかかし器になったような気分だ。

　空から舞まい降おりる天使たちの姿さえ幻げん視しした。

　紗霧は、うつむき、ぼそぼそと呟つぶやく。
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「……えと……その…………ゆ、浴衣ゆかた」

　失神しそうなくらいかわいい。

　めんどうそうなのに、よくひとりで着られたものだ。

　ちなみに紗さ霧ぎり、いつものヘッドセットはつけていない。つまり、素すの声だけで喋しやべっているということ。妹は、ちらりと俺おれを見上げ、

「…………ぅぅ」

　なにかを言いたげにしている。

　なんだろう。言ってくれなきゃ、わからないのだが。

　俺は、紗霧にお盆ぼんを渡わたし、こう聞いてみた。

「なんでまた……浴衣を？」

「…………」

　俺の態たい度どは『不ふ正せい解かい』だったらしい。紗霧は、ぷぅ……と、ぷにぷにの頰ほおを膨ふくらませた。

　彼女は、俺から受け取った朝食を、部屋の中に入れて、

「だってっ………………」

　いくら待っても、『だって』の続きが聞こえてこない。言いにくいことなんだろうか。

　だから俺は、妹の意図を、わからないなりに、必死になって考えてみた。

　浴衣。浴衣といえば夏。浴衣と夏。いまは八月一日。先月は七月。夏といえば──────

「花火大会、か？」

「えっ？」

　紗さ霧ぎりが目を丸くした。

　そういえば、足あ立だち区でも十日くらい前、『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』結果発表の日だったか──荒あら川かわで花火大会があった。俺おれは、ちょうどその日の夜から、編へん集しゆう部ぶで修しゆう正せい作さ業ぎようの仕事が入っていたから、行けなかったんだ。

「もしかして、おまえ……花火大会に、行きたかったのか？」

　だとしたら、俺……最悪じゃん。

　花火大会に行きたくて、でも、部屋から出られなくて……そんな妹をひとりぼっちにして、何日も家を空けて──。

「ち、ちがうもん」

　さっと血の気を引かせた俺に、妹は、慌あわてて否ひ定ていしてきた。

「別に、花火とか……ここからも見えたし……テレビでも見たし……出で店みせとかは、ちょっとうらやましいなって思ったけど」

「やっぱり行きたかったんじゃないか。ワリ、俺──」

「で、でも！　浴衣ゆかた着たのとは関係ないもん！　だから……兄さんは……いいのっ！　がんばって仕事してきたんだからっ！」

「……………………」

　なんか俺、いま……授じゆ業ぎよう参さん観かんドタキャンしたのに、娘むすめに慰なぐさめられてるお父さんの気分。

　ともあれ紗霧の主しゆ張ちようをまとめると『花火大会は行きたかったけど、浴衣を着ているのはそれとは関係ない』ということらしい。噓うそをつく理由が思いつかないので、本当だろう。

「じゃあ……なんで？」

「な、なんでもないっ」

　紗霧は、興こう奮ふんの余よ韻いんを残した赤い顔を、ふいとそむけた。

　答えてくれる気はないらしい。まあ、いいか。俺としては、かわいい服を着た妹と会えただけで、じゅうぶん幸せなんだから。

　しかし、花火大会の件けんについては、ちょっと考えなくちゃいかんよな。

　八月にも花火大会はあるっちゃあるが──部屋から出られないのは変わらないわけで。

　なんとかしてやりたい。

「………………兄さん、なに、考えてたの？」

　紗霧が、ちらりと上うわ目めづかいで俺を見て、そう聞いてきた。

　俺としては、たくらみを秘ひ密みつにしておきたかったので、違ちがう答えを返す。

　妹に噓をつくのが忍しのびなく、いちおう本音で、

「ん、えっと、浴衣姿すがた、かわいいなって」

「……そ、そうっ」

「なんつーか──」

「う、うんっ」

「ムラマサ先輩みたいだ」

「──────────────────────」

　あれ？

　……なんか、空気が凍こおった？

「…………兄さん、いま、なんて言ったの？　もう一回、ゆって？」

「え、えっと……」

　紗さ霧ぎりが目を細めると、めちゃくちゃ怖こわいんだよ！　ロリ系けいドＳキャラみたいだ！

「おまえの……浴衣ゆかた姿すがたが、かわいくて……ムラマサ先せん輩ぱいみたいだ……って。ほ、ほら、おまえは知らんかもだけど、あの人、普ふ段だん着ぎが和わ装そうでさ、すっげー綺き麗れいで！　だから、つまり、おまも同じくらい──」
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　えっ？　えっ？　な、なんでドンドン機き嫌げんが悪くなっていく……？

　全力かつ本気で褒ほめてるのに！

「そんなことより……ねぇ、兄さん……」

「ん？」

「あの人に、告白されたんでしょ？」

「っ」

　爆ばく弾だんを投げつけられた俺おれは、絶ぜつ句くして固まった。

　突とつ然ぜんの話題変え──またしても不意打ちだった。

　そう。忘わすれもしない七月のあの日。

　俺は、因いん縁ねん深ぶかい宿しゆく敵てきであり、偉い大だいな先輩でもあるライトノベル作家・千せん寿じゆムラマサ先生と対決し、そして──





　──私は、君のことが好きだ。






　その場で告白された。

　むちゃくちゃかわいい年下の先輩から、生まれて初めて愛の告白を受けたのだ。

「な、な、な……なんで……それを知って……」

　あのやり取りは、この家の一階──リビングで行われたはずなのに。

　紗霧には、聞こえていないはずなのに。

「そんなの……わかるもん。感じるもん。あの人は、兄さんと同じだから」

　紗さ霧ぎりは、ちょっぴりすねた口く調ちようで、そう答えた。本ほん棚だなのラノベジャンプを指さして、

「兄さんと、同じやり方で、兄さんに、告白したんでしょ」

「そ……か」

　紗霧なら、誰だれよりもわかるか。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、俺おれに、雑ざつ誌しに掲けい載さいされた、勝負に使用する、百ページの小説をもって──愛を伝えてきた。

　俺が、紗霧に三百ページのラブレターをもって、愛の告白をしたように。

　先輩が書いた小説ラブレターは、俺のと違ちがって、まったくカムフラージュされていなかったし……読むやつが読めば、わかってしまう。

　具体的には、俺と、紗霧と、エルフと──それと担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんも、だな。

　もしかすると、同業者の中にも、気づいたやつがいるかもしれない。

　顧かえりみてみると、ムラマサ先輩、とんでもないことをしでかしてくれたものである。

　クレイジーな御お方かたなのだ。

「あの小説を読んで────あの人が、兄さんのことを……すっごく好きなのは………………
…………すっごく伝わってきた。でも、兄さんが、なんて答えたのかは、しらない」

「断ことわったよ」

　俺は、自然にそう答えた。

「好きな人がいるんだ──って」

　いみじくもそれは、紗霧が俺を振ふったのと、同じ台詞せりふだった。

「そ、そう……なんだっ」

　パァ……と、紗霧は明るい表ひよう情じようになった──と思いきや、すぐにムッと口元を引き締しめる。

　不思議なリアクションだった。数秒おきに、くるくると表情が百ひやく面めん相そうしている。

「へぇ……ふぅん……別に興きよう味みがあって聞いたわけじゃないんだけど……そうなんだっ」

　紗霧は、無表情キャラっぽい見てくれのわりに、感情が表に出やすいタイプだったりするのだが──これはちょっとわからない。

「そしたら……あの人は……なんて？　そ、その、別にそんなに興味があるわけじゃないんだけど」

「『わかった』って、言ってた」

　あのときの俺と、同じ台詞だ。やっぱりムラマサ先輩は、俺と似にている。

　小説の作風も、小説の好みも、仕事への取り組み方もだ。それぞれ俺よりも、よくも悪くも数すう段だんエスカレートしているのだが──他人とは、思えない。

「…………わかってない」

「え？」

　問い返すと、紗霧は半目で唇くちびるを尖とがらせた。

「ぜーったい、わかってない。わかってるつもりでわかってない。だってあの人は、兄さんと同じだもん。〝状じよう況きようが違ちがう〟から、そのぶん、またへんなふうになってるんだろうけど……たぶん」

「ど、どういうこと？」

「ふんっ」

　紗さ霧ぎりは俺おれの質しつ問もんには答えず、腕うでを組んで言った。

「で──兄さんは、いま、あの人のこと、どう思ってるの？」

「どうって……そりゃあ、好き、かな」

「はぁ？」

　紗霧は、かわいく眉まゆをひそめる。ドスの聞いた低い声で、

「……いま、告白を断ことわったってゆったのに……」

「断ったよ。俺は、いま、先せん輩ぱいと付き合うことはできない。好きな人がいるからな。──でも、告白されて嬉うれしかったし、俺の小説が自分にとって世界で一番面おも白しろい──なんて、そんなふうに言ってもらえたのは初めてだから……むちゃくちゃ好きになった」

　告白って、すげーんだなって思ったよ。

　三年間宿しゆく敵てきとして恨うらんできた相手だったのに、悪いイメージが一いち撃げきで消し飛んでしまった。

　自分を全ぜん肯こう定ていしてくれた相手の、いいところしか見えなくなってしまう。

　大好きな妹への褒ほめ言葉として、出てきてしまうくらいに。

「む、むう……むぅぅ…………」

　紗霧は、むーむーと難むずかしい顔で唸うなっている。ちら、と俺を見上げて、

「……どのくらい、好きなの？」

「え、ええと………………そうだなあ……いまなら、世界で二番目……くらい？」

　自分で言ってて『俺ってあの人のことこんなに好きなんだな』ってびっくりした。

「い………………………………一番、は？」

「それは…………」

「誰だれ？　言って。はやく」

　けっこうな迫はく力りよくで詰つめ寄よられたので、俺は仕方なく、目の前の紗霧を指さした。

「……お、おまえ」
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　紗霧は両目をきつくつむって、真っ赤になった。

　自分で当たり前の質問を振ふったくせに、実に解げせない。

「ま、また！　兄さんは……っ！　なんでっ、そゆことっ……！」

　紗霧は、泣きそうな顔で、ぱくぱくと口を動かしている。半分以上言葉になっていない。

「ふ、振られたからって、好きだったのが急に変わるわけねーだろ！」

　他人がどうなのかは知らないが、少なくとも俺おれはそうだ。

「だ、だ、だだだ、だからってっ。う、うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ぽかぽかとパンチを繰くり出してくるが、まったくもって痛いたくない。

　いつの間にか、ずいぶんと話がズレた気がするな。

　ああくそ、恥はずかしくってしょうがねえし！

　ここらでいっちょ、本題に戻もどしておくか！

「なぁ……紗さ霧ぎり。結局おまえ、なんで浴衣ゆかたを着てるんだ？」

「！」

　ぴたり。紗霧は一いつ瞬しゆん、完全に硬こう直ちよくして──

「ばかぁ──っ！」

　バタン！　『開かずの間』の扉とびらが、勢いきおいよく閉とざされる。

「お、おい紗霧……！　いきなりどうしたんだよ！」

　なんとか再ふたたび開けてもらおうとするも、二度と扉が開くことはなかった。

「……な、なんだってんだ……」

　結局──『一いつ緒しよにご飯はんを食べないか？』という勇気を振り絞しぼった提てい案あんを、切り出すことはできなかった。


　──『私の方が好きだもん！　私の方がずっとずっと先だもん！　最初っから私のだもん！』



　紗霧が、あのときムラマサ先せん輩ぱいに切った啖たん呵かの意味もまた、聞くことはできなかった。




　一人寂さびしく朝あさ飯めしを食べ、気き分ぶん転てん換かんのために散歩に出かける。

　一巻かんの仕事にある程てい度どの区切りがつき、俺の新作『世界で一番可愛かわいい妹』は、九月十日の発売日を待つのみとなっていた。

「さて……俺の新作は、どうなるか」

　ちゃんと楽しんでもらえるだろうか。この先も続きを書いていけるくらい、人気が出るだろうか。『俺たちの夢ゆめ』を叶かなえるだけの、反響パワーをもらうことができるだろうか。

　こればかりは、発売日になって、読者の手元に本が届とどいてみないことには、わからない。

　エルフやムラマサ先輩は断だんじて違ちがうと言うだろうが、小説作品の持つ『力』のほぼすべては、読者からもらうものだ。書き上げた段だん階かいで『ある』ものじゃなく、他者の手元に届いて、読んでもらい、面おも白しろがってもらって初めて積みあがっていく──そういうものだと思っている。

　だから、完成して、しかし読者のもとに届いていない状じよう態たいのいま、俺の胸むねでは、期待と不安が渦うず巻まいていた。

　喜んでもらえたらいいな。つまらないって思われたら、どうしよう。

　エゴサーチをしなくなってずいぶん経たつが、それでも発売日のことを想そう像ぞうすると、身体からだの震ふるえが止まらない。初めて本を出しゆつ版ぱんしたあの日から、ちっとも変わらない感覚だった。

「……………………」

　涼すずやかな風が、頰ほおをなでていった。

　朝日が反はん射しやして、荒あら川かわの水面が、きらきらと輝かがやいている。歩みを止めると、ジョギング中の爺じいさんが、俺おれのわきを元気よく通り過すぎて行った。

　──少し、落ち着いた。

「慌あわててもしょうがない、か」

　土手から荒川を見下ろすこの場所は、小さなころから、俺のお気に入りだ。

　親父おやじとキャッチボールをしたり、友達とバッタを捕つかまえたり、ザリガニ釣つりをしたり……自転車の練習をしたのもこのあたりだったっけ。

　そしていまは、小説家になって、ラブコメのネタ出しをしている。

　背せ丈たけが伸のびて、色んなことがあって、親父もお袋ふくろもいなくなって……

　妹が、できた。

　川の流れは変わらない。

　ふぅ、と、息を吐はいたときだ。

「あ！　いたいた！　マサムネぇ──っ！」

　でっかい声が、俺の名前を呼よばわった。

「うわ！」

　慌てて振ふり返ると、そこには、セーラー服姿すがたの金きん髪ぱつ美少女がいた。

　山やま田だエルフ──我わが家の隣となりに住まう、売れっ子作家……なの、だが。

　普ふ段だんロリータファッションに身を包んでいるエルフが、今日に限かぎって、中学校の制せい服ふくを着ている。不登校のくせにセーラー服姿とか、コスプレにしか見えない。

「ぷふっ、朝っぱらからこんなとこで黄昏たそがれちゃって！　さすが作家！　かぁ──っくい──っ！」

「う、うるさい！」

　俺の感かん傷しようをぶち壊こわしにしやがって！

「つーか、なんだよその格かつ好こうは」

「え？　コレ？　ふふん──どうかしら？　かわいいでしょう。ムラマサなんかより──ずっとずっと魅み力りよく的てきでしょう？」

　エルフは、腰こしに手を当て、ふんぞり返った。

　ここらに住んでいれば、見み慣なれた制服なので、服自体への感想はない。

　とはいえ、元がいいので、なんでもかわいいっちゃかわいい。

「出席日数足りなくて、補ほ習しゆうでも行ってきたの？」

「違ちがうわよ！」

　エルフは、狂きよう犬けんのように嚙かみついてくる。

「わたしって、普ふ段だん学校行ってないじゃない？　だから、制せい服ふくを着て外を出歩くチャンスが、休日くらいしかないのよね～。平日に制服着て出歩くと、同級生とかに出くわしたらヤだし。午前中だと補ほ導どうされるし。──せっかくかわいいのに、もったいないと思わない？」

「学校行けよ」

　エルフは、俺おれのツッコミをスルーして、

「ってわけで、あんたにわたしのかわいい制服姿すがたを、見せびらかしに来たってわけ」

「……そのためだけに、どこにいるかもわからない俺を、探さがしてたの？」

「なわけないでしょ。朝から家にいないってことは、ここかなってあたりはついたし。あのねえ！　あんたには、言いたいコトがたっくさんあるんだから！」

　エルフは腕うでを組んで俺をにらむ。

「あんた、ここ数日、わたしからの連れん絡らくを遮しや断だんしてたでしょ」

「え？　──あっ」

　俺はポケットからスマホを取り出す──と、電でん源げんが切りっぱなしになっていた。

「ほんとだ。悪い、俺、編へん集しゆう部ぶでカンヅメ中だったから。ほら、あの──結果発表の日からさ」

「あの日からずっと仕事してたわけ？　ったく……あーあ！　せっかくこのわたしが花火大会に誘さそってあげたっていうのに！　可か憐れんなる浴衣ゆかた姿を見せてあげようかなって思っていたのに！　荒あら川かわのも隅すみ田だ川がわのも終わっちゃったじゃない！」

「ごめん。代わりになんか考えてるから、許ゆるしてくれ」

「えっ？」

　エルフはきょとんと眼めを大きくした。

「ど、どしたの？　わたしに対してこんなに素す直なおなあんたって、はじめてじゃない？　デレ期？　エルフ先生に惚ほれちゃった？」

「惚れてない。……別になんでもないって。悪かったなって思ったから……」

「ふーん、そうは見えないけどねえ──」

　エルフは、見み透すかすような眼まな差ざしで、しばし俺を見つめた。

「ま、いーわ。この埋うめ合わせは、近々してもらうとして。あんたに伝でん言ごんよ」

「伝言？　誰だれから？」

「獅し堂どう国くに光みつ。『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』であんたに負けた、新人作家」




　俺とエルフは、土手を散歩しながら話を続ける。

「『ラノベ天下一武闘会の打ち上げ』ねえ……」

「わたしのツイッターにお誘いＤＭが届とどいたのよ。『和泉いずみ先生と仲がいいみたいだから、エルフ先生から伝言をお願いできますか』──ってね」

　俺おれはブログもツイッターもフェイスブックもやっていないから、和泉いずみマサムネの連れん絡らく先さきを知る方法はかなり限かぎられている。

　編へん集しゆう部ぶに聞くか、俺の知り合いから聞くか、くらいしかない。

　……だから俺んところには、いつもの編集部からしか仕し事ごと依い頼らいが来ないのだ。

　ともあれ。獅し童どう国くに光みつ先生は、最近ツイッターで『和泉マサムネとデートした』などと妄もう言げんを書いているエルフを通じて、俺に連絡を取ってきた、ということらしい。

「同じ出しゆつ版ぱん社しやなんだから、編集部から俺の連絡先を聞けばいいのに」

「プライベートな用事だから、編集部に聞くのは、どうもイヤだったみたいね」

「なるほど」

　そういう感覚は、わからなくもない。

「きっと、かわいいエルフ先生を、打ち上げに誘さそいたかったというのも大きいんでしょうけど」

　はいはい。

「一いち応おう、大会参加者の他、エロマンガ先生とわたしも加えて、あんたの家でやる方向で話進めてるけど、よかった？」

「そうだな。問題ない」

〝神眼ゴツドアイ〟なんてうそぶくだけあって、めちゃくちゃ気が回るよな、こいつ。

　空気読まないくせに。

　部屋から出られないエロマンガ先生が、打ち上げに参加する（といってもスカイプ越ごしにではあるが）ためには、会場を俺の家にするしかないのである。同じ場所で、同じものを食べて、お喋しやべりをして──そうじゃないと、打ち上げに参加した、とは言えないと思う。

　エロマンガ先生が俺の妹だということは、獅童先生に隠かくしておいた方がいいと思うので、そのへんどうしたものか考えなくちゃいけないが。

　ちなみに参加者は、俺、エルフ、エロマンガ先生、獅童先生。

　そして、千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱい。

　以上の五人を予定しているので、ムラマサ先輩には、俺の方から伝えておいて欲ほしい、とのことだ。

　……なんで獅童先生は『俺ならムラマサ先輩と連れん絡らくが取れる』なんて、思ったんだろう？

　というか。

「ほんとにそのメンバーで打ち上げやるのかよ。……うーん」

「なに？　気が乗らないの？」

「いや……俺の優ゆう勝しよう祝いわいみたいになっちゃうけど、獅童先生は、それでいいのかな」

『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』は、優勝者の書いた小説のみが出版されるという大会だった。

　ある意味、俺は、獅童先生の邪じや魔まをしてしまったことになるわけだ。

　俺が逆ぎやくの立場だったら、内心イライラしてしまうと思う。

　とても優ゆう勝しよう者しやを祝うために、打ち上げなんて企き画かくしてやる余よ裕ゆうはない。

　獅し童どう先生は、そのあたりどうなんだろうって心配だったのだ。

　一度も会ったことのない相手でもあるし。

「それね」

　エルフは、俺おれの意を余あまさず察してくれたらしい。

「結局あの大会『票数が拮きつ抗こうしていた三位までの作品』を、文庫化することになったんだって」

「は？」

　ちょ、ちょ、ちょっと……待ってくれ。

　そもそも俺が、『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』に出場したのって──





　──和泉いずみ先生の新作の発売日は、来年の五月です！　ちょうど一年後くらいですね！

　──他の作家さんたちがすごくがんばっていらっしゃるので、出しゆつ版ぱん枠わくがずーっと先まで埋うまっちゃってるんですよ。和泉先生の本を出す余裕がないくらいぱんぱんなんです。






　……………………おかしい。こんなことは許ゆるされない。

　出版枠、増ふやす余裕がなかったのでは？　増えてるではないか。

「『私ががんばったから増えたんですよー。大会の結果は結果として、やっぱり面おも白しろい作品を出版するのが、私の仕事ですからね！』」

　エルフが、おちゃらけた調子で言った。

「あんたの担たん当とう編へん集しゆうの真似まね。いかにもこんなことを言いそうじゃない？」

「言いそう！　すげーっ、言いそう！」

　うわーっ、釈しやく然ぜんとしない！　俺に損そんになる展てん開かいじゃあ全然ないし、むしろみんなの超ちよう面白かった力りき作さくが文庫化されるのは嬉うれしいはずなのに！　オラ、もやもやするぞ！

　獅童先生のとムラマサ先せん輩ぱいの作品が、売れそうだから……ってことなんだろうなあ。

『和泉マサムネの新作』の発売日があっさり一年後に伸のびたり、一昨年おととしの俺が新企画を潰つぶされまくったのは……編集部的に、出版枠を増やすほどでもなかったってことなんだろうなあ……悔くやしいが。

「ぐぬううう…………」

「まあまあ、でもさ、二位と三位の新作発売日は、十二月以い降こうらしいから……結局あんたが作家を続けるためには、優ゆう勝しようするしかなかったわけよ」

　エルフが、ぷんすかする俺をなだめるように言った。

　俺は、叔母おばさんと『いまの生活を続けていく』条じよう件けんとして──『作家として成果を出し続けること』を約束している。一年間も本を出さずにいたら、作家を続けていられなくなるし──妹と一いつ緒しよに暮くらしていくことができなくなるところだったのだ。

「そうか……そうだな。俺おれは、いずれにせよ、優ゆう勝しようするしかなかったし……そういうことなら、獅し童どう先生が俺を恨うらんでいるってこともない、か」

「納なつ得とくした？　じゃ、問題は解かい決けつね」

「いや！　まだある！」

「はあ？　まだあんの？　なによ？」

　エルフが、若じやつ干かんあきれたような目で俺を見た。

「えーと……その、だな……」

「……じゅー、きゅー、はち、なな」

　煮にえ切らない俺の様子に業ごうを煮やしたのか、エルフが、ジト目でカウントダウンを始める。

　俺はさらに数秒、口内で言葉をさまよわせてから、ようやく懸け念ねんを口にした。

「……ムラマサ先せん輩ぱいに会うのが、恥はずかしいんだよ！　それに気まずい！」

　………………。

　しん、と、朝の土手に沈ちん黙もくが横たわった。

　俺のことが好きだって──告白してくれた人に、どんな顔して会えばいいのか、わからない。　恥ずかしくって、照れくさくって、まともに顔を合わせられない自信がある。

　そして、俺は、その告白を断ことわってしまったから──会うのが気まずい。





　──一〇〇点満点中、一〇〇〇〇〇〇点くらい面おも白しろかったです。






　ムラマサ先輩は、いま、俺のことをどう思っているのだろう。

「ふむ……そりゃ、そうよね」

　エルフはあごに手をやって、俺の目を覗のぞき込こむ。

「お、おい……じろじろ見るなよ」

　色々と見み透すかされてしまいそうで、ちょっと怖こわいんだが？

「嫌いやよ。じっくりと観察させてもらうわ──この局面は、わたしにとっても、他人ひと事ごとじゃあないしね──」

　よくわからんことを言いながら、エルフは、さらに顔を近づけてくる。

　傍はたから見たら、妙みような誤ご解かいを生んでしまいそうだ。

「大事な質しつ問もんをするけれど、あんた、ムラマサのことどう思って──いや、違ちがうわね。──あんた、あいつと、どんな関係になりたいと思ってるの？」

　紗さ霧ぎりとまったく同じ問いをしようとしたエルフは、途と中ちゆうで気が変わったのか、質問の内ない容ようを少し変えてきた。

　俺は、かなり長いこと考えて……

「……仲良くなりたい。会って喋しやべったり、遊んだり、したいよ。……でも、」

「じゃ、会わなきゃね」

　エルフは、俺おれの台詞せりふを遮さえぎるようにかぶせてきた。

「ムラマサが、気まずくてあんたと会ってくれないかも──なぁんて思ってるんでしょ？　どーせ。はんっ、『かもしれない』で悩なやむなんて、ばからしいわ！　一回話せば確かく定ていするんだから、そうしなさいよ」

「……そういうところ、すごいよな、おまえ」

　さっぱりしている、というか。合理的、というか。アホというか。

　でも、確たしかに、そのとおりだ。

「そうしてみる。最近、エルフには、世話になってるよな……改めて、ありがとう」

「どういたしまして……今日のあんた、ほんとに素す直なおねえ……どうしちゃったの？」

　そうかな？　自分では、いつもどおりだと思うのだけど。

　あとから顧かえりみてみると、このときの俺は、やっぱり普ふ段だんとは違ちがっていたのだろう。

「妹と二人暮ぐらしって、色々無理も出てくるから……紗さ霧ぎりと仲良くしてくれる女のお隣となりさんって、実は、すごく助かってるし、頼たよりにしてるんだぜ」

　本心から礼を述のべると、エルフは頰ほおを赤らめて顔をそらした。

「……な、なによ……そんな急に……照れるじゃない。もしかして、口く説どいているつもり……だったり？」

「そんなんじゃないけど」

「けど？　……な、なによ」

「おまえが、俺の姉あね貴きだったらよかったのに……って、さ」

　普段とは違う俺は、年下のお隣さんに、がらでもない台詞せりふを口にする。

　するとエルフは、はっとし、急に冷めた表ひよう情じようになった。

「はん。わたしは、あんたみたいな弟は要らないわ」

　エルフは、ぱちんと俺にでこぴんをして、

「ばか」

　ぼそっと呟つぶやいた。




　俺は、帰き宅たくするや、すぐに担たん当とう編へん集しゆうの携けい帯たいに電話をかけた。

　まだ午前中だから、神楽かぐら坂ざかさんは寝ねているかもしれない。そしたらまた掛かけ直そう──なんて思っていたのだが、幸いにも相手はすぐに出てくれた。

　挨あい拶さつもそこそこに、さっそく用よう件けんを切り出す。

「『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の打ち上げをするので、ムラマサ先せん輩ぱいの携帯番号か、メールアドレスを教えてください」

　神楽坂さんは、こんな返事をしてきた。

『ムラマサ先生は、携けい帯たい持ってないです。メールアドレスもないです』

「えっ？」

　あの先せん輩ぱいは、いつの時代の人なんだよ。

『ちなみに家の電話もおすすめしません』

「千葉県って、田舎いなかすぎて電話線が通ってないんでしたっけ？」

『千葉の人に怒おこられますよ。たんに、家に電話してもあんまり出てくれないだけです。……基き本ほん、ムラマサ先生と連れん絡らくを取りたいときに、電話はあてになりませんね』

「じゃあ、どうやって連絡を取れば……」

『直ちよく接せつ家にうかがうのが一番早いですね。もしくは手紙を出します』

　あの先輩は、いつの時代の人なんだよ！

「……じゃあ、一いち応おう電話してみて……ダメそうなら直接家に行ってみようと思います」

『あ、いえ、その必要はありませんよ？』

「えっ？」

『いま代わります』

「えっ？　ちょ、ちょっ……」

　有う無むを言わさず会話を断たち切られ……

　そして、電話越ごしに、なにやら女性の話し声が聞こえてくる。

『……ふぇっ？　うそ！　そ、そんなっ……む、むむむ、無理っ……』

『ですって……ちょうどいいじゃ……ほら！　ほら！』

　わいわいがやがや──していたのが止まり、さらに数秒後。




『…………か、代わりました！』




　聞き覚えのある声が、俺おれのスマホから聞こえてきた。

　めちゃくちゃ緊きん張ちようしている、女の子の声だ。

　俺は、ごくっと生なま唾つばを飲み込こみ、

「……ムラマサ先輩？」

『は、はい！　そうです！』

「いや……なんで敬けい語ご？」

『……だ、だって……君が、不意打ちで電話をかけてくるから……』

　びっくりしちゃったのか。

「俺も、まさか先輩が、神楽かぐら坂ざかさんと一いつ緒しよにいるとは思わなかった。打ち合わせ中だったのか？」

『えっ？　ああいや、打ち合わせというか──ま、まあ！　なんでもいいじゃないか！』

　言いたくなさそうである。なら、突つっ込んで聞くわけにもいかない。

「その、先せん輩ぱい、実は──」ええい、この期ごに及およんでビクついてんじゃねえ！「俺おれんちで『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の打ち上げをすることになったんだ。もしよかったら、参加してくれないか？」

『──────────』

　息を吞のむような音が聞こえ、その後、ムラマサ先輩からの返事は来なかった。

「……やっぱ、嫌いやだよな。あんなことがあったばかりなのに──ごめん、無む神しん経けいだっ、」

『い、行くっ！』

　台詞せりふの途と中ちゆうで、ムラマサ先輩の大声が割わり込こんできた。

「うわっ！」

『嫌なものか！　君が、せっかく誘さそってくれたのに──命を懸かけてでも行くぞ！』

「いや、命は懸けないでくれ……って、いいのか？　俺のこと、その」

『莫ば迦か者もの……』

　ムラマサ先輩は、震ふるえる声で、絞しぼり出すように……こう言ってくれた。

『振ふられたからって、君を好きな気持ちが、そう簡かん単たんに変わるものか』

「────」

　数秒の間があった。

　先輩に言われた言葉が、少しずつ染しみ込こんでいく。

『……ま、まったく。君ってやつはっ。あれだけ長々と自じ己こ紹しよう介かいしたというのに、私のことを、ちっともわかっていないようだなっ』

　千せん寿じゆムラマサ。

　本名不明、顔出し拒きよ否ひの学生作家。

　二度のアニメ化を経けい験けんし、発行部数千四百万部を超こえる、超ちよう売れっ子。

　俗ぞく世せに興きよう味みがまるでない。自分の書いた小説を読むためだけに小説を書いている。

　夢ゆめは『世界で一番面おも白しろい小説』を、書くこと。

　しかし、一度むきになったものに対しては、強きよう烈れつな熱意と執しゆう着ちやくで、猪ちよ突とつ猛もう進しん。

　俺と、俺の作品を好きになってくれた、年下の先輩。

「わからないよ。まだ、三回しか会ってない」

『そういえば、そうだった。長い付き合いのような気がしていたが……そうだったな』

　少しばかりの間があった。ムラマサ先輩は、こほんと咳せき払ばらいをして、

『では、改めて──』

　優やさしい声で、こう言った。

『これからよろしく、後輩』

「こちらこそ、よろしく──先輩」

　彼女のことはわからない。

　だからこそ、これから知っていければいい。




　二日後。『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の打ち上げ当日。

　俺おれは自分の家のキッチンで、パーティの準じゆん備びをしているところだった。

　いまは、待ち合わせ時間である正午ぴったり。

　そろそろメンバーが集まり始める頃ころ合あいだろう。

　もちろんこの打ち上げについては、紗さ霧ぎり──エロマンガ先生にも許きよ可かを取ってある。

『そーいうコトなら、ここは和泉いずみ先生の顔を立てとかなきゃな』

　なんて言っていたが、わりとノリ気なんじゃないだろうか。

　意外に思われてしまうかもしれないが……直ちよく接せつ顔を合わせさえしなければ、例の発ほつ作さが出なければ──紗霧は決して、人に興きよう味みのないやつじゃないんだよ。

　だからこそ、正体を隠かくして動画配信なんてやっていたわけでさ。

　今回の打ち上げが、紗霧にとっても、エロマンガ先生にとっても、楽しいものになればいいと思う。

「だいたい準備オッケー……さすがお袋ふくろっつーか、このキッチン、なんでもあんな」

　そのために……俺も、ちょっとした趣しゆ向こうを凝こらしてみた。

　まだ秘ひ密みつ、だけどな。

「今日の面子めんつは……俺、紗霧、エルフ……ムラマサ先せん輩ぱいに、獅し童どう先生、か」

　リビングでパーティの準備をしながら、指折り数える。

　隣となりに住んでるエルフが、真っ先に来そうなものだが、現げん時じ点てんで来ていないってことは、遅ち刻こくの可か能のう性せいが大である。なぜってあいつは、待ち合わせをすると、必ずといっていいほど早く着きすぎるか、遅刻してくるかなのだ。

　時間にルーズなやつなのである。作家のくせに。

「ムラマサ先輩は家遠いらしいから……まだ来ないかな」

　エルフいわく、ムラマサ先輩は千葉在ざい住じゆうらしい。

　ちなみにエルフがムラマサ先輩の住所を、なんで知っていたのかというと、『制せい服ふくでわかった』とのこと。全国のかわいい制服を、資し料りようとして記き憶おくしているそうなのだ。

　マジすげえ。さすがラブコメ作家というべきか。よくよく俺を驚おどろかせてくれるお姫ひめ様さまである。

「エロマンガ先生は、上にいるし……残るは、獅童先生か」

　どんな人なんだろうな。わざわざ『打ち上げをしましょう』なんて誘さそってくるあたり、積極的な幹かん事じタイプだとは想そう像ぞうできるが。

　なんて思いを巡めぐらせていたら──

　ピンポーン。

　さっそく誰だれかが来たようだ。

「はいはーい♪」

　俺おれは愛あい想そよく、聞こえもしない返事をして、玄げん関かんへと向かった。

　玄関扉とびらを開けると、そこにいたのは、

「こんにちは」

　ふんわりと微笑ほほえむ、見知らぬ青年だった。

　年は、俺よりちょっと上……大学生くらい、だろうか。

　さらりとした長めの茶ちや髪ぱつ。なのに、どちらかといえば真ま面じ目めそうな印象。カットソーの上から、淡あわい色しき彩さいのカーディガンを羽は織おっている。

「ええと……あなたは……」

「獅し童どう国くに光みつと申します。こちらは、和泉いずみマサムネ先生のお宅たくでしょうか」

「あ、はい、俺です。俺が、和泉マサムネで──」

「ああ、やっぱり！　どうも、はじめまして、和泉先生」

「いやっ、こちらこそっ──」

　うわっ、まともそうな人が来た！

　失礼にも、俺の、彼への第一印象がそれだった。いや、最近出会った同業者が、どいつもこいつもインパクト大なやつらばかりだったものだから、もしや今回も……と身み構がまえていたのだ。

「よろしくお願いします、獅童先生」

「……あはは、『先生』は、ちょっと、やめて欲ほしいです」

　苦笑して、呼よび方を変えて欲しいと伝えてくる。

「……ですよねー」

　……気持ちはわかる。俺だって『和泉先生』なんて呼ばれるのは、ピンと来ないし。

　例外はあれど、同業者や仕事相手も、『さん』付けが普ふ通つうである。

「お互たがい『先生』はやめときましょう」

「ですね」

「ま、とりあえず──上がってください。まだ誰だれも来てないですけど」

「はい、お邪じや魔まします」

　促うながすと、きっちり玄関で靴くつをそろえてから、上がってくる。

　エルフと同じく、育ちのよさそうな人である。

　リビングに案内する途と中ちゆう、彼が話の続きをしてきた。

「呼び方ですけど、『和泉先せん輩ぱい』とか、どうでしょう」

「いや、見るからに年上の人から『先輩』って呼ばれるのは変かと」

　俺も、ムラマサ先輩のことは『先輩』と呼んじゃいるが、あの人は『お姉さん』っぽいイメージがあるしな。さほど違い和わ感かんはない。

「じゃあ、普通に、和泉さん？」

「呼よび捨すてでもいいですよ？　喋しやべり方も、普ふ通つうにしてくれてぜんぜんいいですし」

「さすがに呼び捨ては……あ、この喋り方は素すです」

　とかやってるうちにリビングに到とう着ちやくする。

「どうぞ、適てき当とうに座すわってください」

「はい、和泉いずみくん」

　結局、そう落ち着いたらしい。ソファに腰こしを下ろした彼は、ちょっと照れくさそうに「こほん」と咳せき払ばらいをし、

「僕のこと、仲のいい友達は、シドーって呼びます。和泉くんこそ、普通に喋ってくれると嬉うれしいです」

　俺おれは、ぱちくり、と瞬まばたきして、笑顔で返す。

「わかった。じゃあ、シドーくん、改めて、よろしく」

　これだよこれ。これが健全な初対面の有り方ってもんだろう。

　名前がムで始まる人とか、エで始まるバカとか……初対面で喧けん嘩か売ってくる同業者どもは、いい加か減げんにするべき。




　エルフもムラマサ先せん輩ぱいも、なかなか来る様子を見せず、エロマンガ先生にいたっては、『打ち上げが始まったら教えて』と、協きよう調ちよう性せいのかけらもない。

　仕方ないので、お茶を淹いれて、シドーくんと一対一で話していた。

「シドーくんは、どうして打ち上げを企き画かくしたんですか？」

「単たん純じゆんに、デビューしたばかりで、同業者の知り合いが少なかったからですよ」

　新人賞に作品を送って、最終選考で落選。担たん当とうがついてデビュー。その後、大学に通いつつ、デビュー作のシリーズを書き続けていて、いったん三巻かんで打ち切り。心機一転、新作に向かってがんばっていた──というのが、シドーくんの経けい歴れきらしい。

　俺──和泉マサムネの場合は、新人賞で『選考委員奨しよう励れい賞しよう』を受賞し、同作品でデビューしたという経けい緯いだから、よくも悪くも、同業者の知り合いはすぐできた。

　俺に賞をくれた先輩や、同期受賞者たちと、顔を合わせる機会があったからだ。

　もっとも、全員超ちよう年とし上うえだったし、俺も積極的な性せい格かくではなかったから、プライベートで会ったりするような関係にはならなかったが。

　一方で、シドーくんのような『非ひ受じゆ賞しよう』組は、同期受賞者なんてものは存そん在ざいしない。

　同業者と知り会う機会は、少ないだろう。

「いい機会かなって、思ったんです。僕たちが参加した『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』は、新人ばかりの競技コンペでしたし、年の近い同業者の知り合いができたらなって。ですから、和泉くんとは、今後とも仲良くしたいと思っています」

「こっちこそ、まともな同業者の知り合いができて、嬉しいです。ところで今回の打ち上げの面子めんつって、俺おれと、シドーくんと、エルフと、ムラマサ先せん輩ぱいと、エロマンガ先生──ですよね」

「はい」

「『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の参加者は、あと二人、いたはずでしょう」

　誘さそわなかったんですか？　と問うと、シドーくんは、哀かなしそうに目を伏ふせた。

「お誘いしたんですけど──お二人には、断ことわられてしまいました。お二人とも、すでに作家をやめて、田舎いなかに帰っている……との……ことで……」

「あぁ……」

　よくある話だ。というか、俺も、あやうく作家をやめるところだったのだ。

『ラノベ天下一武闘会』を、ラストチャンスと決めていた作家は、俺だけじゃなかったという……それだけのこと。ある意味、俺が彼かれ等らの作家生命を潰つぶしたようなものかもしれない。

　でも。

「そっか！　じゃあ、しょうがないっ！」

　俺は努めて明るく笑ってみせた。俺が落ち込こんでも、どうにもならないし──真しん剣けんに競い合った結果をぐだぐだいうのは、負けた彼等に失礼だろうとも思うからだ。

「はい、仕方ない、です」

　俺の意図を察してくれたのか、彼はすぐに話を切り替かえる。

「この調子で年の近い知り合いを増ふやしていきたいなあと思うんです。和泉いずみくん、今日の面子の他に、心当たりがいませんか？　十代か、二十代前半くらいで、僕らと話の合いそうな作家さん」

「……いますけど……ちょっとオススメできないっていうか……」

　クズっていうか。

　デビューしたばかりの新人さんに、会わせていいものかどうか、判はん断だんに困こまる。

「じゃあ、もしも僕に新しい作家さんの友達ができたら、和泉くんにも紹しよう介かいしますね」

　……俺、この人のおかげで、同業者の友達が増えそうだな。そしたら、智とも恵え以外にも、好きなラノベの話をする相手ができるかもしれない。それは、とても嬉うれしい想そう像ぞうだった。

　正体バレが怖こわくて、学校ではあまりそういう話は、できないから。

　──そんな話をしていたときだ。

　ピンポーンと、インターホンが鳴った。

「と、誰だれか来たみたいだ」

　俺は席を立ち、玄げん関かんへと向かう。リビングから出る前に、壁かべ掛かけ時計を確かく認にんしてみると……けっこうな時間が経たっていた。ずいぶんと話し込んでいたようだ。

　ってことは、いま来たやつは、待ち合わせに超ちよう遅ち刻こくしてきたってことでもある。

「売れっ子作家ってやつは、なんでこー時間を守らないんだ……」

　シドーくんの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたい。

　俺おれは、ぶつくさ言いながらも、玄げん関かん扉とびらを開ける。

　と。

　対照的な美少女二人が、そこにいた。




「マサムネ君、遅おくれてすまない」

「ぜんぶこいつのせいだから！　わたしは悪くないんだからね！」




　着き物もの姿すがたの少女は、千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱい。

　隣となりでわめいているバカ──山やま田だエルフも、派は手でな浴衣ゆかたを着ていた。そういえばエルフにも『俺のたくらみ』を教えてあったんだったな。

　金きん髪ぱつに浴衣なんて似に合あうわけねえとあなどっていたが……これはなかなか……。

　素すがかわいいやつは、ずるい。

　頰ほおが緩ゆるみそうな光景だったが、俺は気合で表ひよう情じようを変えず、言った。

「あれっ、一いつ緒しよに来たのか？」

「そうよ！　わざわざ駅まで迎むかえに行ってあげたの！　色々二人きりで話しておきたいこともあったし、打ち上げの手て土産みやげを一緒に選ぼう──って約束したから！」

　いつの間に、そんな約束をするほど仲良くなっていたんだ、こいつら。
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「そしたらこいつが、お金、電でん車しや賃ちんしか持ってなくて！　で、銀行に下ろしに行ったら、超ちよう手間取ってさぁ！」

「仕方ないだろう。念のためにと財さい布ふには入れていたものの……キャッシュカードなんて、生まれてこの方、使ったことがなかったんだから」

　ぽわわん、と、言い訳わけをするムラマサ先せん輩ぱい。

　むきになってないときのこの人は、初対面のとき同様、どっか抜ぬけてる。

　敵てきに回したときは、魔ま王おうさながらのおそろしさだったというのに。

　まるで味方になったとたん弱体化する、スパロボの敵のようである。

　俺おれは、二人をリビングに案内しつつ、ツッコミを入れる。

「や、ムラマサ先輩、小説の設せつ定ていで、すっげー詳しよう細さいなオリジナルの流通システムとか作ってるくせに、なんで金の下ろし方も知らないんですか」

　そしたらムラマサ先輩は、恥はずかしそうに、

「……小説に書く知ち識しきと、実じつ際さいに自分でやるのとは違ちがうよ。あのタッチパネルとかいう代しろ物ものが、私はどうも苦手でなあ」

　ダメだこの人、文明社会から取り残されている……。

　エルフも手厳しいツッコミをする。

「大たい正しよう時代に帰りなさいよ、原始人」

「ぱ、パソコンは使えるぞっ。……少しは」

　まぁ、ＷＥＢ小説を読んでいたくらいだからな。ちょっとくらいは使えるんだろう。

「はいはい、すごいすごい。ったく、銀行混こんでるっつーのに、あんたが並ならんでる途と中ちゆうで小説を書き始めたせいで、何度も並び直しになるしさあ……二度とあんたと一いつ緒しよに行列並ばないからね」

　口こう論ろんする二人を連れて、俺はようやくリビングにたどり着いた。

　席を立って待っていたシドーくんが、超ちよう年下の二人に向かって頭を下げる。

「どうも、お疲つかれ様です」

「ふっ、待たせたわね」

　偉えらそうに親おや分ぶん面づらをするエルフ。一方、ムラマサ先輩は、彼を見て、それから俺を見て、

「誰だれ？」

「『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』で戦った、獅し童どう国くに光みつ先生だよ」

　俺は質しつ問もんに答えてやる。

「そんな人、いたっけ？」

「ほら、あったじゃん。あの、ケーキ屋さんが舞ぶ台たいの癒いやし系けい小説……」

「読んでない」

　……これだよ。ほんとこの人は、興きよう味みないことに関してはボケ老人みたいなもんだな。

「えーと、これでエロマンガ先生以外そろったな。全員がそろったら、改めて自じ己こ紹しよう介かいを──」

「その前に席決めね！」

　エルフが俺おれの台詞せりふに割わり込んで来た。俺の腕うでに、自分の腕を強引にからませて、

「わたし、マサムネのとーなりっ♪」

　ぴく、と、ムラマサ先せん輩ぱいのこめかみが微び動どうする。

「おい、図々しいぞ。ええと……山なんとか先生」

「あ、あんた！　なんでいまだにわたしの名前をうろ覚えなのよ！　ＡＴＭの使い方を教えてあげた恩おんを忘わすれたの！」

「ＡＴＭってなに？」

「銀行にあるお金を下ろす機械のことよもぉぉぉぉ！　こいつ！　マジめんどくさい！」

　おちょくってるわけじゃなくて、本当に天然で言ってるからなあ。

「とにかく！　この席はぜっったい、譲ゆずらないからね！」

「じゃあ、私は逆ぎやく側がわの隣となりに。い、いいかな？　マサムネ君」

「そ、そんなにくっついて来ないでください。恥はずかしいので」

「ちょっと！　なんでムラマサのときだけデレっとしてんのよ！　わたしの方がかわいいでしょ！」

　俺を挟はさんで、ぎゃあぎゃあとわめく美少女二人──。

　……いかん、くらくらしてきた。

　俺は、二人の意図がまったくわからず、困こん惑わくする。その上、告白されたばかりのムラマサ先輩に対しては、ドキドキしまくってしまっていて、まともにものが考えられない。

　そして────




　ドンドンドンドンドンドンドン！




　リビングに、『いい加か減げんにしろぉ────っ！』の床ゆかドンがとどろき渡わたったのである。




　数分後──

　我わが家のリビングには、エロマンガ先生の映うつったタブレット型ＰＣを抱かかえ、ソファに座すわる俺の姿すがたがあった。その隣となりにはシドーくんが居い心地ごこち悪そうに座っており、エルフとムラマサ先輩は、俺とは別のソファに座っているという配置。

「これでよし」

　席せき替がえの差配をしたエロマンガ先生が、満足そうに（画面の中で）頷うなずいている。

　説明すると、怒いかりの床ドンがとどろいたあと、俺はいったん二階に上った。

　そしてエロマンガ先生から強いお叱しかりを受けた後、『即そつ刻こく席せき替がえするように』との命を受け、スカイプをつないだノーパソを持って、リビングへと戻もどってきた──という次し第だいだった。

「あ、はは……ええと……」

　俺おれの隣で成り行きを見守っていたシドーくんが、おずおずと俺に言う。

「いまの……上から聞こえたドンドンドンって……？　エロマンガ先生……と、関係あるの？」

「ポルターガイスト」

　エロマンガ先生が、変声機を通した声で言った。

「えっ……でも」

「ポルターガイストだから」

「……はい」

　強引に納なつ得とくさせやがった。まあ、エロマンガ先生の正体が俺の妹──だなんて、教えるわけにはいかないからな。それを知っているのは、この場で、本人である紗さ霧ぎり以外では、俺とエルフのみである。





　──あげないっ！






　ムラマサ先せん輩ぱいには、ほとんど明かしてしまったようなもので、バレても仕方ないくらいに思っちゃいるが、その後、問い詰つめられるようなことはない。

　先輩の性せい格かく的てきに、口止めの必要はないだろうが……一度、ちゃんと話しておくべきかもな。

「それにしても、和泉いずみくん……もてもてなんだね」

　シドーくんが、微笑ほほえましいものを見る眼まな差ざしで言った。

　ちょ、マジで、やめてくれよ！

　いまっ……『そうですね』なんて言える状じよう況きようじゃねーんだから。

　どんどんどん、と、天てん井じようが揺ゆれる。

「は？　なにゆってんの？　ぜんぜん違ちがうから。もてもてとか、そういうんじゃないから」

　超ちよう不ふ機き嫌げんな機械音声が、俺の胸むな元もと──タブレット型ＰＣから聞こえてくる。

「だって和泉先生には、すでに好きなひといるんだもん。なっ？」

「お、おう……」

「はあ？　なんでそんなに自信がなさそうな言い方なの？　なめてんの？」

　……エロマンガ先生が、怖こわい……。

「好きなひと以外には、でれでれしたりしないよな？　なっ？」

「はい」

　ドン！

「声がちいせえ」

「はい！　でれでれしません！」

　怖こわいよー。

　俺おれたちのやり取りを見たシドー君とエルフは、

「彼らは、いったいどういう関係なんでしょう？　男同士……ですよね？」

「色々あんのよ」

　なんて会話をしていた。いかん……俺、シドーくんにホモだと思われている気がする。

　ムラマサ先せん輩ぱいはといえば、一人我われ関かんせずといった様子で、手書き小説を書いていやがる。相変わらず、超ちようマイペースな御お方かたであった。

　エロマンガ先生からのプレッシャーに耐たえかねた俺は、勢いきおいよく立ち上がって、ノーパソをローテーブルの上に置いた。

「俺、料理の準じゆん備びしてくるから！　そしたら自じ己こ紹しよう介かいタイムってことで！」

「逃にげるなこらぁーっ」という機械音声を無む視しし、俺はキッチンに退たい避ひした。

　すると、エルフがそのあとを追っかけてきやがった。

「手伝ってあげる」

「……お、おまえが付いてきたら、またエロマンガ先生に怒おこられちゃうだろ？」

「へーきへーき」

　エルフはひらひら片かた手てを振ふって、俺の耳に、こそっと唇くちびるを近づけた。

「それより……わたしが他の男とお話ししていて、あんた、嫉しつ妬としちゃってたでしょ。だいじょーぶ♪　ツイッターでちょっと話したことあるくらいで、別になんとも思ってないから、心配しなくていいからね？」

「はい？」

　なに言ってんだ、こいつ。

　エルフは俺の耳から唇くちびるを離はなし、キッチンを見回した。

「んで？　料理の仕し込こみはどんな感じ？　へえ～、コンセプトどおりじゃない」

「あとは焼くだけってトコ。俺一人でじゅうぶんだから、リビングで待ってな」

　俺は、さっ、と、エプロンを腰こしに巻まき、三さん角かく巾きんをかぶる。

　エルフはちょっと考えて、

「んー、ま、それもいっか。……にしても、すごいキッチンね。うちより設せつ備びそろってるじゃない。今度わたしにも使わせなさいよ」

「いいよ。紗さ霧ぎりのぶんも作ってくれるならな」

　エルフは、こう見えて、めちゃくちゃ料理がうまいのだ。

「そー言うと思ったわ。あ、そうそう、これ、わたしとムラマサからのお土産みやげね」

「お、これは……！」

「必要でしょ？　いまは使わずにおいて……あとで妹を、びっくりさせてあげたら？」

「サンキューエルフ！　これだよこれ！　こーいうのが欲ほしかったんだ！」

「はいはい、どういたしまして。ったく──あんたを喜ばせるのなんて、簡かん単たんね」

　どこか寂さびしげに苦笑して、エルフはキッチンから出ていった。

　エルフのお土産みやげがなんだったかって？　そいつはあとのお楽しみってやつさ。




　そろそろ俺おれの『たくらみ』を明かすときが来たようだ。

　エルフから『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かいの打ち上げパーティ』について聞かされたときに思いついたネタで、簡かん単たんにいうと、『夏祭りっぽいパーティにしよう』というものである。


　──出店とかは、ちょっとうらやましいなって思ったけど。



　つまり、お祭りの出店で売っているような食べ物を用意して、お祭りっぽい格かつ好こうをして──みんなで騒さわげば、花火大会は終わってしまったけれど──近い気分だけは、味わえるんじゃないか。紗さ霧ぎりが部屋の中にいたままでも、夏の思い出を作れるんじゃないか。

　そう、思ったのだ。

　普ふ段だん使っているローテーブルに、折り畳たたみのテーブルをくっつけて、『日本のお祭り料理』がずらりと並ならべられている。

　焼きそば、いか焼き、たこ焼き、焼きトウモロコシ、りんご飴あめにチョコバナナ──

　同じものを（油分塩分大おお幅はばカットした上で）、『開かずの間』にも、運んである。

「おおっ！　すごいですね、これは！　本当にお祭りみたいだ」

「壮そう観かんだな。本当に……ぜんぶマサムネ君が作ったのか？」

「どれも下げ賤せんな食べ物だけれど、ま、及きゆう第だいってトコね」

「…………………………もぉっ……余よ計けいな気を回して……」

　それぞれのお言葉をいただく。

　エロマンガ先生は、若じやつ干かん素すが出ている模も様よう。

　ともあれ、喜んでもらえたようでなによりだ。

「マサムネ！　あんた優ゆう勝しよう者しやなんだから仕切りなさいよ！」

　エルフからそう言われたので、俺はガラでもなく、挨あい拶さつをすることにした。

「えー、この度たびは『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』打ち上げの席に参加していただきまして、誠まことにありがとうございます」

　ぱちぱちぱちぱち、と、全員から拍はく手しゆをいただく。

「大会では競い合った間あいだ柄がらではありますが、これからはよき戦友として、仲良くしていけたらな、と思っております。とまぁ簡かん単たんではありますが、料理もさめちゃうので、挨拶はこのへんにして──乾かん杯ぱいっ！」




「「乾杯！」」




　かつん、と、グラスを合わせる。

「おかげさまで、僕の作品も出しゆつ版ぱんできることになりました。大会では負けましたが、もっと面おも白しろい作品に修しゆう正せいするつもりです。発売されたら、ぜひ読んでみてください」

「マサムネ君、あらためて、優ゆう勝しようおめでとう。長ちよう編へん版ばんを早く読みたいよ」

「わたしが修しゆ行ぎようをつけてあげたから、優勝できたんだからね！　感かん謝しやしなさいよ！」

「みんな、今日は現げん地ちに行けなくてゴメンな。料理はみんなと同じものを、さっき和泉いずみ先生に届とどけてもらったから、オレはスカイプで参加するよ」

　まぁ、すぐ上にいるんだけどね。

　かなり特とく徴ちよう的てきなメンバーが集合したものだが、いまだけは皆みな、和気あいあいと飲み食いをしていた。本当に、仲良くしたいものである。

　色んな考え方があるのかもしれないが、俺おれは『同業者は敵てきではない』と思っている。

　同じ業界でがんばっている、戦友だと思っている。

　ごくまれには、利害が対立することだってあるかもしれない。

　けど、エルフとの勝負や、ムラマサ先せん輩ぱいとの潰つぶし合い──あんなのは例外なのだ。

　各作家さんたちが、がんばればがんばるほど、『ライトノベルが好きな人』が増ふえていく。

　俺の本を読んでくれる人も、好きになってくれる人も、増えていくのだ。

　本来、売れっ子作家に嫉しつ妬とする必要なんてないし、『敵と仲良くするなんて』──みたいな考え方は損そんするだけだとも思う。

　みんなでがんばっていこうぜ、と、本心から思う。

　いや、まあ、嫉妬するときも、敵てき視ししちゃうときもあるけどね。わかっちゃいても。

　俺もちょっと前までは『まぎらわしいペンネームのやつは消えろ』とか『ムラマサ死すべし』とか思ってたし。

「そろそろ自じ己こ紹しよう介かいタイムと行こうか」

　俺が提てい案あんすると、シドーくんが手を挙げた。

「じゃあ、僕から。他の皆さんはお知り合いのようなので」

　誰だれからも異い論ろんはなかった。

　シドーくんは、軽く咳せき払ばらいをしてから、朗ろう々ろうと語り始めた。

「獅し童どう国くに光みつ、デビュー二年目の新人作家です。大学に通いながら、主に、お菓か子しをテーマにした小説を書いています」

「デビュー作はコンビニスイーツ大好き少女とのラブコメだったし、『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』では、ケーキ屋さんを舞ぶ台たいにした短編だったっけ。──なにか、こだわりがあるんですか？」

　俺が聞いた。相手の口く調ちようが丁てい寧ねいなので、許きよ可かをもらっているとはいえ、こちらもいきなり砕くだけた口調にはし辛づらい。そのうち自然に喋しやべれるようになれればいいな。

「僕、子供のころから、お菓か子しが大好きだったんですよ。特に甘あまいものに目がなくて、コンビニに行くたびに、お菓子を買ってもらうのが楽しみで……いつか僕も〝ポッキー〟とか〝キットカット〟とか、〝チョコパイ〟とか、そういう定番商品──ずっと後々まで、子こ供どもたちに食べられ続けるようなものを作れたらいいな、一生の自じ慢まんになるだろうなって、思うようになったんです」

　十人いれば、十通りの夢ゆめがある。けれど〝そのままの形〟で叶かなうことはあまりなく──多くの場合、自分の適てき性せいに合わせて、現げん実じつを見み据すえて、夢ゆめを修しゆう正せいしていくことになる。

　漫まん画が家かを目指していた人が、ライトノベル作家になったり。

　プロ野球選手を目指していた人が、用具メーカーに就しゆう職しよくしたり。

　作家を目指していた人が、編へん集しゆう者しやになったり。

　それで成功する人もいる。

「あはは、お菓子作りの修しゆ行ぎようをしたり、夢に近づけるような活動を続けていたら、いつの間にかライトノベル作家になって、お菓子の小説を書いてました」

　だからこれも、きっと、よくある話なのだろう。

「いつか食品メーカーさんとコラボして、僕が考えたキャラやお菓子を、コンビニに置いてもらうのが、いまの夢です」

　すごい夢だと思った。その夢を叶えるためには、やはり、アニメ化するくらい人気にならないといけない。夢は違ちがえども、俺おれたちと彼は、同じ道を歩いている。

「売り出されたら絶ぜつ対たい買って食いますよ！」

「ありがとう」

　シドーくんは、照れくさそうに、けれど誇ほこらしげに笑って、小さな紙かみ袋ぶくろを俺に手て渡わたした。

　袋の中には、小さなまるいクッキーが、いくつも入っている。

「これ、お土産みやげです」

「もしかしてこれ……手作りですか？」

「はい。お祭り料理とは、合わないかもしれませんけど、よかったら食べてください」

「うわーっ、ありがとうございます！」

　エルフの『ラブコメ作家に女子力高い人が多い』って決めつけ、あれ、ほんとかもな。

　俺も、ラブコメを書き始めたわけだし、クッキーくらい手作りできた方がいいんだろうか……なんて思ってしまう。今度練習してみるかな。

「次はわたしの番ね！」

　喋しやべりたくてうずうずしていた様子のエルフが、でかい声を張はり上げた。

　勢いきおいよく立ち上がり、気取ったポーズで、

「我わが名は山やま田だエルフ！　今度アニメ化もする超ちよう人気美少女作家よ！」

「ムラマサ先せん輩ぱいの方が人気あるけど」

「そこ！　黙だまりなさい！」

　びし！　と俺おれを指さしたエルフは、ババーンと胸むねを張はり、

「わたしの壮そう大だいなる夢ゆめは──〝究きゆう極きよくのラノベ〟を書いて、世界を征せい服ふくすることよ！」

　オモチャで世界征服をたくらむ、子供漫まん画がのラスボス連中みたいなことを言い出しやがった。

「………山やま田だエルフ先生って、ほんとにネットとリアルで同じ性せい格かくなんですね」

「そうなんだよ。すごいだろ」

　ボーゼンとしているシドーくんに、相あい槌づちを打つ俺。

　ちなみにムラマサ先せん輩ぱいは、たこ焼きをパクつきながら小説を書いてる。聞いちゃいない。

「実じつ際さい問もん題だい、ラノベで世界征服って、可か能のうなの？」

　よせばいいのに、エロマンガ先生が聞いた。

「世界中にわたしの本を売りまくれば、超ちよう可能よ！　全世界で我が名が称たたえられるようになれば、それは世界征服したのと同じことだもの！」

「たしか『Ｘ‐●ン』の発行部数が五〇〇〇〇〇〇〇〇部くらいだったと思うけど、別に世界征服してないよね？」

「むっ……」

　世界中に熱ねつ狂きよう的てきなファンを生み出した超ちよう大たい作さくではあるものの、それでも『世界を征服した』とまでは、言い難がたいかもな。

「それに、マジに本で世界征服しようと思ったら、少なくとも現げん時じ点てんで世界最強・最古のラノベである〝アレ〟を倒たおさなくちゃいけねーよな」

「〝アレ〟ってなによ？　来年のいまごろには、戦せん闘とう力りよく六〇〇〇〇〇〇〇〇を突とつ破ぱする予定のわたしですら、苦戦する相手なんでしょうね？」

「エルフちゃんふうに言うなら、戦闘力三八八〇〇〇〇〇〇〇〇〇（推すい定てい）くらいある」

「さんぜんはっぴゃくはちじゅうおく!?」

　エルフは、「まんじゃないの!?」と、台詞がひらがなになっちまうほどびっくりしている。

「たぶんエロマンガ先生が言ってる世界最強のラノベって、名前は出せないけど、ギネスにも載のっている、茶化すとシャレにならない〝アレ〟のことだろ？」

「そうそう」

　下手へたにラノベ扱あつかいするとぶっ殺されそうだが、確たしかに最強の名にふさわしい本である。

「〝アレ〟なら、まぁ、『世界征服した』と、言い張はれなくもないですね」

　妄言にちゃんと付き合ってくれるシドーくんは、やはりいいやつだと思う。

「……う、む……むぅ……」

『世界最強のラノベ』の戦闘力に、おののいていたエルフだったが、すぐさま立ち直り、言い放つ。

「ならば！　世界に進出するまえに、まずはラノベ日本一を目指すわ！」

　おお、一気に現げん実じつ的てきな目標になったな。

「さしあたっては、ラノベ作家〝八はち雷らい神じん〟打だ倒とうからね」

「なにその電でん撃げき文ぶん庫こを統すべてそうな二つ名」

　俺おれがツッコむと、エルフは遠い目で言った。

「日本に八柱存そん在ざいする雷らい神じんの転生体、発行部数一〇〇〇〇〇〇〇部を超こえる〝偉大なる小説家アーク・ノベリスト〟たちのことよ」

　また適てき当とうな設せつ定ていをでっち上げやがって。

　超ちようくだらないやり取りをしていると、いつの間にやら小説執しつ筆ぴつを中ちゆう断だんしていたムラマサ先せん輩ぱいが、興きよう味み深ぶかそうに俺たちを眺ながめていた。

「その、なんとかという変わった名前の集しゆう団だんは、そんなに面おも白しろい小説を書くのか？」

　読んでみたいらしい。『自分に合う小説』を渇かつ望ぼうしている人なのだ。

「なに言ってんの？　あんたも〝八雷神〟のメンバーよ？」

「えっ？」

　青ざめるムラマサ先輩に、エルフは自じ慢まんげにこう言った。

「これからは、八雷神が一柱〝狂くるい咲ざく黒くろ雷いかづちのムラマサ〟と名乗りなさい」

「………………」

　ぼーっとした眼まな差ざしでエルフを見つめるムラマサ先輩。

「おいエルフ、先輩怒おこってんぞ。勝手に変な二つ名を付けるんじゃない」

「『変な二つ名』ですって……？　ったく、センスないわねー、超かっこいいでしょ？」

「かっこいい……かあ？」

　少なくともリアルで名乗っていい二つ名ではない気がする。

　俺が首をひねっていると、エルフがムラマサ先輩にこう言った。

「はい、そんで次はあんたね」

「？」

「あんたが自じ己こ紹しよう介かいする番だっつってんの」

　エルフに促うながされたムラマサ先輩は、ようやく事じ態たいを吞のみ込こんだらしく、おもむろに立ち上がり、舞ぶ踏とうのような仕し草ぐさで名乗りをあげる。

「八雷神が一柱〝狂い咲く黒雷のムラマサ〟、推すい参さん」

「それ、気に入ったんだ!?」

　びっくりしてツッコむと、先輩からはキリッとした凜り々りしい返事がかえってきた。

「ふむ、一いつ瞬しゆん『ないな』と思ったが、よくよく考えてみれば、なかなか押おし出しがいい名乗りなのでは」

「確たしかに、いまの先輩みたいに、堂々と言えばかっこいいかもしれないけど！」

　エルフやムラマサ先輩のような売れっ子になるためには、こういった中二センスが必要なんだろうか。……俺おれには厳きびしい気がする。

「普ふ通つうに自じ己こ紹しよう介かいしてくんないかな。ほら、初対面の人もいるんだしさ、〝狂くるい咲ざく黒くろ雷いかづちのムラマサ〟じゃ、マズいだろ？　な？」

「？　マズいのか？」

「うん」

　ある意味では、これ以上ないくらいの自己紹介になっているような気もするが。

「では……」

　先せん輩ぱいはこほんと咳せき払ばらいをし、改めて名乗った。

「千せん寿じゆムラマサ。マサムネくんの友達だ」

　作家、とも、小説家、とも名乗らない。

　そんな肩かた書がきは、彼女にとって、どうでもいいものなのだろう。

　唯ゆい一いつ名乗った肩書きが、くすぐったかった。

　俺は、笑って聞いた。

「先輩の、夢ゆめは？」

「『世界で一番面おも白しろい小説』を、たくさん書くこと。それを、自分で読むことだ」

　先輩は俺の目を見て、言った。

　………………しばしの間があって。

　どんどんどん！　と、天てん井じようが揺ゆれる。

「うわ」

　紗さ霧ぎりのやつは、なんで怒おこってるんだろう。

　エルフが、俺の胸むな元もとのタブレットＰＣに向かって言う。

「エロマンガ先生、安心なさい。あの女のことは、そんなに警けい戒かいしなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

「……エルフちゃん、どういうこと？」

「おいエルフ、エロマンガ先生に妙みようなことを吹ふき込こむなよ」

「いいからあんたも聞きなさい。いい？　超ちよう売れっ子作家であるこのわたしが、ひとつラブコメの奥おう義ぎを伝でん授じゆしてあげる」

「いきなり話が変わったようだが？」

　ムラマサ先輩が、流し目でエルフを見る。

　自分の話をされていたのだから、まあ、気にはなるよな。小説執しつ筆ぴつも、一いち段だん落らくしたようだし。

　エルフは「いいからいいから」と、先輩の言げんをスルーし、指を一本立ててみせる。

「じゃじゃん！」

　クイズ番組のような効こう果か音おんを口で鳴らして、

「ラブコメヒロインには、『妹』を超こえる最強の萌もえ属ぞく性せいが存そん在ざいします。──それはなんでしょうか？　はい、マサムネくん！　どうぞ！」

「そんなものは存そん在ざいしません！」

「ブーッ！」

　エルフは『死ねよシスコン』みたいな顔で俺おれをにらむ。

「ヒント。その最強の萌もえ属ぞく性せいを、いまのムラマサは備そなえています。しかーし、このわたし、山田エルフとは、一生縁のないものです。さあ、なんでしょう？」

「胸むねだろ？」

「違ちがうわよっ！」

　ものすごい勢いきおいで怒ど鳴なられてしまった。

　一方で、ムラマサ先せん輩ぱいは、胸むな元もとを腕うでで隠かくし、むーっと赤い顔で俺をにらんでいる。

「……やっぱり君はふしだらなやつだな」

　恥はずかしくなって、俺はそっぽを向いた。

　そしたらエルフは、気を取り直してこう続ける。




「ヒント。その属性は、ヒロインの魅み力りよくを大おお幅はばに向上させることがあります」

「ヒント。その属性は、多くの場合、シリーズ最さい終しゆう巻かん付近でないと獲かく得とくできません」

「ヒント。その属性は、多くの場合、獲得すると出番が激げき減げんします」

「ヒント。その属性は、いま述のべた理由によって、有効活用が困こん難なんです──」




「──なぁんて。ま、これ以上は言わなくていいわよね？　判ほう官がんびいきの日本人にとっては魅力的に映うつるかもしれないけど、しょせんは超ちようかわいいだけの雑魚ざこ。わたしのようなメインヒロイン様にとっては、嚙かませ犬でしかないのよね」

　エルフは、意味ありげにノーパソの画面を見た。

「……………………」

　エロマンガ先生は何も言わない。俺には、エルフの言わんとすることがさっぱりわからない。

　ムラマサ先輩が、くっくっ、と笑って、ぽつりと言った。

「よく言う。現げん実じつと空想を一いつ緒しよにするのはよくないぞ。それに、ヒントに一部誤あやまりがあるようだが？」

「ないわよ、そんなもん」

　女じよ性せい陣じんの会話はわからない。俺も、シドーくんも、割わり込こめずにいた。

「ふん、それで？　山やま田だエルフ。君は、大口を叩たたくだけか？」

　ムラマサ先輩が、初めてエルフの名を呼よんだ。

「どうしようかしらね。静観なんてガラじゃないんだけれど、さすがに困こまってるわ。だってこいつ──恋人よりも、もっともっと欲しいものがあるみたい」

「……そうやって、わざわざ口に出して教えてしまうところが、君はずるい」

「ずるいかもね。でも、もどかしくって、言わずにはいられないのよ」

　エルフとムラマサ先せん輩ぱいの間で、火花を散らすような視し線せんの応おう酬しゆうがあり、ぴりっとした一いつ触しよく即そく発はつの空気が横たわった。

「ええーとっ！　次！　次は俺おれの番だな！」

　そこに、俺は気合で口をはさんだ。

　上手うまくいったらしく、全員の視線が俺に集まる。先程までの緊きん張ちよう感かんは、搔かき消えていた。

　ったく……なんで女ってのは、意味わからん理由ですぐ険けん悪あくになるのやら。

「和泉いずみマサムネ、高校に通いながらラノベ作家をやってます。代表作は『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』、いまは新作『世界で一番可愛かわいい妹』を執しつ筆ぴつ中ちゆうです」

　すぅ、はぁ、と呼こ吸きゆうを整えて、エロマンガ先生を見る。

「この新作を、絶対にヒット作品にして、アニメ化させて、妹と一いつ緒しよにここで見ること──それが、『俺たちの夢ゆめ』です！」

　しん、と、場が静まり返って──

　ムラマサ先輩が、ぱちぱち、と拍手をした。続いて、皆みなも拍はく手しゆをくれる。

『自分の夢』を一人ずつ言っていって、自じ己こ紹しよう介かいとする。

　そんな流れができていた。

「最後は、エロマンガ先生の番だぜ」

「……えっ？」

　俺は、タブレットＰＣを皆の前に掲かかげ、注目を集めさせた。

「さあ、エロマンガ先生」と、俺。

　するとみんなもエロマンガ先生に注目し、声をかけてくる。

「お願いします。エロマンガ先生」

「……エロマンガ先生か……私も、君には興きよう味みがある」

「エロマンガ先生──一発ぶちかましてやんなさい！」

　エロマンガ先生！　エロマンガ先生！　エロマンガ先生──

　ペンネームを連れん呼こされたエロマンガ先生は、

「そ、そそそ、そんな名前の人はしらないっ！」

　いつもの台詞せりふを叫さけんでしまう。

「………………うぅ……」

　そしてお面めんをかぶっているにもかかわらず、素すに戻もどってしまったようだ。

「いいか、おまえら！　エロマンガ先生のことをエロマンガ先生って呼よぶんじゃない！　エロマンガ先生は、エロマンガ先生って呼よばれると、恥はずかしくなっちゃう病気なんだよ！　なっ、エロマンガ先生？」

「に、兄さ、和泉先生が一番言ってるっ……」

　はっ！

「と、とにかく……そんな名前の人はしらない」

　紗さ霧ぎりはしつこく繰くり返した。

「あと……私の夢ゆめは……和泉いずみ先生が言っちゃったから……ええと……」

　ぼそぼそ、もじもじ。喋しやべるのが苦手な紗霧は、そこまで言って、黙だまり込こんでしまう。

「ええと……ええと……」

　誰だれも、文もん句くは言わなかった。きっと紗霧には、言いたいことがあるに違ちがいないから。

　それから、さらにしばらくの間があって……

　エルフが聞いた。

「……エロマンガ先生の、夢はなに？　もうひとつ、あるんでしょう？」

　ぴく、と、画面の中で、エロマンガ先生の動きが止まる。

　お面めん越ごしだから、妹が、いま、どんな表ひよう情じようをしているのか────わからない。

　妹は、ゆっくりと、夢を口にする。




「…………好きなひとの、お嫁よめさんに、なりたい」




　きっと、この場の誰よりも、大きな夢だった。







　打ち上げが終わり、皆みなが帰り、夜になった。

　俺おれはいま、『開かずの間』の中で座すわり、妹と向き合っている。

　浴衣ゆかた姿すがたの妹が、ちょこんと俺の前に座っていた。

「打ち上げ……楽しかったか？」

「……ふつう」

　俺と視し線せんを合わせずに、ぼそっと呟つぶやく紗霧。

「そか……俺は、楽しかった。この家に、みんなが集まってくれて……みんなで同じものを食べて……色んなこと喋って……すげえ楽しかった。楽しくて、騒さわがしくて……そのぶん……みんなが帰ったら……シンとしちまった、な」

「……………………」

　じ、と、紗霧は俺を見つめる。俺はなんだか照れくさくなってしまって、

「ほ、ほらっ──これ、見ろよ」

　さっそく本題を切り出した。

「……なに、これ？」

　俺が取り出したのは、

「わたあめメーカーだ。エルフとムラマサ先せん輩ぱいが持ってきてくれたんだよ。これぞ夏祭り──って、感じだろう？」

「わたあめ……へぇぇ…………」

　ぐいっと身体からだを乗り出して覗のぞき込こんでくる紗さ霧ぎり。

　おっ、興きよう味みしんしんって感じだな。

「なんでさっき出さなかったの？」

「おまえをびっくりさせたかったから。へへ……その様子だと、俺おれのたくらみは上手うまくいったみたいだな」

「……べ、べつに……そんなことないもん」

　紗霧は、唇くちびるを尖とがらせて、ふいっとそっぽを向いてしまう。

　俺は、「そうか？」と苦笑して、妹の気を引こうと手と口を動かす。

「このお菓か子しはな～、自分で作るのが楽しいんだ。見てろよ～？」

　俺は、ボウル型をしているわたあめメーカーのスイッチを入れ、ザラメを投入。

　そんでもって、しばし待つ。

　と──

「ほら」

「あっ」

　雲みたいなわたあめが、ボウルの中で、もわっと湧わき出てきた。

「わぁぁ…………すごい、すごい」

　紗霧は、両手を床ゆかにつき、機械に顔を近づけ、熱心に観察している。

　イラストのヒントにならないか──なーんて、考えてんのかもな。

「これを、割わり箸ばしで巻まき取っていくんだ。──こんなふうに」

　割り箸をボウルの中で、くるくると回転させる。そうすると、少しずつ白いわたが、箸に巻き付き、わたあめになっていく。

「………………」

　ふと気づくと、紗霧が俺の作業を、じぃ……と見つめていた。俺は、ふっと微び笑しようして、

「やってみるか？」

「う、うんっ」

　こうしていると、年とし相そう応おうの子供みたいだ。俺は、微笑ほほえましい心持ちで、割り箸を妹に差し出した。紗霧はそれを受け取って、

「こう……かなっ」

　くるくるとボウルの中で回す。

「箸自体も回さないと──そう、そんな感じ」

「………うぅ………ちょっと疲つかれた」

「ほら、貸かしな」

　少しずつ、わたあめができていく。

　少しずつ、胸むねに空あいていた穴あなが、癒いやされていくのを感じた。

　まるで、本当の兄妹きようだいみたいだったから。

　やがて、出店で売っているものよりも、ずいぶん小ぶりなわたあめが出で来き上あがる。

「わ、できた」

「…………食べてみな」

　さっきパーティで作ったような食べ物は、油っぽくて、紗さ霧ぎりの好みからは外れていたかもしれない。油と塩を少なめにしてはいたけれど、紗霧にとっては、甘あまいものの方が嬉うれしいだろう。　紗霧は、二人で作ったわたあめを、ぱく、とひとくちかじって、

「…………あまぁい」

　とろけそうな笑みを浮うかべた。

「そっか。よかった」

　それを見ている俺おれも、きっと同じ表ひよう情じようをしていた。

「……兄さん……はい」

「ん？」

「……どうぞっ」

　紗霧は、わたあめを、俺に向かって差し出してきた。

「……いいのか？」

「ん」

　こく、とうなずく紗霧。

「じゃあ……」

　お言葉に甘えて、ぱく、とひとくち。

　涙なみだがにじみそうなほど、甘い味が、口内に広がった。

「あまい……な」

「でしょ？」

「……うん」

　穏おだやかな時間が過すぎていく。紗霧と出会って、かりそめの兄妹になって、親父も、母さんも、いなくなって。こんなにやすらいだ空気の中にいたのは、初めてかもしれない。

　やがて、わたあめがすっかりなくなったころ……紗霧がぽつりとこう言った。

「兄さん…………さみしかったの？」

「え？」

「………………この前……出しゆつ版ぱん社しやに泊とまるって出て行って……帰って来てから……なんだか、おかしかったから」

「……ああ」

　たしかに、ここ数日の俺おれは……おかしかった、気がする。

　自じ覚かく症しよう状じようはなかったけど……言われてみると、そうだったなって思う。

「……さみしかったの？　わた……家に、帰れなくって」

「そうかもしれない」

　俺は、素す直なおな気持ちを妹に吐と露ろした。

　すんなりと白はく状じようしてしまったのは、この、かつてないほどにやすらいだ気持ちのせいだろう。

「……俺はね、紗さ霧ぎり……ひとりで留る守す番ばんができないんだよ」

　誰だれにも言えない、恥はずかしい秘ひ密みつまで、明かしてしまった。

「お袋ふくろ──俺の、実の母親な。俺が家で、ひとりで留守番してるときに、交通事故に遭あって……帰ってこなかった。それからなんだ……怖こわくってさ」

　ひとりで留守番するのが怖くて、怖くて、さみしくて。

　それでも誰にも言わず、黙だまってた。我が慢まんしてた。親父の邪じや魔まは、したくなかったんだ。

　でも。





　──正まさ宗むね。もう、さみしくないぞ。新しい家族が、できるんだ。






　きっと親父には、ばれていたんだろう。

「だから、新しい家族ができて、嬉うれしかった」

「そっか………………兄さんは、二回目、だったんだね」

「……うん」

　お袋にも、親父にも、母さんにも……俺は、『おかえりなさい』を言えなかった。

「それで……自分でも気付かないうちに、悪化しちまってた……んだと、思う。紗霧がずっと家にいてくれていたから、症状が出てこなかっただけで」

　外がい泊はくしてみて、初めて気付いた。

　俺は、家族と離はなれるのがとても怖い。もう、会えないかもって……ちらりと脳のう裏りをよぎっただけで、苦しくなってしまう。

「情なさけないよな。俺、もう、高校生なのに……」

　うつむくと、頭に、やわらかい感かん触しよくがあった。

　紗霧の手の感触だと気づいた瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうがどきんと跳はねる。

「そんなことない」

　紗霧は、俺の頭を優やさしくなでて、

「私だって……部屋から出られなくなったんだもん。色んなことが怖くなって……どうしていいかわからなくて…………なのに、兄さんだけが大だい丈じよう夫ぶなんて、そんなわけないもん」

「……俺おれ、『無理して学校には行かなくていい』なんて、おまえのためみたいなこと言って……」

　いや、これは、紗さ霧ぎりに、直ちよく接せつ言った台詞せりふではなかったんだっけ。

　めぐみに、紗霧のことを聞かれて──そうして出てきた本音だったか。

　それは噓うそじゃない。噓じゃない、けど……。

「……ほんとは俺が怖こわいから、さみしいから、そばにいて欲ほしかっただけなのに」

　あのときの本音は、すべてでは、なかった。もっと、ずっと恥はずかしくて、どうしようもない、もう一つの本音が隠かくれていた。

「………………」

　紗霧はなにも言わず、黙だまってなでていてくれた。

　しばらく、そうやっていて……

「……やっとわかった。兄さんは、家族が欲しいのね。本当のお母さんがいなくなって、新しいお母さんがいなくなって、お父さんもいなくなって……すっごく、すっごく、さみしいから」

「……うん」

　するりと肯こう定ていする言葉が出てきた。きっと、本心だったから。

　俺は、顔を上げて、はっきりと口にした。




「俺は、家族が欲しい」




「私は、兄さんを家族だなんて思ってなかったし……兄さんの妹になんてなりたくない」

　紗霧は、以前と同じことを言った。

　けれど、それから、泣き笑いのような表情で、




「でも、しょうがないから、ちょっとだけ、妹のふりをしてあげる」




「ありがとう」

　俺も、泣きそうだった。

　嬉うれしくって、めちゃくちゃ嬉しくって、だけどなんでか胸むねが苦しい。

「なぁ……紗霧……夢ゆめに向かって、一歩前進、したのかな？」

　紗霧は、ぼふん、と、あおむけにベッドに倒たおれこんで────

「すっごく遠ざかった」

　と、言った。
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　夏休み中ちゆう旬じゆんのある日──俺おれは、国内のとある南の島にやってきていた。

　目の前には、白い砂すな浜はまと海が広がっている。見事な青のグラデーション。揺ゆらめく波に陽光が反はん射しやし、きらきらと煌きらめいていた。

　壮そう大だいな光景を眺ながめていると、肌はだを焼く日差しも気にならない。

　まさしく常とこ夏なつの楽園だ。

　背はい後ごを振ふり返ると、大小さまざまの草木が生おい茂しげる森。ホテルや売店等、いわゆる観光地的なものはいっさい見当たらない。

　自然のまま、ではなく、人が自然を楽しめるよう、手を入れられた美しい森である。

　そう、まるで幻想世界フアンタジーの妖精エルフが棲すまうような──

「どうかしら──わたしの島は？　素す敵てきでしょう？」

　海側から、聞き覚えのある声が聞こえた。見れば、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女が、胸むな元もとにリボンのついたきわどいビキニを着て、こちらに歩いてくるところだった。

「お、おまえっ……そのカッコ……！」

「えっへっへぇ[image: ～][image: ～]」

　山やま田だエルフ──我わが家やの隣となりに住んでいる、売れっ子作家様である。

　彼女は、両手をいっぱいに広げて、得意げに自じ慢まんした。

「わたしの水着姿すがたに、ときめいてしまったようね──和泉いずみマサムネ！」

「い、いくらなんでも露ろ出しゆつが多すぎだっ！」

　好きな女の子以外の水着姿など、いつもなら眼がん中ちゆうにもないのだが……。

　さすがにこのビキニは……目のやり場に困こまってしまうのだ。

　光り輝かがやく真っ白な肌を、赤い布ぬの地じが申し訳わけ程てい度どに隠かくしている。自分の裸ら体たいに、よっぽど自信があるのだろう──たいして胸むねなどないくせに。

　しかし……っ……！　悔くやしいがかわいい。めちゃくちゃかわいい。

　エロマンガ先生に見せたら、きっと大だい興こう奮ふんするであろう絶ぜつ景けいであった。

「と、ときめいてなんかいないからな！」

　俺は、赤くなっているだろう顔をごまかすように、そっぽを向いて言った。

「はいはい、くふふふ……ぞんぶんにツンデレなさい」

　エルフは、見み透すかしたようなことを言って、俺の目の前に回り込んできた。

「そして感かん激げきするがいいわ──あんたは光栄にも、わたしの小説の舞ぶ台たいにやってきたのよ！」

　俺は、視し線せんが胸元にいかないよう、ちらりとエルフを見て、

「おまえの小説の……舞台？」

「そう、我が著ちよ書しよ『爆ばく炎えんのダークエルフ』の舞台は、この島をモデルにしているのよ！」

「ああ……たしかに、どこかで見たことがあると思った」

　彼女のデビュー作に登場する『エルフの森』の描びよう写しやに、よく似にている。

　気候や景観、雰ふん囲い気き等々──この島をモデルにしているのだとすれば、これはちょっとしたラノベ作品『聖せい地ち巡じゆん礼れい』といえるのかもしれなかった。

　さて。

　どうして俺おれが、この『エルフの森』ならぬ『エルフの島』にやってきたのかというと──
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　エルフの、このムカつく一言がきっかけであった。

　話は数日前にさかのぼる。

『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の打ち上げパーティ、その真まっ最さい中ちゆう。皆みながお祭り料理に舌した鼓つづみをうっていたところ、俺がデザートに出してやったかきごおりに、エルフが文もん句くをつけたのだ。

「サイン会で台湾に行ったときに食べたかきごおりは、もっと美味おいしかったわ！」

　じゃあ食うなよと言おうとしたら、険けん悪あくになりそうな空気を察したシドーくんが、こんなフォローを入れた。

「台湾ですか。人気のあるラノベ作家さんたちが、よくイベントに呼ばれてますよね。僕は行ったことがありませんけれど、ムラマサさんは招しよう待たいされたことがあるんじゃないですか？」

「んん……ないと思う。たぶん」

　ムラマサ先せん輩ぱいはぽつりと言った。

　超ちよう人気作家であるこの人が、呼ばれていないわけはないので、たぶん先輩のところまで話が行っていないか、断ことわったことさえ忘わすれているのだろう。

「まあ、関東でやるサイン会にさえ徹てつ底ていして参加しないムラマサ先輩が、外国のイベントに行くわけないよな」

「うん、行かない。小説を書く時間が減へるから」

　基き本ほん、小説さえ書ければ、あとのことはどーでもいいのである、この人は。

「マサムネ、あんたは？」

「俺もエロマンガ先生も、まだ行ったことないよ。なんか、いいところらしいとは聞くけどな」

　近年、日本のクリエイターが台湾にお呼ばれされ、サイン会などのイベントを行うことが増ふえてきた。そんな中、何年か前に、台湾の某ぼうイベントに参加したとあるラノベ作家が、自じ著ちよのヒロインのコスプレをしたかわいいレイヤーさんを、左右の手に抱だきかかえた『両手に花』状じよう態たいの写真記事が公開されるという、めちゃくちゃうらやましい事じ件けんが起こったのである。

　ネットに出回った写真を見た同業者たちは、がぜん色めきだった。

　──マジかよ！　コラじゃないの!?

　──台たい湾わんＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！

　──うわぁがんばろう！　売れっ子になって俺おれも台湾行こう！

　それから、台湾にお呼よばれされることが、日本のラノベ作家にとって、一種のステータスとなっていくのである。台湾に行ったことのないものたちも、持ち前の妄もう想そうをたくましくし、数多あまたの噂うわさを創つくり出した。

　曰いわく、台湾には美少女が超ちよういっぱいいる！

　曰く、台湾では、日本のラノベ作家は超モテモテ！

　曰く、台湾はラノベ作家の楽園である────等々。

　さすがにおおげさだろうとは思うのだが、

「俺もいつか、エロマンガ先生と一いつ緒しよに、行ってみたいなあ」

　編へん集しゆう者しやと一緒とはいえ──妹と二人で海外旅行！　なんと甘かん美びな響ひびきだろうか！

「………………………………」

　夢ゆめ見る俺の呟つぶやきを、なぜかシドーくんは、青ざめた顔で見つめていた。

　……いかん、やっぱこの人、俺をホモだと思ってるだろ。

　俺が、エロマンガ先生（おっさん）と、二人で海外旅行に行きたいなあっていう意味に取ってるだろ。

　まぁ、この打ち上げ中の、俺とエロマンガ先生の言動を顧かえりみれば、誤ご解かいされても仕方ないっちゃないんだが……。

　まいったな、どう誤解を解といたものか。いっそ、本当のことを言ってしまおうか。

　迷まよっていたところ、この場で台湾に行ったことがあるのは自分だけと知ったエルフが、さっきのムカつく台詞せりふを口にした──というわけだった。

「ほんとしょーがない連中ねえ。わたし以外、誰も台湾に行ったことがないなんて。台湾はいいわよ～、あったかいし、冷たいスイカジュースが美味おいしいのよ。色んな味の小しよう龍ろん包ぽうとかあってね、料理も美味しかったし、レシピいっぱい教わっちゃったわ」

「おまえが現げん地ちで食ってばっかだったのは、いまの台詞だけでわかったよ」

「いっぱい食べても胸むねは成長しなかったね、残念」

　俺とエロマンガ先生（inタブレット）がツッコむと、エルフが声を荒あらげた。

「なによ！　哀あわれなあんたたちに、今度台湾で教えてもらった料理を作ってあげよっかなーって思ってたのに！」

「あ、それは食べる」

　と、エロマンガ先生。

「ふん！　調子いいんだから──って、台湾の話してたら、また行きたくなってきたわ。せっかく夏休みなんだし、わたしもマサムネもムラマサも脱だつ稿こうしたばっかなんだし、みんなで台湾行かない？」

「いや、俺おれはともかくエルフ先生は、そろそろ仕事した方がいいんじゃないの？」

「アニメの仕事があるでしょ？　それに、ゲーム化も決まったらしいし」

　俺とエロマンガ先生が懸け念ねんを伝えるが、

「だいじょーぶだいじょーぶ♪　余よ裕ゆう余裕♪　向こうでもちゃんと仕事するからさ！」

　こういうこと言うやつは、絶ぜつ対たいに仕事をしない。

「ムラマサは行くわよね？」

「小説を書く時間が減へるから行かない」

　ばっさりである。まあ、この人は、そう言うわな。

「………………あんたは、ちょっと個こ別べつで説得した方がよさそうね。国くに光みつは？　二十歳さい過すぎてるあんたが保ほ護ご者しや役やくをやってくれると、助かるんだけど」

「僕は、皆みなさんが行くなら、いいですよ」

　無ぶ難なんな返事をしたシドーくんが、ちら、と、俺を見た。

　意見を聞かれたと判はん断だんした俺は、片かた手てを振ふって拒きよ否ひを示しめす。

「どっちにしろ、台たい湾わんは無理だって。俺、パスポート持ってないもん」

「えっ？　マジで言ってんのあんた？」

「マジだって。俺、生まれてこの方、外国に行ったことないんだよ」

「ふぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、信じらんない。だから日本語しか話せないのね──作家のくせに。自分の小説の外国語版ばんが出るときどうすんのよ。自分で翻ほん訳やくできないじゃない」

「いやいや、外国語版を自分で翻訳してんのは、おまえくらいだから。普ふ通つうは、訳やく者しやさんにお願いするから」

「だとしても勉強しなさいよ！　外国でどういうふうに訳されて読まれてるのか、反はん響きようはどーなのか、作者として気になんないの！」

　勉強しろとか、自分が足し算間ま違ちがえないようになってから言えよな。

　とはいえ、自分の小説を自分で翻訳できちゃうこいつのことは、すごいし、立りつ派ぱだと思っている。

「話がそれたわ。えーっと、そういうことなら、海外旅行は無理か。なら、別の場所にしましょう。日につ程ていは二泊はく三日くらいでぇ、国内でぇ、南の島がいいわね！」

「いや、勝手に話を進めるなって。俺は行かないぞ」

「えっ、なんで!?　わたしと一いつ緒しよに旅行に行けるのよ！　超ちよう光こう栄えいじゃない!?」

「いや、別に」

「──あ、わたしと二人きりがいいってコト？　気持ちはわかるけれど──」

「違ちがうって！　なんでおまえはいっつも人の話を聞かないの？　俺は、もう二度と妹を置いて外がい泊はくなんてしないと決めたの。よって旅行とか無理なの。わかった？」

「…………まさかそんなキモい理由だとは思わなかったわ。ねぇねぇ、エロマンガ先生、この発言、どう思う？」

「…………………………べ、べつに……なんとも………………でも、ちょっと気持ち悪い」

　エロマンガ先生は、素すに戻もどって呟つぶやく。俺おれはやや動どう揺ようしつつも、

「き、キモくて結けつ構こうですぅ。三日も妹と会えないとか、さみしくて死ぬもん」

「妹が心配とかじゃなくて、あんたがさみしいからなんだ!?」

「そのとおりだ」

　胸むねを張はって言ってやった。

「こ、このシスコンは、堂々としたもんね……でも、本当にいいの？　美少女たちと一いつ緒しよに、南の島で、夏のバカンスを楽しむ──なんて、めったにない作家スキル向上のチャンスだと思うけれど」

「どういう意味だ？」

　なんでバカンスに行くと、作家スキルが上がるんだよ。

「だってあんた、これからかわいい女の子がたくさん登場する、ラブコメシリーズを書いていくんでしょう？　今後、いわゆる『水着回』を、書く機会だってあるんじゃない？」

「！」

「取材できるときに取材しておかなくてどーすんのって、ラブコメ書きの先せん輩ぱいとしては思うけどねぇー」

「む、むぅぅ……」

　エルフのポジショントークだとわかっちゃいるのだが、一理ある……！

　唸うなる俺に、エルフが、大きな身み振ぶりで畳たたみかけるように言う。

「予約なしで宿しゆく泊はくできて、綺き麗れいなビーチと自然がある、ラノベの舞ぶ台たいにぴったりの、いいところがあるのよ！　アニメのロケ地にもなるくらいなんだから！」

「し、しかしだな……仕事もあるし……」

「名付けて、『夏の取材＆執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』！　あんたたちの夢ゆめを叶かなえるためには、必ひつ須すのイベントよ！」

「必須……ぐぬ……で、でも、妹と離はなれたくないし……」

　さらに渋しぶる俺を見たエルフは、顔を俺に向けたまま、びしっとムラマサ先輩の胸むねを指さし、

「参加すれば、わたしとムラマサの水着姿すがたが見られるわよ！」

「おい、そこの莫ば迦か者もの。私は行かないと言ったろうが」

　ムラマサ先輩がツッコむも、エルフはまったく頓とん着ちやくしない。

「あいつはあとで必ず説得するから、気にしないで頂ちよう戴だい！　──む！　まだ迷まよってんの？　オーケイ、わかったわ。そこまで言うなら、こっちも切り札を出しましょう」




「二人で、えっちなビキニを着てあげる！」




「な、ななな、なんで私まで着ることになっているんだ！」

　真っ赤になって叫さけぶムラマサ先せん輩ぱい。えろに弱い人なのだ。

　一方、俺おれとエロマンガ先生は、エルフの提てい案あんに、激はげしく反はん応のうした。

「「マジでっ!?」」

「き、君たちまでノリ気になるんじゃない！　着ないぞっ！　絶ぜつ対たい着ないぞっ！」

　着物に包まれた胸むねを、ぎゅーっと腕うでで抱だき、首をぶんぶん振ふる先輩。

「この旅りよ行こう企き画かくが実じつ現げんした暁あかつきには、絶対に着せてみせるから安心して頂ちよう戴だい！」
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　正直見たい。エルフはともかく、先輩のビキニは超ちよう見たい。うまいこと写真を撮とらせてもらうなりすれば、エロマンガ先生の作さく画が資し料りようとして極上のものにもなるだろう。

　だがっ……しかし……！

　俺は、ふぅっ──と、息を吐つき、呼こ気きを整え、こう返事をした。

「気持ちは嬉うれしいけど、やっぱやめとくわ」

　妹と離はなれるの怖こわいし、妹を置いて外がい泊はくするのが心配だし、エロマンガ先生を置いて旅行なんてしたら、仲間外れでかわいそうだしな。

　俺が次に旅行をするのは、紗さ霧ぎりが家から出られるようになってからだ。

　それでいい。

「────────」

　俺の返事を聞いたエルフは、しばし目を丸くして、

「わかったわ。……でも、もうちょっとだけ考えてみてくれる？　明日まで返事は待つからさ」




　その日の夜。皆みなが帰った後、『開かずの間』にて、こんな会話があった──。

「……兄さん、合宿、行ってきて」

「えっ？」

「私はだいじょうぶだから……ちゃんとお留る守す番ばんできるし……」

「いや……でもなあ……」

「行きたいんでしょ？　打ち上げでせっかくみんなと仲良くなれたんだし、取材にもなるし、みんなの水着も見たいし──南の島なんてすっごく楽しそうだなあって、思ってるんでしょ」

「それは……うん、確たしかに」

　そのとおりだ。紗霧は俺のこと、よくわかっているな。

「でも、おまえを置いては行けないよ」

　心配だし、怖いし、かわいそうだし……さみしいし。

「この前は、だいじょうぶだったでしょ？」

　編へん集しゆう部ぶにカンヅメになっていたときのことだ。

　あのときも、たまには帰って来ていたとはいえ、三日くらいは家を空あけることもあった。

　だから、『紗さ霧ぎりは』大だい丈じよう夫ぶっちゃ大丈夫なのだ。

　紗霧はね。

「どっちかっつーと、俺おれが大丈夫じゃない」

　紗霧は、くすっと笑って、

「しってる」

　当然である。いま、『俺が、妹と離はなれて外がい泊はくしてみて、さみしくて死にそうだった』という話をしたばかりなのだ。

「一年間、ほとんど会わなかったのに……へんなの」

「同じ家には、住んでいただろ？」

　顔を合わせなくても、同じ屋根の下で、暮くらしていた。

『おかえりなさい』がなくたって、『ただいま』を言える人が、家にいてくれたのだ。

　ひとりきりじゃ、なかった。

「ふふ……はいはい。毎まい晩ばん電話してあげるから……行ってらっしゃい」

　優やさしく言われて、今度は、さみしくてではなく、恥はずかしくて死にそうになる。

「……おまえは俺のお母さんか」

　完全に、初めて親と離れて外泊する子供に対する台詞せりふだったぞ。

　実じつ際さいに言われてみて、『妹に、毎晩電話してもらう』が、俺の『さみしくて死ぬ』病気に、非ひ常じように効こう果か的てきだということが自覚できてしまったことがまた、超ちよう恥ずかしかったりする。

　ごまかすように問い返した。

「……おまえは？」

「？」

「…………おまえは……さみしくないの？　俺と、三日も離れ離れで」

「……ぷっ」

　妹が、噴ふき出して笑った。珍めずらしい表ひよう情じようを見てしまったぞ。

「……私は、へいき。でも、兄さんのことは、ちょっと心配」

「ああそう」

　ぷい、とそっぽを向いた。

「怒おこったの？」

「怒ってないよ」

　恥ずかしいだけだ。赤くなった顔を見られたくないんだよ。

「ほんとうに平気だから、行ってきて。置いていったら仲間外れでかわいそう──なんて、思わなくていいから。ちっとも、そんなことないもん」

「……なんで、そこまで言ってくれるんだ？」

　ちらりと妹の顔を見ると、そこには、にっこりと──魅み力りよく的てきな笑顔があった。




「いまね、『世界で一番可愛かわいい妹』のイラストを描かいてるの」




「和泉いずみ先生が小説を書いたら──次は、私が絵を描く番」

　そうか……。そういえば、もう、そんな時期だったっけ。

　エロマンガ先生は、真しん剣けんな顔で言った。

「和泉先生が、編へん集しゆう部ぶにカンヅメになってがんばってたみたいに、私もひとりで集中したいの。私は私でがんばるから──和泉先生は、『続き』を書くために、取材、がんばってきて。私たちの夢ゆめを叶かなえるためには、それが一番いいと思う」

「……紗さ霧ぎり」

　こいつ、ただ俺に気き遣づかって、『いってらっしゃい』って言っているわけじゃなかったのか。

『俺たちの夢』を叶えるために、いいと思うから、言ってくれていた。

　そういうことなら──俺も、さみしい、なんてわがままばっかじゃダメだよな。

「……わかった。行ってくる」

「うん」

　妹は、満足そうに手を振ふって、

「いってらっしゃい、兄さん」

　きっと、俺がお土産みやげをたんまり抱かかえて帰ってきたら──

　エロマンガ先生は、最高のイラストで、出で迎むかえてくれるだろう。

　そして俺の妹は、

「……実はもうエルフちゃんと話はついてて……兄さんを貸かしてあげる代だい償しように、あの二人には、私の芸げい術じゆつに協力してもらえることになってるの……ふふふ」

　むふー、と、下心たっぷりの笑顔で、オチを付けてくれたのである。




　とまぁ、そういうわけで──

　俺は『夏の取材＆執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』という名目で、エルフんちが所有する南の島へと行くことになった。プライベートビーチに別べつ荘そう付つき、二泊はく三日の旅である。

　薄うす々うすそうじゃないかとは思っていたが、エルフの実家はやはり相当のお金持ちらしい。

　本人の言動は、成なり金きんっぽいのにな。

　エルフの家庭には、俺んちに負けず劣おとらず、特とく殊しゆな事じ情じようがありそうだった。

　自分から聞くつもりはないが。

　さて、お隣となりさんと一いつ緒しよに家を出て、待ち合わせ場所である羽はね田だ空くう港こうのロビーに到とう着ちやくすると、シドーくんが先に到とう着ちやくしていた。

「おはようございます」

　爽さわやかな笑顔で手を挙あげる彼に向かって、俺おれたちも挨あい拶さつを返す。

「おはよう、シドーくん」

「おはよ」

　ちなみに今日のエルフは、タンクトップにミニスカートという、普ふ段だんよりもずっとラフな格かつ好こう。白いフリフリが付いていて、全体的な印象は、さほど変わらない。

　俺もシドーくんも、半そでの薄うす着ぎである。

「そういえば、まだ来てないみたいだけど、ムラマサはどんな格好で来るのかしらね？」

「さすがに南の島に着き物もの姿すがたで行くわけは────ありそうですね、あの人なら」

　俺もシドーくんに同感だ。

　ムラマサ先せん輩ぱいが普段着ているのも、夏用の薄い着物ではあるのだろうが、にしたって汗あせをかいている様子がまったくない。死し霊りようかなにかなんじゃねーのってくらい常つねに涼すずしげなのだ。

　普通に、南の島でも着物を着ていそうなおそろしさがある。

「そもそも、かたくなに行かねーって言ってたムラマサ先輩は、本当に来てくれるのか？」

「ばっちり説得したわよ。打ち上げの帰りに、ムラマサと、わたしと、エロマンガ先生とで、スカイプ繫つないで話し合って、ばれかけてた『例の秘ひ密みつ』も、ムラマサに教えてやって──まぁ、色々とあったんだけど、なんとか上手うまくいったわ」

　紗さ霧ぎりが、自分の正体をムラマサ先輩に教えた……ってことか。

　妹の秘密を知る人物が、だんだんと増ふえてきている。

「ムラマサが出してきた条じよう件けんで、あんたにも協力してもらうものがあるけど、いいわよね？」

「そういうことは、もっと早く言えよ。俺にできることなら、いいけどな」

「だいじょうぶだいじょうぶ。たいしたことじゃないわ」

　不安だなあ……。

　ところで……エルフが説得したってのは、ムラマサ先輩だけじゃなくて、紗霧も、だろう。

　もともと紗霧は、俺が合宿に参加することについて、賛さん成せいだったわけだが──タダで、というわけじゃない。

　……エロマンガ先生のにやけ面づらを思い出す。


　──兄さんを貸かしてあげる代だい償しように、あの二人には、私の芸げい術じゆつに協力してもらえることになってるの。



「……その、色々、条件を出されたんじゃないか？　エロマンガ先生に」

　聞くと、エルフは『条件』の内ない容ようを想そう像ぞうしたのか、赤くなった。

「……まあ、ね。ちょっぴり恥はずかしいけれど、これも合宿のためよ」

　詳しよう細さいは不明だが、やっぱりえろいことが条件っぽい。だろうと思ったぜ。

「いや、全ぜん裸ら大好きなおまえはともかく、純じゆん情じよう乙女おとめなムラマサ先せん輩ぱいが、よくエロマンガ先生のえろい条じよう件けんに同意したなってさ」

「同意してないわ」

「えっ？」

「エロマンガ先生が出してきた条件のうち、えろすぎてやばいかなってやつは、ムラマサに聞かれないよう、わたしだけに話してもらったの。んで、本人の代わりに、『ムラマサもオッケーだってさ！』って返事をしておいたわ」

「だめじゃん！　おまえそれ！　勝手に悪あく魔まと契けい約やくさせたようなもんだぞ！」

　エロマンガ先生の、えっちな被ひ写しや体たいへの執しゆう念ねんを舐なめてはいけない。

　やつは必ずや契約を履り行こうする……！

「どうすんだよ！　ムラマサ先輩になんて言えば……」

「ふっ、まったく問題ないわ」

　エルフは俺おれの顔を指さした。

「あんた、あいつと約束してたじゃない。『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』で勝った方が、負けた方になんでも命令できる──とかなんとか」

「お、俺にあの権けん利りを使えってのか!?　ムラマサ先輩に、エロマンガ先生が出してきそうな条件──たとえば『ぱんつ見せて』とか『えろいポーズして』とか、そういうえっちな命令をしろっての!?」

「うん」

「どんな顔して言えばいいんだよ！　そもそもあれは『二度と俺たちの邪じや魔まをしない』って命令で消費してるし！」

「そうなの？　でもたぶんあいつ、そうは思ってないっぽいわよ？」

「え？　マジ？」

「マジマジ。命令なんかしなくったって、あいつはあんたたちの夢ゆめを二度と邪魔したりはしないでしょうし、本人『マサムネくんは、私にどんな命令をしてくるんだろう』って、わくわくしてたわよ。あんたのこと信用しまくってて、かわいいもんね。──さあ、いまこそ裏うら切ぎりのときよ！　遠えん慮りよなくえっちな命令をぶちかまして差し上げなさい！」

「おまえは本当にいい性せい格かくをしているよな。このさいだから正直に言うけど、そういうことなら、ちょっともったいなくない？」

　美少女に『なんでも言うことを聞いてもらえる権利』なんだよ？　もっと考えて使いたい。

「『なんでも』って約束なんだから、『命令の数を増ふやして』とか、『俺の生しよう涯がいの肉にく奴ど隷れいになれ』とか、ダメ元で言ってみたら？」

　エルフの書く小説に出てくるダークエルフさんは、だいたいいつもそんな感じだ。

「うーん…………いけると思う？」

「あいつ、クールっぽい見てくれのくせに、チョロかわいいから、たぶん大だい丈じよう夫ぶよ。あっさりオッケーしそう」

「そうかなあ。そこまでチョロいかなあ」

「チョロ甘あまよ！　いけるいける！」

「ところでその先せん輩ぱいは、まだ来ないのか？　誰だれか迎むかえに行った方がよかったんじゃ──」




「…………とっくに到とう着ちやくしているんだが？」




「「！」」

　背はい後ごからの声に、びくーん！　と背せ筋すじを伸のばす俺おれ＆エルフ。

　ぎこちなく振ふり返ると、全身からどす黒いオーラを噴ふき出すムラマサ先輩が立っていた。

「…………………………」

　いけない、完全に豚ぶたを見る目。

「えーと、先輩……いまの、聞いてた？」

「ほぉ……そおか、私は、チョロい、か」

「スイマセンでしたぁー！」

　俺は、両手を上げて全ぜん面めん降こう伏ふくした。

「いまのナシ！　だから、日ひ傘がさの先せん端たんをこっちに向けないで！」

　ちなみに今日の先輩、日傘に白ワンピという、すんげーお嬢じよう様さまルックである。

　目つきだけが超ちよう凶きよう悪あくだから、ギャップも相まってめちゃくちゃ怖ぇえ。

　すさまじい殺気である。

「ふ、ふん……もういい」

　先輩は唇くちびるを尖とがらせて、刀をおさめ──否いな、日傘を畳たたんだ。

「こほん、それよりも……マサムネ君、なにか私に、言うことがあるだろう」

「え……っと？」

　なんだろう。えろい命令をしようとたくらんでごめんなさい──じゃ、ねぇよな、文脈的に。

　とすると……

「先輩、その服──」

「う、うん」

「──エロマンガ先生のセンスだろ」

　先輩はずっこけた。彼女は、すぐさま体たい勢せいを立て直して、

「そ、そのとおりだが！　エロマンガ先生との契けい約やくで、指定された系けい統とうの服だが……！　その……君な……！」

「似に合あってる、と、思う」

　遅おくればせながら、感想を述のべた。

　女の子を褒ほめるのなんて、慣なれてないから、つたない口く調ちようになってしまったけど。

「すげー、上品で、かわいくて、びっくりした」
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　先せん輩ぱいは、照れと怒いかりが半々といった顔で真っ赤になり、

「き、君は、大おお莫ば迦か者ものだ！」

　珍めずらしく大声を出して、そっぽを向いてしまった。

　……おい、エルフ先生。話が違ちがうじゃん、ちっともチョロくねーぞ。

　隣となりのエルフにアイコンタクトを送ると、彼女は片かた目めをつむって「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「マサムネ……わたしにも、なんか言うコト、あるんじゃない？」

「ないよ。さ、そろそろ行こうぜ」

「ちょ、ちょっと！　あるでしょ！　ほら、服とかっ──よく見なさいよ！　──あ、あんた、わたしに対してそっけなくない!?」




　そうして──俺は、仲間たちとともに飛行機に乗り、タクシー、フェリーと乗り継ついで、南の島へとやってきたのである。

　俺の書くバトル小説なら、このあたりのどこかで必ずアクシデントが発生したり、敵てきが攻せめてきたりするところなのだが、もちろん現げん実じつではそんなわけもなく、無事に目的地へと到とう着ちやくすることができた。

　からっと晴れた、爽さわやかな暑さだ。同じ日本なのに、関東地方とはえらい違いだな。

　俺たちは、エルフを先頭に、フェリーから降おりていく。

　ターミナルから出たところで──

「！」

　はっと目を惹ひく人物が、目に飛び込んできた。

　こっちに向かって片手を挙あげ、ゆっくりと振ふっている。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男性だ。額ひたいが広く、長身で細身、ぱりっとした白シャツにスラックスという出で立ちで──いや、そんな月つき並なみな描びよう写しやよりも、はるかにわかりやすいたとえをしよう。

『ロード・オブ・●・リング』のレゴラスみたいな人がいた。

　現実世界リアルワールドでは、まずお目にかかれない超ちよう級きゆうの美男子だ。

「……な……っ……」

　服ふく装そうはともかく、バックに深い森を背せ負おっているせいで、マジモンのエルフにしか見えない。

　いまにも弓とか構かまえそう。

「ほう……『エルフの森』……まさか実じつ在ざいしたとは……」

「いやっ……ムラマサ先輩、さすがにそれは……」

　いつのまにか俺おれの隣となりにいた先せん輩ぱいにツッコむも、レゴラスから目が離はなせない。

　先頭を歩いていたエルフが、彼に、元気よく手を振ふった。

「兄あに貴き！」

「兄貴だって!?」

　俺は、ついでかい声をあげてしまう。

　いやっ、確たしかに……！　血けつ縁えんを感じる見てくれだけども！

　あのエルフみたいなお兄さんが、エルフの兄貴……？

　いかん、自分でなに言ってんのかわからなくなってきた。

「あ、兄貴って──エルフのお兄さんってこと!?」

「そうよ。紹しよう介かいするわ──」

　エルフは、こちらに近ちか寄よってきていたレゴラスを、手で示しめす。

「わたしの担たん当とう編へん集しゆうで、兄のクリスよ」

「はじめまして、みなさん。フルドライブ文ぶん庫こ編へん集しゆう部ぶの、山やま田だクリスと申もうします。ようこそ、はるばるお越こしくださいました」

　やたらとカッコいい低い声。

　以前電話で話したあの人と、同じ声だ。

　実じつ際さいに顔を合わせてみると、デキる大人おとなというイメージがさらに強まった。

　妹とは大おお違ちがいで、やや物もの腰ごしが硬かたい気もする。ちょっと怖こわい。

　シドーくんが、小声で聞いてくる。

「エルフ先生のお兄さんって、編集さんだったんですか」

「うん」

「……本名なんでしょうか？」

「さ、さあ」

　なんて内ない緒しよ話ばなしをしていると、レゴラスあらためクリスさんは、表ひよう情じようを変えずに言う。

「みなさんの『取材＆執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』を邪じや魔まするつもりはありません。ただ、案内を妹ひとりに任まかせるわけにはいきませんから。合宿の期間中、私も島に滞たい在ざいしますので、ご了りよう承しようください」

「別にいいのに……ってか、兄貴、その堅かたっ苦くるしいのやめてくれない？　わたしのともだ──否いな、忠ちゆう実じつなる下僕たちなのよ？」

　ゴッ！　と、きわめて慣なれた手つきのゲンコツが、エルフの脳のう天てんに落とされた。
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　両手で頭を押おさえ、涙なみだ目めになるエルフ。クリス兄貴は、まったく変わらぬ口く調ちようで言う。

「そういうわけにはいきません。山田先生も含ふくめ、みなさんは作家さんで、私は編集者ですから。公私はわけなければ」

　ということは、いまのは『妹』じゃなくて『山田エルフ先生』への、公的な編集者パンチだったのだろうか。

　フルドライブ文庫おっかねえな。

　そういえばこの人、エルフを無理やり連行していった黒服連中の親玉みたいなものだった……怒おこらせてはいけない。

「ええと……俺おれたち、今回の合宿は、作家としてというより、妹さんの友達として来ているので……プライベート用っていうか、もっと砕くだけた話し方でいいですよ」

　なぁみんな──と、同意を求めると、シドーくんとムラマサ先せん輩ぱいが首しゆ肯こうしてくれた。

「……そういうことなら、お言葉に甘あまえて」

　クリスさんは、ほんの少し、表ひよう情じようを柔やわらかくし、

「妹に、趣しゆ味みの合う、年の近い友達ができて……安心したよ。君たちには感かん謝しやしている。……色々と問題の多いやつだが、これからも仲良くしてやって欲ほしい」

『同業者』ではなく『趣味の合う』という表現に、彼の真意が見え隠かくれしていた。

「ちょっ──兄あに貴き、なに言って、恥はずかし──」

　真っ赤になって割わり込こもうとするエルフが、あんまり微笑ほほえましかったものだから、

「はい、わかりました！　任まかせてください！」

　俺は、わざと力強く答えてやったよ。

「も、もうっ！　マサムネまで……っ！　は、早く行くわよ！」




　荷物を置くため、クリスさんの先せん導どうで、まずはエルフんちの別べつ荘そうへと向かう。

　さくさくと、きめの細かい砂上を歩いていく。人ひと気けのない、美しい砂すな浜はまだ。

　陸側に目を向ければ、まるで幻想物語フアンタジーの舞ぶ台たいのごとき、森が広がっている。

　ここが日本だということを、忘わすれてしまいそうな景観だ。

　道すがら、俺たちは雑ざつ談だんを交わしていた。

「エルフ。君の山やま田だエルフという筆名、本名だったのか」

　ムラマサ先輩がエルフに言う。

「本名じゃないわ。兄貴の苗みよう字じの『山田』を、ペンネームに使わせてもらっているだけよ」

　ということは、エルフの本名に『山田』という文字は入っていないってことか。

　相変わらず、こいつんちの事情は、よくわからない。

　ところで、打ち上げのとき、ムラマサ先輩は、ほとんど俺にしか話しかけてこなかったのに、いつの間にかエルフと普ふ通つうに喋しやべるようになっているな。

　呼よび方も『山田先生』から、『エルフ』になっている上、今度はちゃんと名前を憶おぼえている。


　──エロマンガ先生、暇ひまだし、三人でゲームでもやらない？



　エルフが、紗さ霧ぎりと友達になったときのことを思い出す。

　今回も、強引に仲良くなったのだろうか。

　あの、ムラマサ先せん輩ぱいと。

　スーパー委員長めぐみんとはまた違ちがう、『問題児と仲良くなるスキル』とでもいうべき才さい能のうを、エルフは持っているのかもしれない。

　そんなふうに考えていると、ムラマサ先輩がエルフに聞いた。

「では、君の本名はなんというんだ？」

「くふふっ……知りたいの？　でもダメ……乙女おとめの秘ひ密みつよ。どうしても知りたくば……」

「私が教えよう」クリスさんが言った。「妹の名前はエ──」

「わぁぁぁぁーっ！　い、言わないでよ！　わたしのミステリアス美少女というイメージが壊こわれちゃうでしょ！」

　妹の本名を口にしようとしたクリスさんだったが、途と中ちゆうでエルフが慌あわてて止めた。

　ちょっと残念な気もするが、本人が嫌いやなら仕方ない。

　ムラマサ先輩も、それ以上追つい及きゆうすることはなかった。

「そういえば俺おれ……みんなの本名って聞いてないな」

　作家同士だとペンネームで呼よび合うので、本名を知る機会はあんまりない。

「僕の獅し童どう国くに光みつというのは、漢字を少し変えただけで、ほぼ本名ですよ」

「そうなんだ。俺と同じか。──ムラマサ先輩は？」

　さすがに千せん寿じゆムラマサが本名だとは考えにくい。

　俺の問いを受けたムラマサ先輩は、ちょっと考えてから、唇くちびるを尖とがらせ呟つぶやいた。

「…………いまは教えない。恥はずかしいから」

「こういうこと言うやつに限かぎって、かわいい名前だったりするのよね！」

　わいわいと喋しやべっているうちに、目的地へと到とう着ちやくしたらしい。

「ここが我わが家やの別べつ荘そうよ！　みんな、滞たい在ざい中ちゆうは自分の家だと思って、くつろいで頂ちよう戴だい！」

　エルフはそう言ってくれたのだが──

「……………………」

「……………………」

　俺とシドーくんは、ぽかんと口を開けて、別荘を見上げてしまった。

　いや、フェリーターミナルから出たところで、すでに薄うす々うす予感しちゃあいたんだよ──完かんっ璧ぺきに『超ちよう高級リゾート地』にある『金持ちの別荘』だった。

　真っ白な一階建ての建物だ。かなり広々としていて、開放感がある。海に面したテラスには、ビーチチェアが並ならんでいた。木々の合間に揺ゆれているハンモックは、いかにも心地ここちよさそう。

　海から見て、別荘を挟はさんだ反対側には、森へと向かう小道が続いていた。

　夕方にはまだまだ早く、燃もえ盛さかる太陽が、地上をじりじりと焦こがしている。

　絶ぜつ好こうの海かい水すい浴よく日ひ和よりだった。

「……写真撮とっておくか」

「あ、そうですね」

　俺おれは荷物を入口に置くや、建物をぐるりと回って、何なん枚まいかの写真を撮った。

　シドーくんも同じようにしている。ムラマサ先せん輩ぱいは、スマホもカメラも持っておらず──ただし真しん剣けんな眼まな差ざしで、ゆっくりと周囲を見回しながら、俺たちに同行していた。

　ときおりしゃがみこんで、砂すなを指でいじったり、木の幹みきを触さわったり、貝かい殻がらを拾ったり、好こう奇き心しん旺おう盛せいな子供のように、色々なことを試している。まるでこの場所を、五感すべてを使って、実体験として、記き憶おくに焼き付けようとしているかのようだ。

　そんなとき、にやにやと自じ慢まんげに俺たちの後をついてきたエルフが、片かた手てをメガホンにして言った。

「ムラマサー、マサムネがぱんつ見てるわよー」

「ひゃっ!?」

　木のそばでしゃがんでいた先輩が、ビクッとし、おしりを押おさえてこちらを向いた。

「み、見た……？」

「み、見てない！」

　ちょっとしか。

　ま、まったく……この先輩は、いちいち無む防ぼう備びでいけない。




　別べつ荘そうのラウンジで、俺たちは荷物を下ろし、部屋割わりを決めることになった。

　エルフは、腰こしに手を当て、リーダー然とした口く調ちようで言う。

「部屋は余あまっているから、全員個こ室しつでもいいんだけど──それじゃ、一いつ緒しよに泊とまる意味がないわよね。よし、二人部屋を二つ使いましょう。そんで部屋割りはぁ、わたしとマサムネ、国光とムラマサでいいわ！」

「いいわけねえだろ！」

　なんでわざわざ男女ペアを二つ作る必要があるんだ！

「わたしの別荘なのよ？　なんか文もん句くがあるの？」

「ある」

　そう言ったのはムラマサ先輩だ。彼女は、据すわった目で日ひ傘がさの先せん端たんをエルフに突つき付け、

「真ま面じ目めにやるか、死ぬか、選べ」

「……目が本気なのよね……じょ、冗じよう談だんに決まってるじゃない。男女でわければいいんでしょ？　わたしとあんた、マサムネと国くに光みつね。これでいい？」

　今度は妥だ当とうな部屋割りだと思ったのだが、

「えっ？　僕と和泉いずみくんが同室？」

　シドーくんが、嫌いやそうな声を出した。俺は、大いに焦あせって聞いた。

「……………あの……えっと………シドーくん………俺と同室は嫌ってこと？」

　せめて理由を聞きたい。そしたらシドーくんは、申し訳わけなさそうな顔でこう言った。

「…………ホモの方と同室は、ちょっと」

「ホモじゃねえよ！」

　やっぱりか！　やっぱりその誤ご解かいをしていやがったか！

「えっ……でも、エロマンガ先生と……」

「エロマンガ先生とはそういう関係じゃないから！　あの人も俺おれも、ホモの方じゃないっ！　信じてくれ！」

　うう……言ってて自分でも苦しいってわかる……！

　俺は、エロマンガ先生が女の子だということを伏ふせたまま、必死こいて弁べん明めいしたのであった。




　各自部屋に荷物を置いてから、食堂にて軽めの昼食を摂とる。食事は別べつ荘そうの管理人さんが用意してくれたもので、海かい鮮せんをふんだんに使った、とても上品な料理だった。

　旅費も格かく安やすだったし、宿しゆく泊はくする別荘も豪ごう華かだし……俺の想像を遥はるかに上回る待たい遇ぐうに、正直、かなり戸と惑まどっている。

「夜は、わたしの手作り料理を振ふる舞まってあげるから、期待して頂ちよう戴だい！」

　エルフは、そう言って、俺にウインクを飛ばしてくる。

　彼女の女子力は、すでに思い知っているから、たったいま食べたばかりなのに、よだれが出てしまいそうだった。

　もしもエルフに好きな人ができたなら、男の胃い袋ぶくろをあっという間に摑つかんでしまうだろうな。




　ラウンジで食休みをしたのち、

「さっそく海であそ──もとい『取材』をするわよ！」

　ビーチに繰くり出すことになった。

　各自いったん部屋に戻もどり、水着に着き替がえて現げん地ち集しゆう合ごうだ。

「和泉いずみくん、先に行っていてください。僕は、仕事のメールを送ってから行きます」

「わかった」

　俺は、ひとりビーチへと向かい──




「どうかしら──わたしの島は？」




　ここでようやく冒ぼう頭とうへと戻もどってくるわけだ。

　いま、俺は、白い砂すな浜はまで、えっちな水着姿すがたのエルフと向かい合っている。

　恥はずかしながら…………かなり動どう揺ようしてしまっていた。尊そん大だいなお隣となりさんとは、気安い関係のはずなのに、いまだけは妙みように気まずい。

　シドーくんでもムラマサ先せん輩ぱいでもいいから、早く来てくれないかな。

「ええと……ムラマサ先輩は？」

「ん？　んふふ……あいつはたぶん……まだ来ないと思うわよ」

　エルフは、やましいことがありそうな顔で、すっとぼけた声を出した。

「あんたこそ、国くに光みつは一いつ緒しよじゃないの？」

「仕事のメールを送ってから来るってさ」

「そうっ──計画どおりね！」

「は？」

「なんでもないわ！」

　エルフは腰こしに手を当て、にこーっ、と笑う。

「んふふ、なら、いまはわたしとあんたの二人きりってわけね」

「……そう、だな」

　……な、なんだ？　いまのエルフは……えっちな水着を着ているせいもあるのかもだが……雰ふん囲い気きが違ちがう……ような……。

「仕方ないわね！　みんなが来るまで、二人で遊んでましょう！」

「お、おい……」

　エルフは、俺おれの手をぎゅっと握にぎって、海へと引っ張ぱっていく。

　柔やわらかな掌てのひらの感かん触しよくに、身体からだがこわばってしまって……俺は、風ふ呂ろ場ばに連行される飼かい犬のように引き摺ずられていく。

「ちょっとぉ、なに恥はずかしがってんの？　面おも白しろいラブコメを書くために、取材するんでしょ？　妹との大切な夢ゆめを叶かなえたいんでしょ？」

「あ、ああ──取材、取材ね」

　ようやく少し納なつ得とくした。つまりこれは……海かい水すい浴よくデートを書くための、取材で……。

「だから、さっきからおまえは、俺の恋こい人びとっぽい言動をしてるってわけか。早く言ってくれよ、びっくりしちゃっただろ」

「………ん………」

　エルフは一いつ瞬しゆん無言になって、それからガラリと笑顔になった。

「ま、そーゆーコトっ！　あんただけじゃなくて、わたしの取材でもあるんだから、きっちり彼氏役をやって頂ちよう戴だい！」

「か、彼氏役？」

「イヤなの？」

　俺の手を握ったまま、上うわ目めづかいで『おねだり』の仕し草ぐさをしてくる。

「う……く……」

　なにか、まずい。いまのエルフは────危き険けんだ。

「別に……イヤじゃ、ない、けど」

「そうっ！　なら、まずは第一の取材。定番のデートイベントよ──」

　エルフは俺おれを、浜はま辺べのビーチパラソルまで引っ張ぱっていくや、ビニールシートの上にごろんと寝ねっ転がった──────仰向けで。

「……すぅ……はぁ……」

　意味ありげな深しん呼こ吸きゆう。

　そして彼女は、しゅるっと、胸むな元もとの紐ひもをほどき、

「さ、さあマサムネ！　わたしの身体からだに、日焼け止めを塗ぬって頂ちよう戴だい！」

「待て待て待て待て！」

　やばいやばいやばいやばい！　色んな意味でやばいって！　見えそうになってるから！

　俺は、両手を突つき出して己おのれの視し界かいを塞ふさぎつつ、決死のツッコミを試みた。

「い、いきなりなにを……！　やめろ！　早く隠かくせバカッ！　このっ、露ろ出しゆつ性せい癖へき！」

「ご、誤ご解かいしないで頂戴っ！　わ、わわ、わたしだって恥はずかしいんだからね！　他のやつには絶ぜつ対たいやらせないわよ！　ら、ラブコメの定番イベントを取材するために、仕方なくやっているだけなんだからっ！」

「自らおっぱい丸出しになるヒロインとか、そんなラブコメイベントがあってたまるか！」

「ありますぅ！　ちょーどいまわたしが書いてるところですぅ！」

　そうだった。こいつの書くヒロインは、作者と同じで、すぐ脱ぬぐやつばっかだった。

「い、いいから塗りなさいっ。あんただって、いつかこういうシーンを書くときがくるからっ」

「絶ぜつ対たいに書かない！　頼たのむからせめてひっくり返ってくれ！」

　うつ伏ぶせに寝ねてくれれば、まだ、なんとか……それでも照れくさいが──我が慢まんできる、かも。

「ふ、ふふふっ──。へ、へたれねぇ、和泉いずみマサムネ」

　エルフは、嘲ちよう弄ろうするようにそう言って、意外にも素す直なおにうつ伏ぶせになった。

「ふぅ」

　た、助かった……。

　いや、つーか、こいつ、実は自分もいっぱいいっぱいだっただろ。

　間ま違ちがいない。だってめちゃくちゃ顔が赤いし。

「は、はい……うつ伏せになったわよ……ど、どうぞ」

　いつの間にやら、うつ伏せになったら、日焼け止めを塗ってやると約束したような流れになっている。…………頼たのみごとをするとき、まず断ことわられることを前ぜん提ていとした無理目のお願いを先にするという詐さ欺ぎの手口を思い出したが、もはや手て遅おくれだ。

「……ごく」

　俺は、シートのわきに置かれていた日焼け止めを手に取り、とろりと掌てのひらに垂たらしていく。

　そして──────




　エルフの兄あに貴きと目が合った。




「……………………………………」[image: ←]手に粘ねん液えきを垂らした状じよう態たいで、顔を引きつらせる俺おれ。

「……………………………………」[image: ←]それを真顔で見つめるクリス兄貴。

　うおおおおおお………………人生でここまでの焦しよう燥そうを味わったのは、エロマンガ先生のストリップショーを阻そ止ししたとき以来だぜ……。

　あ、あの人……なんでここにいんだよ……。

「…………」

　クリス兄貴は、視し線せんを、下に向かって移い動どうさせた。

　そこには、彼の妹が、トップレスで寝ねそべっている。

「ど、どうしたの？　は、早くしなさいよ……っ…………わたしの美しくも幼おさない肉体に、その催さい淫いん効こう果かのあるいやらしい粘液を、思うさま塗ぬりたくるがいいわっ」

　こ、こいつ！　よりにもよってこのタイミングでエロゲみたいな台詞せりふを……！
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　依然として、クリス兄貴は真顔のまま、こちらを見つめている。

　固まっている俺の掌てのひらから、エルフの背せに、日焼け止めがとろっと零こぼれ落ちた。

「ひぅぅっ♡　あ、あんたみたいな最低の屑くずになにをされたって、心までは自由にさせないんだから……♡」

「おまえ！　絶ぜつ対たいわかってやってるだろ！　俺おれを追い詰つめて楽しんでいるんだな!?　そうなんだな!?」

　ノリノリで雰ふん囲い気き出しやがって！

　くそっ！　なんたる拷ごう問もんだ……！

　さっきまでとはまったく違ちがう意味で、ドキドキしっぱなしだよチクショウ！

「ほ、本当に……？　くぅぅっ♡　……わ、わたしがこの快かい楽らくに一時間耐たえきれば……兄の貞てい操そうだけは奪うばわずにいてくれるのね……？」

「色っぽい口く調ちようでなんて台詞せりふを……！」

　兄あに貴きに目もく撃げきされている状じよう況きようと、俺のホモ疑ぎ惑わくを最さい大だい限げんに生かした、考え得うる限かぎり最悪の台詞！

　こんなときだけど、こいつは真の天才作家だよ！

　たった一言で、社会的に抹まつ殺さつされそうだもの！

「いやっ、違ちがうんです！　クリスさん！　これはあくまで取材で──」

　エルフを見ていた俺が顔を上げ、言い訳わけを繰くり出すと……

「あれ？　いない……？」

　クリス兄貴の姿すがたは、すでにそこにはなかったのである。

　あまりにもひどいシチュエーションに、ショックを受けて逃にげ去ってしまったのだろうか。

　いずれにせよ……次に彼と会ったとき、俺はものすごい気まずさに耐えながら、釈しやく明めいをすることになりそうだった。




　エルフに（背せ中なかだけだぞ）日焼け止めを塗ぬってやったあと、彼女に連れられ、海へと向かった。ムラマサ先せん輩ぱいも、シドーくんも、さっぱり来る様子がない。

「どうしたんだろう……？」

「いーから、いーから、気にしないで続き続き。次は『第二の取材』よ──」

「『第二の取材』？　どんなことをやるんだ？」

「恋こい人びと同士の、らぶらぶ水かけっこよ。ほら、例の、『きゃーっ、冷たーい♡　もぉっ、やったわね～♪』ってやつ」

「………………それを、二人でやるの？　俺と、おまえで？」

「そう。ふふふ～、幸せでしょう？　束つかの間まとはいえ、このわたしの彼氏になれるんだから」

「…………恥はずかしいからイヤなんだけど」

「なんでよ！　やりましょうよ！」

「そもそもあれって、なにが面おも白しろいの？」

「好きな相手と、全ぜん裸らに近い姿すがたでいちゃいちゃするところよ！」

　たぶん、お互たがいに好き合っている相手となら、なにをやったって超ちよう面白い──というだけのことだと思うのだが、こいつに言わせると、すごくえろい行こう為いっぽくなるよな。

「うーん」

「決心が付かないの？　仕方ないわね──じゃあ先に『第三の取材』である『美少女に泳ぎを教える』からやりましょう。このシーンの素す晴ばらしいところは、下心のない健全な主人公でも、自然にヒロインの素す肌はだに密みつ着ちやくできるところなの。手とり足とり教えてあげながら、色んなところにたっちして、恋を育はぐくむのよ。ラブ＆タッチ──いい言葉ね。さ、やりましょうか」

　ぽん、と俺おれの肩かたを叩たたいて、いちゃらぶイベントをやらせようとするエルフ。

　俺はこう返事をした。

「俺、泳げないよ」

「だめじゃない！　わ、わたしの完かん璧ぺきな計画が……！」

　計画ってなんのこっちゃ。

「俺が、おまえに泳ぎを教えてもらうんじゃだめなの？」

「わたしも泳げないわよ！」

「人のこと言えないじゃないか」

「……ちなみにムラマサも国くに光みつも泳げないそうよ」

「……俺たちなんのために海に来たの？」

「……………………」

「……………………」

　しばしの沈ちん黙もくが横たわった。

　…………インドア軍ぐん団だんの旅行はこれだから困こまる……。

「お、泳げなくたって、南の島の楽しみ方はたくさんあるわ！　さあ！　マサムネ！　気を取り直して──取材のために、いちゃいちゃするわよ！　取材のためにね！」




「そ、そうはさせん！」




　エルフの台詞せりふを、鋭するどい言葉が切り裂さいた。

「!?」

　俺は驚おどろいて、声の方に振り向いた。一方エルフは、この状じよう況きようを予想していたようだ。

「あら、意外と早かったのね？」

　そこには──

「山やま田だエルフ……貴き様さまの邪よこしまな計画は、もはやここまでだ！」

　エルフのものよりさらにえろいビキニを着用した、ムラマサ先せん輩ぱいの姿があったのである。
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　いや、デザインや露ろ出しゆつ度どはエルフとそう変わらんのだが──着ている人物が豊ほう満まんだと、ここまで印象が変わってしまうものか。すでにひと泳ぎしてきたかのように、身体からだに水すい滴てきがついていて、それがまた色っぽい。

　……この人、着やせするタイプだったんだな。

「せ、先せん輩ぱい、なんてカッコを……」

「うあっ、うあぁぁぁ……！」

　ムラマサ先輩は、羞しゆう恥ちのあまり、いまにも死にそうな声を出した。

　俺おれには、状じよう況きようがまったく把は握あくできない。

「あんなに嫌いやがってたのに……ま、まさか本当にえっちな水着を着てくるなんて……」

　先輩、実はえっちな人だったんだな。

　清せい楚そな人だと思ってたのに……エルフの同類だったなんて……。

「ち、違ちがうんだ！　マサムネ君、聞いてくれ！　これには深いわけが……！」

　その場にしゃがみこんで、身体を隠かくしてしまう。それでも、俺の目には、真っ白な肌はだが焼き付いてしばらく離はなれなかった。

「……わけって？」

「そ、そいつだ！　そいつが災わざわいの元げん凶きようだ！」

　しゃがんだまま、エルフを指さす先輩。

「おい、なにやったんだよ、おまえ」

「ムラマサがシャワーを浴あびている間に、荷物全部隠かくして、代わりにえっちな水着を脱だつ衣い所じよに置いておいたの」

　悪あく魔まの手口だった。

「た、タオルまで隠かくしおって……！　こ、こんな水着で……外に出るなど……う、うぅぅ～」

　紗さ霧ぎりに負けないくらい恥はずかしがり屋な先せん輩ぱいのことだ、えっちな水着で、俺おれたちの前に姿すがたを現あらわすのには、相当の葛かつ藤とうがあったはず。

　もったいないが、あまり見てはかわいそうだ。俺は先輩から視し線せんをそらして、

「事じ情じようはわかった。しかしまた、なんでエルフはそんなことをしたんだ？」

「時間稼かせぎだ！　私たちを足止めして、その間にマサムネ君を……！」

「俺を？」

　相あい槌づちを打った俺だったが、台詞せりふの続きを聞くことはできなかった。

　エルフがムラマサ先輩の台詞を潰つぶすように、こう言ったからだ。

「あれあれ？　ムラマサちゃんてば、そんなこと言っちゃっていいのかしらねぇ～？」

「な、なに……？」

　ぴく、と反はん応のうする先輩。エルフは、にやりと笑みを浮うかべ、

「あんたがこの合宿に参加した理由────ぜーんぶ、この場で暴ばく露ろしてもいいのよ？」

「く……っ……卑ひ怯きような……」

　悔くやしそうに歯を軋きしらせる先輩。

　どうもこの様子を見たところ、先輩が合宿に参加してくれたことには、明めい確かくな理由があり、そしてそれは、俺に知られたくないことらしい。


　──ムラマサが出してきた条じよう件けんで、あんたにも協力してもらうものがあるけど、いいわよね？



　エルフが前に言っていた件と、関係があるのかな。

　いずれにせよ、彼女をこのままにしておくわけにはいかない。

　俺はパラソルのわきに置いておいた荷物から、自分のパーカーを手に取って、先輩に渡わたした。

　なるべく身体からだを見ないように気を付けながらだ。

「先輩、これ……使ってくれ」

「……す、すまない」

　上着を羽は織おると、ようやくムラマサ先輩は、人ひと心地ごこちついたようだった。

　初対面では、エルフを圧あつ倒とうしていた彼女だったが、プライベートでは翻ほん弄ろうされっぱなしのようである。




　シドーくんを待って、全員で遊ぼう──そう結けつ論ろんした俺とムラマサ先輩は、渋しぶるエルフを連れて、別べつ荘そうまで戻もどってきていた。海を見下ろすビーチチェアに腰こしかけ、ドリンク片かた手てに優ゆう雅がなひとときを過すごす。

　……こんな休日も、いいもんだな。

　深い満足を得ていると、俺おれの右みぎ隣どなりのチェアに座すわっていた先せん輩ぱいが、おずおずと話しかけてきた。

「……マサムネ君」

「ん？」

「私が、この合宿に来た、理由なんだが……」

　あれ？　俺には言いたくないことなんじゃなかったのかな？

「君──」彼女はそこで言葉をいったん止めて、「君の小説が、読みたかったからだ」

「俺の小説？」

　問い返した俺に、ムラマサ先輩ではなく、俺の左隣に座っているエルフが答えた。

「そうよ。あんたのＰＣには、あんたの書いた『お蔵くら入いり小説』が、たくさん眠ねむっているでしょう？」

「それは、まぁ、たしかに」

　作家なら、みんなそうなんじゃねぇかな。ボツになったり、その他色んな理由で日の目を見ることができなかった作品を、誰だれもが持っている。

　そしてそれらの作品は、大切にしまってあるはずだ。

『自分の子供』を、消してしまうのは、忍しのびないから。

　いつか、誰かに読んでもらえる日が来るかもしれないから。

　俺もそうだ。黒歴史としてＷＥＢ上からは削さく除じよしてしまった作品でさえ、大事に大事に保ほ存ぞんしてある。ま、こっちは誰にも読ませるつもりはないけどな。

「すっげーたくさん、あるっちゃあるよ。『銀ぎん狼ろう』シリーズのボツ小説やら、打ち切りになったデビュー作の続きやらな」

「読みたい！」

　先輩が、勢いきおいよく顔を近づけてきた。欲ほしがってたゲームソフトをプレゼントされた、無む垢くな子供のような反はん応のう。

　目前に現あらわれた胸むねの谷間に、俺は、どきっと顔を引く。

　そこでエルフが言った。

「和泉いずみマサムネの『お蔵入り小説』──それを読ませてあげるってのが、ムラマサをこの合宿に呼よぶために、わたしが約束した条じよう件けんなの。──マサムネ、了りよう承しようしてくれるわよね？」

「いいよ。でも、『なんでも』ってわけにはいかないかな」

　と、俺は答えた。

「事じ情じようがあって世に出せない『お蔵入り小説』なら、ぜひ読んでもらいたい。けど、ボツ小説は読ませられない。担たん当とう編へん集しゆうに、一度『こりゃだめだ。つまんない。売り物にはなんねーわ』って言われた小説だからだ」

「私が読んだ君の小説は、すべて面おも白しろかった。……ので、私が読めばボツ原げん稿こうでも面白いと思うんだ」

「う……む……」

　いかん……顔がにやける。

「そ、そ、それでもダメなもんはダメだ！　俺おれが恥はずかしいから！」

「……そうか……残念だ」

　しょんぼりとうつむいてしまう。えっちな水着にパーカー姿すがたで、そんな顔を見せられてしまうと、なんとかしてあげなくちゃ、なんて気になってくる。

　妹以外に、こんな気持ちになるのは、初めてのことだった。

「『お蔵くら入いり小説』は、別べつ荘そうのプリンタで印刷して、あとで渡わたすよ。それと……」

　俺は、つい、こう口にしてしまう。

「ボツ原げん稿こうは渡せないけど……いまから新しく書いたのでもいいなら……」

「！」

　先せん輩ぱいの反はん応のうは劇げき的てきだった。カッ、と眼めを見開いて、チェアに両りよう腕うでをつき、勢いきおいよく顔を近づけてくる。

「本当か！」

「あ、ああ……」

　俺は、目前で揺ゆれる谷間に、激はげしく動どう揺ようしてしまう。

　なんとか視し線せんを先輩の顔まで引き戻もどし、

「た、たとえば、『銀ぎん狼ろう』シリーズの、アフターストーリーとかでよければ、すぐに書けると思うけど」

「ぎ、『銀狼』の！　エンディング後の話!?　読みたい！」

　至し近きん距きよ離りで、目をきらきらさせて笑うのだ。

　嬉うれしくって、くすぐったくって、懐なつかしい感覚だった。

　直ちよく接せつ会ったことはないけれど──『あの人』も、こんな感じだったから。

「わかった。じゃあ、合宿中に仕上げて渡すよ。がんばって書くから、期待していてくれ」

「うんっ」

　にぱっ、と素す直なおに笑う先輩。

　普ふ段だんのクールな雰ふん囲い気きや口く調ちよう。いまの子供っぽい笑顔。

　どちらが本ほん性しようというわけじゃなく、どちらも彼女ってことなんだろう。

　ラノベヒロインじゃあるまいし、人間なんて、ばさっとカテゴライズできるもんじゃない。

　色んな面めんがあって、当然なのだ。

「でも、本当に、いいのか？　自分で言い出しておいてなんだが……君もそろそろ二巻かんの仕事で忙いそがしいだろうに」

「いいよ、ほら、俺っていま、ラブコメ書いてるじゃん？　もちろんそっちが一番大事だけど、バトル小説もたまには書かないと、腕が落ちちゃいそうでさ」

「そ、それは困こまるな……。君のバトル小説は、私の命の源みなもとなんだ」

　褒ほめられ慣なれてないので、照れくさくってしょうがない。

「まあ、だから、ぜんぜん負ふ担たんとかじゃない。気にしないでくれ。むしろ楽しく読んでくれるなら俺おれも嬉うれしいし」

　正直なところ、『銀ぎん狼ろう』シリーズの主役連中には、気まずい気持ちもないじゃない。

　この前最さい終しゆう巻かんで『お別れ』したばかりなのに、もう会いに帰ってきやがったと笑われてしまいそうだ。

　でもなあ。俺、この前、ムラマサ先せん輩ぱいから『俺を潰つぶそうとしていた真相』を聞かされたとき──こうも思ったのだ。

　作者は、いつだって自分で書いて、自分のキャラに会えるけど、読者はそうじゃないんだなって。読者が大好きなキャラと会うためには、本を読まなくちゃいけない。

　読み返せば、いつでも会える。

　けど、再ふたたび最後まで物語を読み終えたとき、とてつもなく寂さびしくもなるのだ。

　さっきまで会っていたのに、すぐに、また会いたいなあって胸むねが締しめ付けられる。

『聖せい剣けんの刀鍛冶ブラツクスミス』とか、『戦う司し書しよシリーズ』とか、数か月に一度は、最終巻まで読み返して、はぁ～ってなるもの。ラノベじゃないけど、たとえば日にち常じよう系けいアニメとかもそうだ。再さい放ほう送そうやＢＤで最終回を視し聴ちようし終えたあとの寂せき寥りよう感かんがハンパじゃない──面おも白しろかった作品ほど。

　うまく伝えられているかわからないが……『完結した作品』とは、俺にとって、そういう存そん在ざいだった。

　だから、ほんとはダメなんだけど……たまには……少しくらいは……俺の小説を大好きだと言ってくれる人と一いつ緒しよに、こっそり〝あいつら〟に会ってもいいんじゃないか。

　そう、思ったのだ。

「さあって、そうと決まったら、どんな話にしようかなあ」

　脳のう内ないでストーリーを模も索さくしていると、エルフが微笑ほほえましいものを見たとばかりに話しかけてきた。

「マサムネ。なーんか、ずいぶんと楽しそうね？　出しゆつ版ぱんすることもできない、多くの読者に見せられるわけでもない、タダ働きをしようってのに」

「ひっひっひー、なーに言ってるんだよ、エルフ。俺がデビュー前、どこでなにをしていたのか──言わなかったっけ？」

「？　ああ、なるほど」

　エルフは納なつ得とくしてうなずき、

「もともと趣しゆ味みでＷＥＢ小説を書いていたようなやつだもんね。タダ働きは──大好きか」

「おう！　大好きだぜー、タダ働き！」

　もしも両親が亡なくならず、もともとの予定どおり、高校卒業と同時に作家をやめていたとしても──俺おれはきっと、小説を書き続けたことだろう。

　お金をもらう仕事としてではなく、単なる趣しゆ味みで──毎日小説を書いて、誰だれかに読んでもらって、楽しい日々を過すごしていたはずだ。

　もちろん、編へん集しゆう者しややイラストレーターの力を借りて、多くの人に向かって、実力以上の作品を届とどける『仕事で書く小説』も好きだが。

　なんの制せい約やくもなく、自分ひとりの力だけで、のびのびと好き勝手に『趣味で書く小説』もまた、楽しい。

　まだ『自分の物語』を書いたことがない人が、かわいそうになってしまうくらいには。

「今回、俺の読者はたったひとり、ムラマサ先せん輩ぱいだけだ」

　俺は先輩の顔に、びしりと指を突つきつけた。

　にっ、と、いっぱいに歯を見せて笑って──

「せっかくだから、絶ぜつ対たい売り物にはできねえような、『超ちよう面おも白しろい駄だ作さく』を書いてやるぜ！」

「……………………うん……」

　そう答えたムラマサ先輩の顔は、太陽にやられたのだろう──夢ゆめ見るように火ほ照てっていた。




　そのあとは、遅おくれてやってきたシドーくん（エルフと妙みようなアイコンタクトを交わしていた。謎なぞだ）を加え、みんなで遊んだ。

　エルフの『取材』と称しようした『お題』に従したがい、浜はま辺べでビーチバレーをやったり、スイカ割わりをしてみたり、エルフが用意してくれた、南国フルーツが山やま盛もりになったかきごおりを食べたり。

　すぐに脳のう内ない執しつ筆ぴつを始めるムラマサ先輩が、何度も途と中ちゆう離り脱だつしたけれども、なんだかんだで楽しい時間を過すごした。その証しよう拠こに、気づけば、もう空が朱あかく染そまっている。

　みんなで別荘に引き上げる途中、エルフが元気よく言った。

「あー楽しかった！　汗あせかいちゃったわ！　帰って、お風ふ呂ろにしましょう！　くふふ～、海が見み渡わたせる露ろ天てん風ぶ呂ろがあるのよ！　ムラマサ、一いつ緒しよに入るわよ！」

「私は部屋の風呂でいい。早く小説を書きたいからな」

「えーっ！　一緒にお風呂でガールズトークをしましょうよ！　それも取材のうちなんだから！」

「断ことわる。……君と一いつ緒しよに風呂など……なにをされるかわからん」

「しないしない！　ちょっと触さわるだけ！　ちょっぴりだけだから！　ねっ？　ねっ？」

「い、いかがわしい言い方はやめろ……！」

　エルフは、ガッとムラマサ先輩の肩かたに腕うでを回して、全力で口く説どいていた。

　露天風呂か……。海に日が落ちていく様子を眺ながめながら、熱い湯につかって……女湯からは、ちょっぴりえっちなガールズトークが聞こえてきたりして……。

　いかん……すっげー楽しみかもしれん。

「ま、マサムネ君！　君、ふしだらなことを考えているだろう！」

「あっ、マサムネ！　言っとくけど、わたしたちの入にゆう浴よくを覗のぞこうとしても無む駄だだからね！　覗き対たい策さくに、下手へたにのぼるとメキッって音がする柵さくを使ってるんだから！　慎しん重ちようにのぼれば大だい丈じよう夫ぶだけど、絶ぜつ対たい覗いちゃダメだからね！」




　というわけで──部屋に戻もどった俺おれは、急いで準じゆん備びを整えて、露ろ天てん風ぶ呂ろへと向かった。のろのろしていたら、女じよ性せい陣じんが風呂から上がってしまう。

　シドーくんは、編へん集しゆう部ぶに仕事の電話をするとか言い出したので、置いてきた。

　海のときといい、いまといい……なーんか言い訳わけくさいんだよな。

　もしかして、俺と一いつ緒しよに風呂入りたくないのだろうか？

「……俺のホモ疑ぎ惑わくが、まだ完全には晴れていないのかもしれないな」

　怖こわくて確かく認にんできねーけど。

　男湯ののれんをくぐり、脱だつ衣い所じよへ。俺は服を脱ぬぎ、ガラリと浴場への戸を開ける。

　洗あらい場と露天風呂がわかれている。先に室内で身体からだを洗ってから、湯に入れ、ということだろう。手早く身体を洗い終えた俺は、待望の露天風呂へと向かった。

「……おお」

　ふわり、と、白い湯けむりが立ち上っている。

　柵で女湯と区切られており、湯につかると、ちょうど海を見下ろせる形だ。

　海に落ちていく夕日が、とてつもなく綺き麗れいだった。日が落ち切れば、素す晴ばらしい夜景が期待できそうだ。

　男の子らしい理由で露天風呂に急行した俺だったが、見とれるほどの光景に、煩ぼん悩のうが吹ふき飛んでしまった。さっそく湯につかるとしよう。

　ぱしゃり。

「ふぅ……いい湯だ……」

　じんわりと芯しんから温まってくる。日本人に生まれてよかったと思う瞬しゆん間かんである。

　友達と一いつ緒しよに旅行なんて、学校行事を除のぞけば初めてだったから、わくわくしてしまう。

　うん、楽しい。来て、よかったな。

　紗さ霧ぎりも、一緒に来られればよかったんだけど……。

　や、一緒にお風呂に入りたかったって意味じゃないぞ！　ほんとに！

　……エルフやムラマサ先せん輩ぱいも、いまごろ湯につかって、至し福ふくの一ひと時ときを過すごしているのだろうか。話し声とか、聞こえないかな？　俺は、気持ち女湯の方へと近づいていく。

　と、そのとき──

「……ん？　誰だれか……いる？」

　湯けむりの中に、人ひと影かげがある。

　えっ？　ま、まさか！　まさかまさかまさかまさか！

　エルフとムラマサ先せん輩ぱいが、間ま違ちがえて男湯に──!?

　──なんてお約束の展てん開かいではもちろんなく、湯けむりの中から現あらわれたのは、全ぜん裸らのクリスさんだった。

「…………!!」

　山やま田だクリス──エルフの兄で、編へん集しゆう者しや。

　湯に半身をつけている彼は、無言で俺おれに会え釈しやくをする。

　妹と同じ真っ白な肌はだ。しゅっと細身で引き締しまった体たい軀く。首くび筋すじと鎖さ骨こつからは、妙みような色気さえ感じる──って、男の裸はだかを描びよう写しやして、どうしようというんだ、俺は……。

「え、えーと、その」

　俺は、言葉をさまよわせ、結局無ぶ難なんな挨あい拶さつをした。

「ど、どうも……奇き遇ぐうですね」

「ああ」

「…………………………」

「…………………………」

　ど、どうしよう！　気まずい！

　ただでさえ、クールな外見のクリスさんとは話しづらいってのに……さっきマズいシーンを目もく撃げきされてしまったばかりだからな……。

「…………」

　俺は、いま、クリスさんの隣となりで湯につかっているのだが……。

　ん？　隣？

「ちょ……」

　な、なにこの人、俺に近づいて来てんの……？　焦あせるんですけど……。

「………………」

　近ちか寄よってきたからには、話しかけてくるのだろうと思いきや、そんなこともなく。

　クリスさんは、黙だまって俺の隣で湯につかり、落らく日じつを眺ながめている。

　憂うれいを帯びた横顔が、むちゃくちゃ格かつ好こういい。完全に映えい画がのワンシーンである。

　いや、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年が、南の島で露ろ天てん風ぶ呂ろに入るとか、どんな映画だよって感じだが。

　しかし──いまにして思うのは……

　自分の妹が、トップレスで粘液ローシヨンプレイを要求しているシーンを目撃した兄あに貴きは、いったいどう思ったのだろうか、ということだ。

　俺が逆ぎやくの立場だったなら、相手の男を粉々にしてやるところである。

　……はたして。

「妹と────────ずいぶん、仲がいいようだな」

「い、いや……その……」

　どうしよう。どう答えたものか。


返答例①

『妹さんとは、別に仲良くないですよ？』

『仲良くないのに、妹と粘液ローシヨンプレイを？　我わが弓の餌え食じきになりたいようだな』



　ダメだ……殺されてしまう。


返答例②

『えぇまぁ、妹さんとは、すっごく仲がいいんですよ』

『だからって粘液プレイなど許ゆるさん。我が弓の餌食になりたいようだな』



　ダメだ……どっちにしろ、兄あに貴きの弓の餌食になる……！

　見てくれのせいで、俺おれのクリスさんのイメージは、現げん時じ点てんでこんな感じであった。

「…………まぁ、仲は、悪くないと、思います」

　進しん退たい窮きわまった俺が、必死で言葉を選んでいると──

　クリスさんは俺の目を強い眼まな差ざしで見つめ、神しん妙みような声で、こう言った。

「きちんと責せき任にんを取ってくれるなら、構かまわない」

「えっ？」

　なに？　この人、いまなんか不ふ穏おんなこと言わなかった？

「ええと……いま……なんて？」

「和泉いずみ先生──いや、和泉正まさ宗むね君──」

　彼は、ガシッと俺の両りよう肩かたに手を置く。

「えっ、あ、あのっ」

　そして例の低くてかっちょいい声で──




「結けつ婚こんしてくれ」




　露ろ天てん風ぶ呂ろに、プロポーズの台詞せりふが響ひびき渡わたった。

「…………………………」

　あまりのことに、俺は絶ぜつ句くしたままフリーズしてしまう。もはやなにも考えられない……。

　カコーン、と、洗せん面めん器きが床ゆかに落ちるような音。

　かろうじて首を動かし、音がした洗あらい場の方を見ると、腰こしにタオルを巻まいたシドーくんが、恐きよう怖ふで顔をひきつらせていた。

「し、失礼しました！」

　ぴしゃん！　だんだんだんだんだん！　シドーくんは逃にげ去ってしまう。

「……………………………………はっ」

　いかん、男にプロポーズされてるところを見られた。

　うわわわ、完全にホモ疑ぎ惑わくが再さい燃ねんしただろこれ。

　いや、いやいや！　いまはそれどころじゃなくて！

　シドー君の誤ご解かいもやばいけど、目の前のホモエルフの方がよりやべえ！

「……あ、あの……」

　全力で逃とう走そうしたいが、その前に、俺おれはおずおずと最さい終しゆう確かく認にんを試みる。答えによってはアッパーをぶちかまそう。もしも逃走が失敗しても、最後まで諦あきらめずに貞てい操そうは死守しよう。

「……いまの台詞せりふ……って……」

　クリスさんは、真しん剣けんな眼まな差ざしで、先ほどの台詞を繰くり返す。

「結けつ婚こんしてくれ──────妹と」

「妹とかよ！」

　早く言えよ！　マジっ……早く言えよ！　ああ──びっくりした。死ぬかと思った。

　このままなにをされんのかって、むちゃくちゃびびった……。

「妹とだ。なんだと思ったんだ？」

「なんでもないです。それより、エルフとけ、けけけ、結婚してくれって……」

『妹と結婚してくれ』──これはこれで、とんでもない爆ばく弾だん発はつ言げんである。

　クリスさんは、俺の肩かたから手を離はなしてから、答えた。

「もちろん、いますぐとは言わない。君も、妹も、まだ年ねん齢れいが足りないしな。だが、こちらにも事じ情じようがあるんだ。二人の気持ちが決まっているのなら、婚こん約やくだけでも早く──」

「いやいやいやいや！　誤ご解かいですって！　俺とあいつは、別にそんなんじゃないですよ！」

　弓の餌え食じきにされてもいい！　この誤解だけは放置しちゃまずい！

「む……君は、妹と交こう際さいしているわけではない、のか？」

「してません！　どうしてそんな勘かん違ちがいをしちゃったんですか！」

「妹が、ツイッターで『和泉いずみマサムネと付き合っている』と──」

「あああああ！」

　ついに恐おそれていたことが……！

　前々から、あのツイッターはやばいと思っちゃいたんだよ！

「あれはタチの悪い冗じよう談だんっつーか、噓うそ八はつ百ぴやくっつーか、とにかく違うんで！」

「……そうか。……はぁ……まぁ、そんなことだろうとは、薄うす々うす思っていたよ」

　がっかりした様子で息を吐はくクリスさん。

　ほっ……わかってくれたらしい。

「しかし──それにしては……いや……そうか…………なるほど」

　クリスさんは、思案するように、あごに指を当てて、眉み間けんにしわを作った。

「な、なんです？」

　なにが『なるほど』なんだよ。思わせぶりはやめてくれよ。

「君が妹と交こう際さいしていないというのなら、私から説明するわけにもいかない。勘かん違ちがいしてしまってすまなかった」

「いえ、それは、別に。クリスさんのせいじゃないですし」

「ありがとう。君は、妹から聞いたとおりのやつだな」

「えっ？」

「ところで、どうだろう」

　クリスさんは、悪戯いたずらっぽい微び笑しようで、

「私が言うのもなんだが、妹は優ゆう良りよう物ぶつ件けんだと思うのだ」

「は、はあ」

　突とつ然ぜんなにを言い出すんだ、この人。

　だが、シスコン乙おつ、とは言いづらい。事実だからな。

「そうですね」

「ほう、君もそう思うか」

「はい」

　めきっ……と、女湯の方から変な音が聞こえた。

「年ねん収しゆうは多いし、見た目も超ちようかわいいし──」

　めきっ、めきめきっ……。

「綺き麗れい好ずきだし、手料理は美味おいしいし、一いつ緒しよにいると楽しいし──将しよう来らいは、いい奥おくさんになると思いますよ」

　めきっ！　めきっ！　めきっ！

「そうだろう、そうだろう」

　クリスさんは、エルフとよく似にた、上じよう機き嫌げんな笑顔を浮うかべる。

「ああ見えて、好きになった相手には一いち途ずに尽つくすタイプだと思うぞ。サブカル知ち識しきも豊ほう富ふで、君との相あい性しようもばっちりのようだ。楽器、外国語、その他もろもろ、特とく技ぎ満まん載さいの才女と評ひよう判ばんなんだ。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようと名のつくものは、ほぼマスターしているといっていい──家の方ほう針しんでな」

　すげえ。こうして並なみべてみると、エルフのカタログスペックはんぱねーな。

　彼は、ぴ、と、きざな仕し草ぐさで指を立てる。

「そこで聞こう。うちの妹の、どこが不満なんだ？」

　……なんで俺がエルフを振ふったみたいな口ぶりなんだよ。誤ご解かいだって言ったよね？

「ええと……強しいて言うなら」

「言うなら？」

「いまあえて触ふれなかった部分ぜんぶです」

「ふはっ、よくわかってるじゃないか」

　はははっ、と、腹はらを抱かかえて笑うクリスさん。よっぽどツボに入ったらしい。

「ご名答。うちの妹は、数多あまたある長所をすべて台無しにするほど、欠点だらけだ。締しめ切りはちっとも守らないし、態たい度どは大きいし、金かね遣づかい荒あらいし、実力を兼かね備そなえた中ちゆう二に病びようとかいうタチの悪い不ふ治じの病やまいにかかっているし、なによりバカだ」

「バカっすね」

　メキィッ！　……さっきからうるせえな。なんだろう、この音は。

　大笑いしながら妹の悪口を言うクリスさんからは、クールな雰ふん囲い気きは消え失せている。

『気のいい兄あに貴き』的な、打ち解とけた感じだ。

「でも」

　と、俺はクリス兄貴に言い返す。友達を悪く言われっぱなしは、ちょっとムッとするからな。

「あいつにとっては、欠点も長所も表ひよう裏り一いつ体たいっていうか……バカなところもかわいかったり、中二病で痛いたい台詞せりふも言うけど、かっこいいなって思ったこともありますし、仕事のスタンスでも対立しましたけど……そうかもな、とも、思いました。この前、新作を書いてるときなんか、お世話になりまくりでしたし……。えっと、なんつーか、うまく言えないんですけど……エルフは、たくさんの欠点をぜんぶ帳消しにできるくらい、すごいやつです。魅み力りよく的てきな女性です。頼たよりになる先せん輩ぱいです。だから、俺、いま、ここにいるんだと思います」

「………………」

　エルフの兄貴は、驚おどろいたように俺を見ていた。

「俺に好きな人がいなかったら──もう五回くらい惚ほれてると思いますよ」

　あのときとか、あのときとか、あのときとか、あのときとか、あのときとか──

　やばい瞬しゆん間かん、あったものな。

　そのどれもが、〝かわいい〟ではなく〝かっこいい〟だった。

　山やま田だエルフは、和泉いずみマサムネがうっかり惚れかけてしまうほど──かっこいいやつなのだ。

「……そうか、よく、わかった」

　クリスさんは、深く息を吐はいて、

「よく、わかった」

　もう一度、同じ台詞を繰くり返した。




　風ふ呂ろから上がると、ちょうど女湯から出てきたエルフと出くわした。

　エルフは薄うす手での浴衣ゆかた姿すがたで、全身からほかほかと湯ゆ気げを立ち上らせている。

　湯上がりの女の子って、どうしてこう色っぽいんだろう──って、あれ？

「おまえ……」

「な、な、なにっ？」

「顔、真っ赤だぞ？　露ろ天てん風ぶ呂ろでのぼせたのか？」

「う、ううう、うっさい！　ばかっ！」

　沸ふつ騰とうしたヤカンみたいなエルフは、俺おれを一いつ喝かつするや、そっぽを向いて走り去ってしまった。

　……？　なんだってんだ……。




　その日の夜。

「……それから、みんなでエルフの手料理を食べたんだ」

「美味おいしかった？」

「うん、うまかった。同じ味にはできないかもだけど、家に帰ったら、俺も作ってみるよ」

　俺はいま、部屋で、紗さ霧ぎりとスカイプをしていた。

　目の前、デスクの上に置かれたノーパソには、お面めんを付けていない素す顔がおの妹が映うつっている。

　部屋には他に誰だれもいない。紗霧と、二人きりだ。

「ああ、そうそう、あのあと結局シドーくんの誤ご解かいは解とけきれなくてさ──クリスさんにも一いつ緒しよに釈しやく明めいしてもらったんだけど……結局別々の部屋で寝ねることになった」

「ふうん」

　紗霧は、俺の話を、優やさしい笑顔で聞いてくれている。

　……なんか、面めんと向かって話すときより、ずっといい雰ふん囲い気きのような？

「ちゃんと取材はできたの？」

「どうかな……南の島って、こんな感じなんだなーとか、みんなで一緒に遊んだ楽しさとか、そんときにしたバカ話とか──そういうのなら、たくさん」

「そっか。なら、行ってよかったね」

「……ああ、今日は、楽しかったよ。おまえが、『行ってらっしゃい』って、送り出してくれたおかげだ」

　一いつ瞬しゆんだけ迷まよったが、素す直なおに答えるのが、いいと思った。

　それで正せい解かいだったらしく、紗霧は、にこ、と笑みを深くする。

　俺も笑い返して、言った。

「いつか、一緒に温おん泉せん旅りよ行こうとか、行こうな」

「やだ」

「な、なんで？」

「だって。兄さん、いま、ぜーったいえっちなこと考えたもん」

「考えてないって[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　機き械かい越ごしにした、いつもどおりの……兄妹きようだいのやり取り。

　それが、俺にとっては、今日一番の思い出だ。

「そ、それより、おまえこそ、大だい丈じよう夫ぶだったか？　ごはん、ちゃんと三食食べたか？　風邪かぜとか引いてないか？　洗せん濯たく物ものとか、別にやんなくてもいいからな。食べた食器も、シンクに入れておいてくれればいいし……あと、ええと──」

「……心配しすぎ。大丈夫だって、言ったでしょ」

「言ったけどさ……心配なものは心配なんだよ。すぐに帰れる距きよ離りじゃないし……船も明後日あさつての朝まで来ないらしいしな」

「ふぅん……なんだか、『金きん田だ一いち少しよう年ねんの事じ件けん簿ぼ』みたい」

「たぶん狙ねらってるんだと思うぞ。ミステリーの舞ぶ台たいっぽいでしょって自じ慢まんしてたし」

「あのメンバーで殺人事件が発生するとしたら、最初に死ぬのはエルフちゃんで、犯はん人にんはあのサイコパスっぽい人だと思う」

「ムラマサ先せん輩ぱいな！　失礼な呼よび方すんなよ！」

　一発でわかっちゃう俺おれもだけど。

　確たしかにあの人、死体に着物着せて見立て殺人とかして、そんでもって、かっこいい怪かい人じん名めいを自分に付けてそうなイメージがある。〝煉れん獄ごくの殺さつ戮りく人にん形ぎよう〟とか、なんかそんな感じのやつ。

「……とまぁ、今日は、そんな感じだったよ」

「うん、わかった」

　紗さ霧ぎりはうなずき、もじもじと恥はじらってから、

「えっと……あのね……兄さん。実は、わたしも……色々あったの」

「ん？」




「これ──見て」




「これは……おおっ」

　紗霧が、真っ赤な顔で俺に見せてくれたのは、俺の新作『世界で一番可愛かわいい妹』に登場する、メインヒロイン──妹のイラストだった。

「もしかして、表紙イラストか！」

「うん……そう。まだ、色は塗ぬってないけど。今日は、これを描かいてたの」

「すげーっ！　めっちゃかわいいじゃん！」

　おまえの妹とどっちがかわいい？　って聞かれたら、五秒迷まよってしまうくらいにかわいい。

「えへへ……帰ってきたら、完かん成せい版ばんを見せてあげる」




「だから……ぜったいに帰ってきてね」




「あったりまえだ」

　この約束だけは、死んでも守らなくっちゃいけなかった。

「紗霧……お土産みやげ、なにがいい？」

「えっと……ね……言いづらいんだけど……」

　紗さ霧ぎりは、頰ほおを赤らめ、もじもじと指をこすり合わせる。

「水みず臭くさいな！　兄妹きようだいだろ！　欲ほしいお土産みやげがあるなら、なんでも言ってくれ！　さあ！」

「エルフちゃんのくつした」

「帰ったら家族会議な」

　こうして。

　俺おれたちの合宿、一日目の夜が更ふけていく。




　部屋のドアがノックされたのは、日付が変わるか変わらないかの頃ころである。

　机つくえで小説を書いていた俺がドアを開けると、着き替がえたエルフが立っていた。朝とはまたデザインが違ちがう、黄緑色の夏服だ。

「お、エルフじゃん」

「うん……マサムネ……あの、さ……いま、暇ひま？」

　様子がおかしい。すぐにそう感じた。普ふ段だんのエルフなら、俺と真っ直ぐ目を合わせて、はきはきと喋しやべるはずだからだ。

「暇っちゃ暇だけど……こんな夜よる遅おそくに、どうしたんだ？」

「……ちょっと……付き合ってくれない？」

「いいけど」

　あれ？　……なんか、妙みように色っぽく感じるな。いまは、風ふ呂ろあがりでもないってのに……。

　俺は数々の違い和わ感かんを抱かかえつつ、部屋から出て、別べつ荘そうの廊ろう下かを、エルフと一いつ緒しよに歩いていく。

「ちょうどよかった。……おまえに会ったら、聞こうと思ってたことがあるんだ」

「えっ？　わ、わ、わたしに……聞きたいことっ？　な、なによ……」

　激はげしくうろたえるエルフ。

　俺、そんな動どう揺ようするようなこと言ったかな？

「おまえがいつも履はいてるあのくつしたって、どこに売ってるの？」

「………………最低」

　エルフは、冷めた眼まな差ざしで俺を見る。

「いや、自分で履くわけじゃないよ？」

「んなことわかってるわよ！　そうじゃなくて！　なんでこのタイミングでそういう……はぁっ……もういいわ。おかげで頭が冷えたし、よしとしましょう」

　なんのこっちゃと思っていたら、別荘の玄げん関かんまで来てしまった。

　どうやら外に出ていくらしい。

「どこに行くんだ？」

「いいからついてきなさい」

　スタスタと先を歩いて行ってしまう。どうやら、ご機き嫌げんななめなご様子である。

　俺おれはエルフの後をついていく。

　玄げん関かんから出て、別べつ荘そうをぐるりと回り、森へと向かう小道に入った。

「おい、エルフ。このまま行くと──」

「『妖よう精せいの森』よ」

　エルフは、前を向いたまま、ぽつりと言った。

「わたしのデビュー作を読んだんでしょう？　作中に登場する『エルフの森』のモデルが、あそこなの」

「へぇ……」

　美しいエルフたちが暮くらす深き森。人や魔ま物ものを寄よせ付けぬ、結界によって守しゆ護ごされた聖せい域いきだ。

　生命溢あふれる神しん木ぼくの大たい樹じゆ。木こ漏もれ日の下、力強く咲さき誇ほこる花々。数多あまたの精せい霊れいが集う、光の泉いずみ。

　彼女の筆が紡つむぎ出した『エルフの森』の描びよう写しやは、まるで〝見て来た〟かのように、真に迫せまっていたっけ。

　──本当に、〝見て書いていた〟ってわけか。

　俺たちが歩む小道には、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きを損そこなわぬよう、さりげなく樹木を模もした電灯が並んでおり、夜であっても歩くのに支し障しようはない。

　やがて森へとたどり着いた。小道は中へと続いている。

「こっちよ」

　エルフが、森の入口で止まり、こちらを振ふり返った。

「そろそろ教えてくれよ。この森になんの用があるってんだ」

「あなたに、見せたいものがあるの」

　それだけ言って、エルフは再ふたたび俺に背せを向け、森の中へと入っていく。

　……彼女の容よう貌ぼうが、森の妖精エルフめいているせいもあって、本物の異い世せ界かいに迷まよい込こんでしまったような錯さつ覚かくを覚えた。まさかな……と、頭を振って、ありえない妄もう想そうを打ち消す。

　エルフの背を見失わないよう、俺は彼女のあとを追って、再び歩き出した。

　と──

「────」

　俺は、森に踏ふみ入るや、すぐに立ち止まってしまう。

　深みを増ました闇やみの中、小さな光が浮うかび上がった。

　ふわり、ふわり、ふわり──光は少しずつ増ふえていく。

　直前まで、エルフの小説の話をしていたせいで、〝光の精霊〟という単語が脳のう裏りに浮かぶ。

〝光の精霊〟の正体は──

「ホタルよ」

　声のした方に振ふり向くと、エルフの指先に、魔法のように光がともっていた。

「もっと奥おくに入ると、ホタル鑑かん賞しようツアーなんか、目じゃないくらいの光景が見られるわ」

「へえ……」

　俺おれは、ゆっくりと周囲を見回す。

　飛び回る光の軌き跡せきは、我われらを誘いざなう森の意思だ──とは、某ぼう人気小説のくだりだが。

　そんなフレーズを思い浮うかべつつ、俺たちは夜の森を奥へと進んだ。

　やがて小道が終わり、森が開けた。しゃり、と、下した生ばえを踏ふむ感かん触しよくがあり、つまびらかになった視し界かいの先に、〝光の泉いずみ〟が現あらわれた。

「──────」

　わっと無数の光が舞まい上がった。夜の水面が、それらを映うつし、きらめいている。

　精せい霊れいが生まれる始まりの場所。迷まよい込こんだ異い邦ほう人じんと、水みず浴あびをする妖精エルフとの出で逢あい。

　異世界の、恋こい物もの語がたり。

　彼女の筆で描えがかれたあの場所が、俺が読んだあのシーンが、そのままの形でここにある。

「うお……これ……」

　絶ぜつ句くし、目を見開く俺の前に、彼女は、踊おどるような足取りで回り込む。

「どう？　エルフの森に足を踏み入れた、感想は」

　これもまた、彼女が書いたヒロインの台詞せりふだ。

「すごいな」他に言葉が出てこない。「すごい」

「そう、よかったわ」

　エルフは、やわらかく微笑ほほえんだ。その表ひよう情じようは、気け高だかく、大人おとなびている。

「写真は厳げん禁きんよ。目で見て、覚えていきなさい」

「……うん」

　なんてもったいない。俺に絵心があれば、この素す晴ばらしい光景の何なん割わりかを、誰だれかに伝えることができるだろうに。俺は、純じゆん粋すいに感動し、泉のほとりに立ち尽つくした。

「ありがとう」感かん謝しやの言葉が、自然とこぼれた。

「どういたしまして」

　俺たちは、二人並ならんで、美しい光景を見つめている。

「ここ──ね。わたしのお父様……じゃなくて、父が、好きな人──わたしの母に、プロポーズをした場所なの」

「へえ……ずいぶんロマンチックな人なんだな」

「まあ、失敗しちゃったんだけどね」

「え、なんで？」

　プロポーズをするには、最高のシチュエーションだと思うんだけど。

「わたしの母は、虫が嫌きらいだったの」

　……あーあ。

「『こんな虫だらけの場所でプロポーズなんて、最低ね！』って、手ひどく断ことわられちゃったそうよ」

　そのくらいちゃんと調べておけよって、パパエルフにツッコんでやりたい。

「でも、おまえが存そん在ざいしてるってことは、その後ちゃんと結けつ婚こんできたんだよな？」

「宝ほう石せきとか服とか船とか、色々五年くらい貢みつぎ続けて、最終的に必死に拝おがみ倒たおして結婚してもらったんだって。お母様──じゃなくて、母は、すっごくモテる人だったらしくて、たくさんのライバルをお金で買ばい収しゆうしたり、デートを盛もり上げるためのエキストラをこっそり雇やとったり、テニスでいいところ見せるために、対戦相手に八や百お長ちようしてもらったり、大変だったよって、父が昔自じ慢まんしていたわ」

　パパエルフ、必死すぎるだろう……。

　ちっとも自慢にならないし、娘むすめにそんな話すんなよとも思う。

　でも。

「少し、気持ちがわかるかも」

「あんたが？」

「好きな人に、好きになってもらうためだったら、そのくらい必死になっちゃうよ。だって、誰だれにも渡わたしたくないんだから」

　格かつ好こうつける余よ裕ゆうなんてないだろう。

　打てる手はすべて打つし、体てい裁さいなんて糞くそくらえってなる。俺おれだって、きっと。

「そうね」

　エルフは、いつもの不ふ遜そんな笑みで、

「わたしも、そう思うわ。父のやり方は、ひどくみっともなくて──でも、とても正しい」

　また、しばしの間があった。

「なんで、そんなことを……俺に教えてくれたんだ？」

「お兄様……じゃ、じゃなくって、あ、兄あに貴きから……なんか、変なこと……言われたでしょ」

　ちらりと横を向くと、エルフは、頰ほおを赤らめてうつむいていた。

「お嬢じよう様さまっぽい喋しやべり方、無理して直さなくてもいいよ？」

「べ、別に無理してないわっ。それよりっ」

「あ、ああ……変なこと──ね。そういえば、言われたな……」

　い、言いづらいっ。

「な、なんか、『妹と結婚してくれ』って」

「そ、そうっ。せ、説明させて……くれるっ？　あ、あれはその──えっとっ……ど、どこから話そうかしらっ」

　わたわたと慌あわてた様子のエルフは、しばし考え、こう切り出した。

「うちの父は、かなり前に亡なくなっているのよ」

　あえてそうしているのか、軽めの口く調ちようだった。

「……そう、なのか」

「うん、で、亡なくなる前に、お母様に言ったわけ。余よ計けいなことをね──『あの子たちを、立りつ派ぱに育ててください』『幸せにしてあげてください』って」

「………………」

　……どこも、同じか。だとすれば、

「よく覚えてる。お母様はこう言ったのよ──『いいわ。最後くらい、あなたのお願い、聞いてあげる』」

　──聞かないわけには、いかないよな。

「元々、自分にも他人にも厳きびしい人だったんだけど、以来、さらにエスカレートしちゃってね。色んな習い事をさせられたわ。『将しよう来らい、あなたが幸せになるためなのよ』──それがお母様の口くち癖ぐせだった。兄あに貴きは兄貴で、面めん倒どう事ごとを全部妹に押おし付けて、さっさと家を出てしまうし、そうしたら、わたしの『習い事』は、さらに増ふえるし──まぁ、だから、兄貴クリスは、わたしに負い目があるのよね」

　締しめ切りは伸のばしてくんないけど──と、エルフはシニカルな笑みで語る。

「話がそれたわ。えーっと、そうしてわたしは、お母様によって、厳しく育てられたわけ。別に恨うらんでるわけじゃないし、むしろ感かん謝しやしてるくらい。わたし、両親のこと大好きよ。お母様を喜ばせるためにも、お父様の願いを叶かなえて、立派になって、幸せにならなくちゃなぁって、いつも思ってた」




「でも、結けつ婚こん相あい手ては自分で決める」




　本題に、入った。

「母が、わたしの『婚約者』を決めるって言い出したの。ずっと言うこと聞いてきたけど、それはだめよ。わたしは、絶ぜつ対たいに幸せにならなくちゃいけないんだから。そのためのパートナーは、自分の目で見定めて、決めるわ」

　そういえば、エルフは、一人暮ぐらしをしているんだっけ。

「それで──家出を？」

「家出じゃないわ。ちゃんと話をつけて、了りよう解かいをもらったうえで家を出ているんだもの。じゃなきゃ、別べつ荘そうなんて使わせてもらえるわけないじゃない」

　ふむ……母親を説得した、ということだろうか。まだ話の全ぜん容ようが見えない。

　彼女がいま住んでいるあの家は、東京で仕事をするために買ったということだし……今回の件けんとは、切り離して考えた方がいいのかな。

　そもそも、いまの話には、『エルフが小説家になったエピソード』が、ごっそりと抜ぬけ落ちている。本当に最さい低てい限げんの部分だけ、明かしているのだろう。

「話をつけたって……？　なんて言ったんだ？」

「えーっと、確たしか……」




『お母様ったら、ばかね！　将しよう来らい幸せになるためには、今日も明日も明後日あさつても、ずっとずっと楽しくなくっちゃあだめよ！　毎日勉強してたはずのわたしを見なさい！　楽しかったこと以外、ぜーんぶ忘わすれちゃったわ！　お母様は、お父様と一いつ緒しよで、毎日楽しかったでしょう？　だから幸せになれたんでしょう？　幸せになるために、わたしもお父様と同じようにするわ──素す敵てきなお婿むこさんを捕まえて、一生楽しく過すごすのよ！　文もん句くある？』




「……そんな感じだったかしらね」

「……なるほど」

　つながった。つまり、そのことをクリス兄あに貴きも知っていて、だから妹の交こう際さい相あい手てだと思い込こんでいた俺に、あんなことを言った……ってことか？

　……クリスさんの、俺への好感度が、いきなり高かった理由が不明だな。

「わたしの事じ情じよう──だいたいわかってくれたかしら？」

「うん、これまでのところは、だいたいわかった、と思う」

　たったいまエルフは、クリスさんが俺に言った〝変なこと〟の解かい説せつをしてくれた。

　きっと、俺が妙みような勘かん違ちがいを、してしまわないように。

　それだけなら、部屋ですれば済すむ話だった。なのにエルフは、わざわざ俺を、彼女にとって特別な場所だろうここに、連れてきてくれたのだ。

　彼女の両親がプロポーズの儀ぎ式しきをしたという、幻げん想そう的てきな妖よう精せいの森を、俺に見せてくれた。

「ありがとうな、色々と」

　目の保ほ養ようになった。いい取材になった。

　そして……愛らしいお隣となりさんと、いままでより、仲良くなれた気がした。

「嬉うれしかったよ」

「あら、勝手に締しめないで頂ちよう戴だい。まだ、わたしの話には、続きがあるのよ？」

「続き？」

「そうよっ…………えっとっ」

　エルフの顔が、再ふたたび赤くなっていく。

「じゃあ……言うわよ？　一度しか言わないから、よく、聞いてね？」

「あ、ああ」

　なんだ？　なんだっけこの空気？　まるで、心しん臓ぞうを握にぎられているようなこの予感……。

　覚えがあるぞ……つい最近……ええと……。

　悩なやみながらも、真っ直ぐ俺おれを見つめる瞳ひとみから、目が離はなせない。

　エルフは、はっきりとこう言った。




「あんた、わたしのお婿むこさん候こう補ほだから」




「……え……っ。そ、そそそ、それって！」

「か、勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だいっ！　あんたなんかに、わたしが恋しちゃってるわけじゃないんだからね！　ただっ、そのっ、そう──アレよ！　あんたと結けつ婚こんしたら、毎日楽しいかなって、幸せになれるかなって、そう思ったからっ！」

　こ、こいつ！　なんつー恥はずかしい台詞せりふを！

「つ、つつ、つまりっ……俺はいま、おまえに……ぷ、プロポーズを……されているのか？」

　エルフは、尖とがった耳を先っぽまで赤くして叫さけぶ。

「ち、違ちがうわよ！　ぷ、プロポーズっていうか！　わ、わ、わたしのお婿さんになる素そ質しつはあるわよって教えてあげただけなんだから！　あくまで候補よ！　あんたなんか！」

「こ、候補？」

「そうっ！　候補よ！　わたしじゃなくてっ、あんたがわたしにプロポーズするのっ！」

　ばん！　と薄うすい胸むねを叩たたいて、真っ直ぐ俺を指さした。

「そうしたら、前向きに検けん討とうしてあげるわ！」

「俺が、おまえにプロポーズって……し、しないぞっ。だって、俺は──」

　好きな人がいるんだから。

「いいえ、するわ」

　エルフは、不ふ遜そんに笑って断だん言げんした。両手を、そっと胸むな元もとに置いて、

「だって、あなたは、わたしに惚ほれるもの」

　そこで、ぎゅっと口を引き結び、唇くちびるを震ふるわせて、一気に余よ裕ゆうのない表ひよう情じようになる。

「ち、近い将しよう来らい……他の誰だれかじゃなくて、わたしのことが、一番好きになるもの……」

　自信満々、格かつ好こう良くあろうとしている──強がりの少女がそこにいた。

「…………」

　女の子から、プロポーズされたわけでもない。

　エルフから、愛の告白をされたわけでもない。

　なのに俺の脳のうみそは、ぐらぐらと煮に立たっていた。

　理り性せいでは違ちがうとわかっているのに、感情が『告白された』のと同じように波打っている。

「な、なんとか……言いなさいよ」

「──あの、」

「や、やっぱいまのなし！」

　片かた手てを突つき出し、ぶんぶん振ふって、

「も、戻もどるわよっ。きょ、今日のところは、これくらいで勘かん弁べんしておいてあげるわ！」

　幻げん想そう的てきな光が、泉いずみの上を乱らん舞ぶしている。土と草を踏ふみしめる感かん触しよく。しめやかな虫の声。

　高鳴ったままの、胸むねの拍はく動どう。

　エルフは、逃にげるように踵きびすを返し、数歩進んでから、振り返った。

「正宗。特別に、わたしの真ま名なを教えてあげる」

　表ひよう情じようだけは大だい胆たん不ふ敵てき、息は荒あらく、頰ほおは紅こう潮ちようしたままで──




「エミリーよ。わたしにプロポーズをするときは、その名前で呼よんで頂ちよう戴だい」




　名乗りを上げた彼女は、妖よう精せいの姫ひめ君ぎみのようだった。
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　合宿二日目。夜明けには少しだけ早い時間。

　窓まどの外、空は少しずつ白しらみ始めている。

　俺おれは、部屋のデスクの上にノーパソを広げ、執しつ筆ぴつ作さ業ぎように没ぼつ頭とうしていた。書いているのは、昨日、ムラマサ先せん輩ぱいに『書いて渡わたす』と約束した小説だ。

　補ほ足そくしておくと『和泉いずみマサムネのお蔵くら入いり小説』は、ムラマサ先輩に、すでに渡してあって──いま書いていたのは、『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』の完全書き下ろしアフターストーリーである。

　俺は、妖よう精せいの森から戻もどってきたあと、ずっと小説を書き続けていたのだった。

　もちろん合宿の疲つかれは残っていたのだが、色々イベント尽づくしで目がさえていたのもあるし、なにせ超ちよう書きたい話を思いついてしまったので、どうしても眠ねむってしまう気にはなれなかったのだ。

「よぉぉっし！　完成っと！」

　超面おも白しろいゲームにハマっているときとか、先が気になりすぎる本を読み始めてしまったときとか──眠るのがもったいないって思うことがないだろうか？　明日、学校や仕事があるってわかっていても、あとで辛つらいってわかっちゃいても、あとちょっとだけ……区切りのいいところまで、次のボスを倒たおしたら……って、ついつい夜よ更ふかししてしまうときって、誰だれにでもあると思う。

　いまの俺も、ちょうどそんな感じ。

　いっきに短たん編ぺんを、最後まで書き上げてしまった。

　気づけば、もうこんな時間である。

「こりゃ……いまから寝ねたら、起きられなさそうだな」

　俺は、クリスさんから借りてきたプリンタを起動して、書き上げたばかりの小説を印刷する。　印刷されてきたＡ４用紙をまとめてクリップで留とめれば、『原げん稿こう』のできあがりだ。

　小説家の仕事では、主にこの形式の原稿を使って、打ち合わせなどを行う。俺も、自分で書いた小説を読むときや、人に見せるときなどは、こうして印刷したものを使うことが多い。

「さてさてさて……っと」

　俺は、原稿をわきに抱かかえるや、ラフな部屋着のままで廊ろう下かに出た。

　気き分ぶん転てん換かんがてら、外の空気を吸すってから、原稿を読み直して、朝までの時間を潰つぶそう──そんな風に考えたからだ。

　別べつ荘そうの廊下は、まるで高級ホテルのような豪ごう華かさで、煌こう々こうと明かりが灯っている。

　ラウンジに出たところで、俺はドキリと足を止めた。

「────」

　ソファに座すわる、ムラマサ先輩の姿すがたを見つけたからだ。

　初めて会ったときと同じ、着物姿。

　橙だいだい色いろの明かりが、真っ白な顔と首くび筋すじを照らしている。思わず見とれてしまうのは、彼女の美び貌ぼうのみならず、すっと整った姿し勢せいのせいもあるだろう。

　声をかけるのをためらってしまうような、神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気き。

　何度も逡しゆん巡じゆんしたのち、意を決して話しかける。

「先せん輩ぱい」

「……………………」

　返事はない。どうやら、小説を読むのに集中しているようだ。

　……あれって、俺が渡わたした『お蔵入り小説』だよな。紗さ霧ぎりのときも思ったが、目の前で自分の書いた小説が読まれているのって、くすぐったくて照れくさい。

　……あんなに夢む中ちゆうで読まれていたら、なおさら。

　創そう作さく活かつ動どうをそのまま動画配信できちゃうエロマンガ先生は、やっぱり『見られたがり』のえっちな女の子なのかもしれない。

　イラストレーターという生き物は、みんな、えっちな露ろ出しゆつ性せい癖へき持ちの人々なのかもしれない。

　俺は、外に出るのを取りやめて、ムラマサ先輩の、テーブルを挟はさんだ対面に腰こしを下ろした。

　そうして、彼女にならって、自分の原げん稿こうを読み始める。

　目の前にいるムラマサ先輩に読んでもらうための、最終チェックだ。──と、いっても、経けい験けん上じよう、原稿を書き終えた直後に読み返したって、ろくなチェックなどできやしないのだが。

　すぐに読みたいってリクエストだったからな。やるだけやっておこう。

　……どのくらいの時間が経たっただろうか。

「あー面おも白しろかったっ！」

　という、子供っぽい声が、すぐ前から聞こえた。

　原稿から顔を上げると、ぐーっと伸のびをしているムラマサ先輩と、目が合った。

「────」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして、

「ふぇ？　──あ、あっ──ま、マサムネ君っ!?」

　わたわたと激はげしく動どう揺ようする先輩。彼女は一気に顔を赤くして、

「ど、どうしてここにっ」

「俺も、ここで原稿を読もうかなって」

「……い、いつから……？」

「どのくらいだろう。結けつ構こう前からいたけど」

「こ、声をかけて……くれれば……」

「いやあ、一いち応おう、かけたんだけどね。集中してるみたいだったから」
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　ムラマサ先輩は、ぎゅっと身体からだをこわばらせて、うつむいてしまう。

「……不覚……ふ、不覚……ぅぅ」

「？　夢む中ちゆうになって人の話を聞かなくなっちゃうなんて、先せん輩ぱい、いつものことじゃないか。そんなに恥はずかしがらなくても……」

「じょ、状じよう況きようが違ちがうっ……こんな……そばで……へ、変な顔とか……してなかった？」

「ぜんぜん、そんなことない」

　むしろ、見とれていたくらいだし。

「む……ぅ……あぁぁ……消えてしまいたい」

　なんだか落ち込こんでしまったムラマサ先輩だったが、彼女は気を取り直したように、

　パン！　と両りよう頰ほおを自みずから張はった。

「よし……よし」

　表ひよう情じようから動どう揺ようが消え、いつものクールな先輩へと戻もどる。

「ふぅ……落ち着いた。すまなかったな、取り乱みだしたところを見せた」

「いや、いいけど」

「そ、それよりっ……き、君は……ずいぶん朝が早いんだな？」

「ずっと起きてたんだ。土曜はいつも『寝ねない日』だし、小説書くの、面おも白しろくなっちゃってさ」

「そ、そうか……君も、土曜は『寝ない日』か。私もそうなんだっ。ずっと起きて、君からもらった『お蔵くら入いり小説』を読んでいた。感想はまた、後日考えがまとまってから話すが………………すっごく、面白かったぞっ！」

「そう言ってもらえると、嬉うれしいよ」

　表に出さないようがんばっているが、内心めちゃくちゃ照れくさい。

「なんで編へん集しゆう部ぶは、こんなに面白い小説を本にしなかったんだろうな！」

「………………」

　売れねーからだよ。

　この人はほとんどネットを見ないっぽいので、当時の俺おれが『劣れつ化かムラマサ』だの『ムラマサ先生の偽にせ物もの』などとボロクソ言われていたのを知らないんだよな。

　……それはそれとして……ほんと俺とこの人は、よく似にている。売上以外。

　俺は、相手のリアクションを半なかば確かく信しんしつつ、こう言った。

「週末は、やっぱ、起きてるよなあ。本当なら、ずーっと小説を書き続けていたいけど、平日は学校があるし、そうもいかないから」

「そう！　そうなんだ！」

　予想どおりのリアクションをしてくるムラマサ先輩。

「週末なら、学校のことを気にせず、ずーっと小説を書いていられるんだよ！　まったくっ、どうして人間というのは、食べたり眠ねむったり、その他もろもろ、めんどうなことをしなくちゃ生きていけないんだろうなっ！　もったいないっ！」

　エルフと仕事の話をすると、毎回意見が合わなくて対立してしまうのだが。

「気が合うな、俺おれもそう思う」

　さすがは俺の上じよう位い互ご換かんと呼よばれているだけのことはある。

　俺よりも、小説を書くのが大好きで、面おも白しろい小説を読むのが大好きで──

　毎日毎日いっつも小説ばっかり書いている──俺よりも、ずっと。

　そんな人だから、彼女と話すのは心地ここちいい。

　大好きな妹とも、相性ばっちりのエルフともまた違ちがう、さながら『自分よりもがんばっている、もう一人の自分』と会話をしているような──そんな一体感があった。

　もっとわかりやすくたとえるなら、自分が超ちようハマっているネトゲの『世界ランク一位』を見たときのような気分といえば伝わるだろうか……？

　コイツどんだけやり込んでるんだよ……という、敬けい意いと戦せん慄りつが入り交じったあの感覚だ。

「ええと……はい、これ」

　俺は笑って、先せん輩ぱいに、書きあがったばかりの新しん作さく原げん稿こうを手て渡わたした。

「むっ、これは……」

「昨日約束した、新作だよ。いま、ちょうど見直しが終わったところ」

「『銀ぎん狼ろう』の続きか！　早いなっ！　うわあ、うわあっ、しかも分ぶ厚あついぞっ！」

　大はしゃぎである。そこまで喜ばれると、作者としても、書いた甲か斐いがあるというものだ。

『書いたものを読んでもらえる』というのは、作り手にとって、とても幸せな環かん境きようだ。

　プロであっても、アマチュアであっても、その喜びは変わらない。

　ＷＥＢに上げても、ちっとも読んでもらえなかったり、必死で書き上げても『お蔵くら入いり』になってしまったり──ままならないことが多々あるのだから、なおさらそうだ。

「ありがとう、マサムネ君！　さっそく読ませてもらう！」

「うん。こちらこそ、ありがとう」

　たった一人の読者に向けて、俺は心からの礼を述のべた。

「？　なんで君が礼を言うんだ？」

　そんな台詞せりふが出てくる彼女は、やっぱり、俺とは似にて非ひなる作家なんだろう。

　いつの間にか、窓まどの外はすっかり明るくなっていた。




　俺は部屋に戻もどって、朝食の時間まで、また別の短たん編ぺん小しよう説せつを書いて過すごすことにした。

『世界で一番可愛かわいい妹』二巻かんの内ない容ようは、いまだに思いついていない。

　焦あせるべきところなのかもしれないが、なぜか不思議と落ち着いていた。上手うまく言えないのだが……時が来れば、自然と〝ひらめく〟だろうという妙みような確かく信しんがある。

〝ひらめく〟ための取材もかねて、妹に背せを押おされて、この島にやってきたのだから、滞たい在ざい中ちゆうはきっちり全力で楽しんでおこう──だから、いまは一番書きたい小説を書く。

『世界で一番可愛い妹』の続きでもなく、完結した『銀狼』の続きでもない。

　いま、まさに脳のう内ないからあふれ出てくる新しい物語。

　この物語が、ムラマサ先せん輩ぱいにとっての、『世界で一番面おも白しろい小説』になりますように。

　たった一人の読者のために、小説を書く。

　それは俺おれにとって、とても懐なつかしい遊びだった。

　そんなとき。

「朝よ！　マサムネ！　起きなさい！」

　バン！　と部屋の扉とびらを開けて入ってきたのは、浴衣ゆかた姿すがたのエルフである。

「って、なぁんだ、起きてるじゃない。おはよ」

「おう、お、……おはよう、エルフ」

　俺は、情なさけなくキョドってしまう。だってしょうがないだろう！


　──近い将しよう来らい……他の誰だれかじゃなくて、わたしのことが、一番好きになるもの……。



　あんなことがあったんだから！

　むしろ、まったく気にしたふうもなく、平然としているこいつの方がおかしい。

「…………」

　あれ、夢ゆめだったのかな？　昨夜は、あんなにかわいかったのに──じゃ、じゃなくて！

　なにを考えているんだ、俺は……！　ぶんぶんと頭を振ふって、煩ぼん悩のうを追い出す。

　そうしていたら、エルフが、俺の手元のノーパソをちらっと見て、

「あんた、なんで旅行中に小説なんか書いてんの？」

「…………この旅は、『取材＆執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』だったはずなんだが？」

「えっ？　あ、ああ──そういえばそうだったわね！」

　気づいちゃいたけど、やっぱりそれ、単なる名めい目もくでしかなかったんだな。

「取材──うん、取材よね。よし、マサムネ、あんたベッドに寝ねっ転がって、もう一回眠ねむりなさい」

「……なんでよ」

「もちろん、ラブコメの定番シチュ再さい現げんをするのよ！　取材としてね！　朝、主人公を起こしに来たヒロインが、好きな人の寝顔を眺ながめているうちに、ドキドキ変な気分になってきちゃって──みたいなやつ」

「昨日からずっと思ってたんだけどさあ、その『シーン再現取材』に、小説上達する的な効こう果かはあるの？」

「ないわよ。さ、やりましょうか」

「おい！」

　ツッコむ俺を、エルフはぐいぐいとベッドへと引っ張ぱって行く。

　この場面だけ目もく撃げきされたら、変な誤ご解かいを受けてしまいそうである。

　またクリス兄あに貴きが見てたりしねえだろうな？

「はい、彼氏役は、さっさと寝ねる」

　俺おれを無理やりベッドに寝かせるや、エルフは掛かけ布ぶ団とんを俺にかけて、ぽんぽん、と叩たたく。

「よし、おっけ。ほら、マサムネ、目をつむりなさいよ」

「………………俺、飯めしの時間まで小説書いていたいんだけどなあ」

　俺は抵てい抗こうを諦あきらめ、ベッドの中で目をつむった。

「はい、これでいいか？」

　……といっても、どうするつもりなのだろう？　まさか本当にラブコメの定番シチュみたいに、こっそりキス、なんてことはしないだろうし……。

　しばらく待っても何も起こる気配がないので、俺はちらりと薄うす目めを開けてみた。

　すると──

「!!」

　俺は、金かな縛しばりに遭あったように動けなくなった。精せい神しん的てきにも、物理的にもだ。

　な、なぜって……エルフが俺の上に、体重をかけない体たい勢せいで覆おおいかぶさっていて……いま、まさにその整った顔を、ゆっくりと俺の顔に近づけてくるところだったから。

　帯が緩ゆるんで、浴衣ゆかたの胸むな元もとがはだけそうになっている。

「……んふふ……起きて……マサムネ……」

「……！」

　く、唇くちびるに、息が……。

「ほ～ら……早く起きないと……いたずらしちゃうわよ……？」

　……なっ……な……な……!?

　えっ、演えん技ぎ──だよな？

　エルフのやつ、顔をめちゃくちゃ色っぽく火ほ照てらせて、真しんに迫せまっている感じだけど！

　寸すん止どめ……するつもり──ちょ、近い、近い近い近い！

　あ、やば、動けない……逃にげられない──

　ぎゅ、と、眼めをきつくつむったときだ。

　ぱかーん！　と、すぐそばで、いい音が鳴った。

　次いで「ぎえっ!?」という、乙女おとめが出してはならぬ声。

「なっ、なんだぁ!?」

　慌あわてて目を開けると、そこには、ベッドから落ちてひっくり返ったエルフと、割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたで立つムラマサ先せん輩ぱいの姿があった。

　怨おん霊りようを祓はらう退たい魔ま師しの眼まな差ざしで、ムラマサ先輩は、左手に構かまえたオタマを、ぶん、と一ひと振ふりし、

「成敗。危あぶないところだったな、マサムネ君」

　バトルラノベのヒロインみたいな台詞せりふであった。

「せ、先輩……その、格かつ好こうは？」

「うん……実は、朝食の準じゆん備びを手伝わせてもらったんだ。そこでひっくり返っている亜あ人じん風ふ情ぜいに、手料理の誉ほまれを独どく占せんされるわけにはいかないからな」

　亜人風情て。

「っ、ぅ、ったぁ[image: ～][image: ～][image: ～]この中二病めぇ……なんてタイミングで邪じや魔ますんのよ……！　つーか、エルフを亜人と呼よぶのはやめなさい！　妖よう精せいと呼んで頂ちよう戴だい、妖精と──」

　目を[image: ]バツテンにして起き上がったエルフが、殴なぐられた頭を押おさえながら言った。

　アッパー系けい中二病VSクール系中二病の戦争が勃ぼつ発ぱつしそうだ。

　俺はなんとか話題を平和そうな方向へと誘ゆう導どうするべく、ベッドから出て、声をあげた。

「先せん輩ぱい、料理できるんだ？」

「ま、まぁ、人ひと並なみにはできる。昨夜のようなごちそうは作れないが、和食なら、少しは太刀たち打うちできると思う」

　昨日の夕食は、エルフが手作り料理を振ふる舞まってくれたのだが──俺の人生でベストテンに入るほどの豪ごう勢せいな品々だった。

　エルフ先生の本気を見た。あれを食したあとでなお、太刀打ちできるというのだから、ムラマサ先輩の料理の腕うでは、少なくとも俺なんかよりはずっと上らしい。

　ラノベ作家、男を含ふくめ、女子力高い人たちばかりである。

「楽しみにしてるよ」

「う、うん。もうすぐできるから……食堂に来て」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの先輩は、オタマを抱だきしめてそう言うと、ぱたぱたと部屋から出ていった。

　普ふ段だんの凜り々りしい口く調ちようは、あれはあれでムラマサ先輩の〝素す〟なのだろうが、ときおりいまみたいに、女の子らしい口調になる。

　……普段とのギャップで、ドキッとしてしまう。

　そのやり取りを見ていたエルフが一言。

「……ふっ、ここはわたしの負けのようね」

「なに言ってんの、おまえ」

「なんでもないわ」

　しかしエルフのやつ……平然としているな。

　俺は、昨夜の出来事が本当に夢ゆめだったんじゃないか、と思い始めていた。

　そのせいだろう。無む意い識しきのうちに、彼女を、本名で呼んでいた。

「……エミリー」

「はいっ♡」

　反はん応のうは劇げき的てきだった。俺が名前を呼ぶや否いなや、エルフは、かぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、と、耳先まで真っ赤になって、「…………」と、うるんだ眼まな差ざしで俺を見つめる。

　下した唇くちびるをかみしめて、肩かたを細かく震ふるわせていた。

　三秒、五秒、十秒ほど見つめ合って……。

「あ、あの……ま、マサムネ？」

　涙なみだがこぼれそうなほど瞳ひとみをうるませているエルフに、俺おれは、こう言った。

「……よ、呼よんでみただけ」

「お……っ」

　エルフは、大口を開けて絶ぜつ句くし、そして、

「驚おどろかせるんじゃないわよ！　ブッ殺されたいの！」

「そこまで怒おこらなくても」

「怒るわよバカぁっ！　ぷ、ぷぷぷ、プロポーズされるのかと思っちゃったじゃない!?　その名前でわたしを呼ぶのは──って、言ったでしょ！　昨日の夜！　超ちよういい雰ふん囲い気きでさあ！　なんで気軽に呼んじゃうの!?　ドキドキしちゃうからやめて頂ちよう戴だい!?」

「ごめん。おまえがあんまり平然としてるもんだから、あれ、夢ゆめだったんじゃないかなって」

「夢じゃないわよ！　わたし、あんなにがんばったのに！　なかったことにされたらたまらないわ！　つーかあんたの反はん応のうを見る限かぎり、勝しよう率りつ10パー未満でも、最後まで突つっ込こんでおくべきだったんじゃないのわたし！」

　エルフは、ぶるぶるぶるっ、と、水みず浴あびをした直後の犬みたいに頭を振ふって、

「ったく……オーケー、落ち着いた。我わが乙女おとめ回かい路ろは眠ねむりについたわ。……さて、気を取り直して第二ラウンド。朝食を食べたら、さっそく海に行くわよ！」

「昨日はみんなで遊んだから、今日はみんなで仕事しようぜ」

「はあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？　なに言ってんの？」

　正気？　みたいな顔で不満をあらわにするエルフ。

「どーせあんたもムラマサも、一ひと晩ばん中じゆう小説を書いていたんでしょう？　もう十分仕事したじゃない。今日も遊びまくりましょうよ」

「おまえ自身は、一秒たりとも仕事してないよね？」

　バッ！　エルフはどこからともなく、円形の表が記しるされた紙を取り出して、見せつけてきた。




「これが今日の合宿スケジュールよ！」
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「どう？　完かん璧ぺきでしょアイタ！」

　エルフにゲンコツを落としたのは、いつの間にか彼女の背はい後ごにいたクリス兄あに貴きだ。

「うちの妹が、申し訳わけない」

　今日もぴしっと白シャツを着ている彼は、エルフからスケジュール表を奪うばい取るや、ビーッとマジックで各かく項こう目もくを塗ぬりつぶし、キュキュキュッと手早く書き直した。




「二日目のスケジュールは、これでどうだろう」
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「あ、問題ないです」

「ちょっと！　問題ありまくりよ！　兄貴もマサムネも、いったいどこに目ぇつけてんの！　ちょっぴりえっちな海水浴パート２は!?　エルフ先生との森のお散歩デートは!?」

「ちゃんと仕事を終わらせたら、特別にお兄ちゃんが一いつ緒しよに行ってやろう」

「くっ……この外げ道どう！　わかってて言ってんでしょ！」

　荒あらぶるエルフに、クリスさんが、無む慈じ悲ひな編へん集しゆう者しや口く調ちようで言う。

「さて、なんのことやら。ともかく、山やま田だ先生には……合宿中に、スケジュールがシャレにならない状じよう態たいになっているゲームシナリオ監かん修しゆうの仕事を終わらせてもらいます」

　ガッ！　クリスさんは、エルフの後頭部を片かた手てで鷲わしづかみにし、そのまま後ろ向きに、ズリズリ引き摺ずっていく。

「さあ、先生、朝食までひと頑がん張ばりしましょうか」

「イタタタ！　イヤぁー！　南の島まできて仕事なんてイヤぁぁー！　助けてマサムネ！　外道を倒たおして姫ひめを救って！　わたしの聖せいなる心が穢けがれちゃう！　ダークエルフになっちゃう！」

　意味わからんが、エルフ先生の心はもとより穢れてると思うよ。

　ズリズリズリズリ──バタン！　扉とびらが閉まり、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　……自じ業ごう自じ得とくとはいえ、むごい。

「……せめて、俺おれたちも付き合ってやろう」

　こうして、合宿二日目は、予定どおり？　『執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』をすることになったのだった。




　ムラマサ先せん輩ぱいが手伝ったという美味おいしい朝食を皆みなで食べたあと、ラウンジに集まって、各自やるべきことををやろう、ってことになった。

　南の島に来たのに、室内で仕事かよ！　と思われるかもしれない。でも、カンカン照りの中でＰＣなんか使えないのだからしょうがない。画面は見にくいし、壊こわれたら嫌いやだし。

「♪」

　俺おれのテーブルを挟はさんだ真正面では、ムラマサ先輩が、さっき渡わたした『銀ぎん狼ろうアフター小説』を、夢む中ちゆうで読みふけっている。

　めちゃくちゃニコニコしているのが、かわいくもあり、嬉うれしくもあり。

「よし……俺も、始めるか」

　俺は、朝書いていた小説の続きに取り掛かかるべく、ノーパソに電でん源げんを入れる。

　ふと右みぎ隣どなりを見ると、シドーくんが、ミニサイズのノートパソコンのようなマシンを起動させているところだった。

「シドーくん、なにそれ？　ノーパソにしては小さいけど」

「シグマリオンⅢという、世界最高の携けい帯たい執しつ筆ぴつツールです」

　世界最高ときたか。シドーくんは、誇ほこらしげにマシンをなでて、

「ドコモの古いマシンなんですが、これ以上に使いやすいものが見つからなくて、いまだに手放せません。初めて小説を書いたのもこいつでしたし、もう長年の相あい棒ぼうみたいなものですね」

「へえ──」

　俺は感心して、小さく古い機械を見つめた。そう言われてみると、かわいい顔をしているような気がするな、こいつ。異い様ように起動が早いし。

　まぁ、俺のレッツノートちゃんの方が、変へん形けい機き能のうも付いてるし、世界一かわいい妹の顔が映うつったりするし、すごいけどね。

「『刀は武ぶ士しの魂たましい』というが、獅し童どう氏にとって、その子は『小説家の魂』とでもいうべきものなのかもしれないな」

　会話に加わってきたのは、ムラマサ先輩だ。原げん稿こうから顔をあげて、俺を見つめている。

「私は、鉛えん筆ぴつと紙で書いていて、どちらも消しよう耗もう品ひんだから、そういう感覚は少し羨うらやましい」

「先輩は、パソコンでは書かないの？」

「手で書いた方が速いからな。……キーボードは、苦手だ」

　あれだけ高速で手書きできるなら、そうかもしれないとは思う。

「ちなみに、私が主にマサムネ君のＷＥＢ小説を読むのに使っていた機械は、そのシグマリオンと同じものだと思う」

「本当ですか！」

　シドーくんが、大喜びで反はん応のうした。

「すごい！　僕以外のシグマリオン使いなんて、初めて見ました！　ていうか、いまどきこれでネット見てる人とか、実じつ在ざいしたんですね」

「シグマリオン使い同士は、惹ひかれあうらしいわよ。あんたたち、結けつ婚こんしちゃえば？」

　そう言ったのは、俺おれの左ひだり隣どなりに座すわるエルフである。

　浴衣ゆかたではなく、ノースリーブのロリータファッション。

　この会話を聞いていると、シグマリオンが魔ま剣けんかなにかの名前みたいだな。

　ムラマサ先せん輩ぱいとくっつけようとするエルフの発言に、シドーくんは冷静にこう答える。

「魅み力りよく的てきな提てい案あんですが、無理でしょうね。──ムラマサさんは、他に、好きな人がいるみたいですし」

「ッッ!?」

　びくーん、と硬こう直ちよくするムラマサ先輩。大いにうろたえ、口をふにゃふにゃさせて、

「な、ななな、なぜ……君までしょれをっ……」




「なんでわからないと思ったの？」「なんでわからないと思ったんですか？」




　エルフとシドーくんの回答がハモった。

「あんたが『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』に提てい出しゆつした小説って、マサムネとあんたのことでしょ？　わたしはマサムネからも詳しよう細さい聞いたけど、聞かなくったって読めば一発でわかったわよ。どっかの売れっ子天然作家が、まったくカムフラージュしないでそのまま書くんだもの」

「僕は、直ちよく接せつお会いするまで『たぶんそうなんだろうな』くらいの認にん識しきでしたが、お二人の態たい度どを見ていて『やっぱりそうか』と確かく信しんしました」

「「………………」」

　エルフとシドーくんから、揃そろって言われて、ムラマサ先輩のみならず、俺までもが赤くなってしまう。くそっ、なんで執しつ筆ぴつツールの話から、恋バナに脱だつ線せんしてしまったんだ……！

　シドーくんは、俺とムラマサ先輩を交こう互ごに見て、

「でも、お二人は付き合っているわけではない……んですよね？」

「ま、まあ」俺が答える。

「それって……」

「ホモだからじゃないよ!?」

　これだけは、繰くり返し釘くぎを刺さしておかねば。

　俺がシドーくんと会話をしているわきで、ムラマサ先輩はうつむいたまま、

「……そ、そんな……みんなにバレて……ということは……ど、どっど、読者にも……？」

　なんてぶつぶつ呟つぶやいている。

　えっと……もしかしてこれ、千せん寿じゆムラマサ先生が、初めて『読者の感想』を気にした記念すべきシーンなのでは……？

　俺おれと同じことを考えたらしいエルフが、ノリノリで言った。

「そうね！　きっとムラマサちゃんのピュアな初はつ恋こいが、アレを読んだ読者全員に、伝わっちゃったでしょうね！　思春期の中高生や、ラノベ好きのオタクさんたちが、みーんな『ムラマサ先生ったら、小説で告白してる！　かっわいーっ！』って思ったことでしょうね！」

「ぅ、ぅぅ……」

　ムラマサ先せん輩ぱいの顔が、どんどん真っ赤になっていく。

「実はぁ、ネットでも、『ムラマサ先生のお相手探し』が盛もり上がってたりするのよ！　くふふふ……わたしもツイッターで、真相を知ってる的な思わせぶりツイートをしちゃったわ！」

「……くふぅぅぅ……」

　ムラマサ先輩は、両手で顔を覆おおってしまう。

　あんまりいじめないであげて……！　羞しゆう恥ちで死んでしまう……！

　そこでシドーくんが一言。

「そういえば、『千寿ムラマサ先生の初恋』というタイトルで、Togetterにまとめられていましたね」

「なにを隠かくそう、わたしがまとめたのよ！　美少女だという噂うわさも付け加えてね！」

「おまえ最悪だよ！　完全に面おも白しろがってんじゃねえか！」

　見ろ！　ムラマサ先輩が、恥はずかしさのあまりプルプルしちゃってるじゃないか！

「う、うぅ……うぅぅぅう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もぉぉ！　しるかぁ！」

　だんっ！　羞恥のうめき声をあげていた先輩が、いきなりでかい声とともに立ち上がった。

「いいだろうっ！　バレてしまったものは仕方がないっ！」

　豊ほう満まんな胸むねを堂々と張はって、真っ直ぐに俺を見る。

「聴きけいっ、皆みなのもの！　わ、私は！　マサムネ君が大好きだぞっ！」

「せ、先輩！」

「広めたければ広めるがいい！　まとめたければまとめるがいい！　隠かくすことなどなにもないっ！　すべて真実なのだからなっ！　我わが恋心に、恥ずべきことなど欠片かけらもなし！」

　先輩かっこいい！　でも俺が恥ずかしいからやめて！　お願い！

「くふふふ、開き直りやがったわねフラれ女！　むきになってるときのあんたって、さいっこーにかわいいわ！　大好きよ！」

　大喜びしているエルフを無む視しし、ムラマサ先輩は俺に向けて声を張り上げる。

「こ、この際さいだからぜんぶバラしてやるっ！　私が、小説を書く時間を減へらしてまで、亜あ人じん風ふ情ぜいの計けい略りやくに乗ってこの島にやってきたのは、マサムネ君の『お蔵くら入いり小説』を読ませてもらうためだけじゃないんだぞっ！」

「えっ……」

　そういえば、エルフがそんなことを仄ほのめかしていたよーな。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、エルフをびしっと指さして、

「そ、そいつが、行き帰りの乗り物でマサムネくんの隣となりに座すわらせてくれるっていうから……！」

「そんな理由だったの!?」

「う、うん」

　こくん、と頷うなずく先輩。

　そういえば、飛行機でも、フェリーでも、俺おれの隣にはムラマサ先輩が座っていた。

　彼女は、先の威い勢せいが一気に弱まり、ふにゃっとした口く調ちようで言う。

「そ、それに……一いつ緒しよに旅行に行けば、二人きりで話す機会があるかも……って……」

「……あ……う……」

　本当、この先輩は、今日だけで俺をどれだけ恥はずかしがらせれば気が済すむんだ。

　パンパンと、エルフが手を鳴らした。

「はいはい、順調にフラグを積み重ねているところ悪いけど──マサムネ。ムラマサのチョロかわいさに騙だまされちゃあダメよ！」

　エルフは、ムラマサ先輩と俺を交こう互ごに見てから言った。

「あんたにも見せたはずよ、あの禍まが々まがしいＡ級スキルの数々を！　認にん識しきを改めなさい。そいつの精神メンタルはヒロインっていうより、どっちかっつーと『ア●イジング・スパ●ダーマン２』のエレクトロみたいなもんなんだからね」

「……俺にもわかるたとえで言ってくれ」




「こいつ絶ぜつっ対たい、ひとりのとき部屋でブツブツお話ししているわよ──エアマサムネと！」




「恐こええぇぇぇえぇよ!?」

　さすがにそれはねーよ！　なぁ、ムラマサ先輩？

　ムラマサ先輩を見ると、彼女は焦あせった様子で、

「……な、なんでしってる」

「……！」

　……ほ、本当だった……だと……!?

　汗あせをびっしりかいて戦せん慄りつする俺。見る目ありすぎるだろう、エルフのやつ……。

　ドン引きする俺の様子を見たムラマサ先輩は、かわいい仕し草ぐさと声で、

「……ダメ……かな？」

「悪いそれだけはマジやめて」

　想そう像ぞう上じようの俺とこっそり会話をしているという狂くるったエピソードのせいで、普ふ段だんの俺なら萌もえ萌もえになってしまうだろうシチュが、なんの効こう果かも及およばさないどころか、恐きよう怖ふを煽あおるばかりであった。

　がーん！　と、真っ青になって呆ぼう然ぜんとするムラマサ先せん輩ぱい。

　完全に脱だつ力りよくし、口からエクトプラズムを漏もらして、ソファでぐったりしている。

　話題が途と切ぎれた瞬しゆん間かんを狙ねらったように、パンパン！　という拍はく手しゆがラウンジに響ひびく。

　音を鳴らしたのは、今度はエルフではなく、その兄、クリスさんだった。

「盛もり上がっているところ申し訳わけないが、山やま田だ先生を、仕事に集中させたいんだ」

「あ、すいません」

　俺とシドーくんが軽く頭を下げた。

「じゃあ、エルフさん、和泉いずみくん、仕事に戻もどりましょうか」

「待ってみんな！　わたしの現げん実じつ逃とう避ひを終わらせないで頂ちよう戴だい！　目の前に山積みされた仕事から、いつまでも目をそらしていたいの！」

「諦あきらめて仕事しろよ」と、俺。

　というか、あえて見ないようにしていたのだが……さっきから、エルフの目の前には、タウンページ並なみに分ぶ厚あつい紙束が、どさどさっと積まれている。

「見てよ！　これ全部ゲームの監かん修しゆう物ぶつなのよ！　これ全部に目を通して、おかしいところを修正したり、要望をまとめたりしなくちゃいけないのよ！　ありえないでしょ！」

　半泣きで文もん句くを垂たれるエルフ。

　そういえば、こいつのアニメ化も決定したデビュー作『爆ばく炎えんのダークエルフ』は、携けい帯たいハードで、ＡＤＶ化が進行中だったんだっけ。

　このタウンページみたいなのは、いわゆる『ゲーム監修の仕事』というやつらしい。

「ゲームの監修って、大変なんだな」

　見るからに多そうだもの。

「この仕事の締しめ切り日までは、あと一週間も残っていない。できれば合宿中に片かた付づけてしまいたいんだ」

　クリスさんが、あっさりと言った。

「……一週間は、ちょっと無理では？」

　読むのすらキツいと思われる。たぶんこの仕事の大部分を占めるのは『ギャルゲーの、隠かくしを含ふくむ全ルート、すべてのテキストを読んでチェックし修正する』という作業なのだろうし。

「バンナムのプロデューサーが、『「とらドラ！」の竹たけ宮みや先生は一週間でやってくれましたよ？』って煽あおるから、つい引き受けちゃったのよ。──冷静に考えてみたら、できるわけなかったわ」

「バカじゃね？」

　そんなん絶ぜつ好こう調ちよう時じの俺でも無理だよ。

　他人と比ひ較かくされるとむきになっちゃう、作家の習しゆう性せいを利用した巧こう妙みような罠わなだろ。

「ハッキリ言わないでくれる!?　ゲーム化なんて初めてだから、監かん修しゆうがこんなに膨ぼう大だいな量の仕事だなんて知らなかったの！　完全に騙だまされたわ！」

　危き険けん発言をわめくエルフの肩かたを、クリスさんが、ぽんと優やさしく叩たたいた。

「ちなみにアニメの脚きやく本ほん監修の仕事もあって、そっちの締しめ切りも迫せまっているから、忘わすれるな。あとアニメ放ほう映えい中ちゆうに、原作小説の新しん刊かんを絶ぜつ対たいに二冊さつ出させるから、それも前まえ倒だおしで書くように」

「バカじゃないの!?　バカじゃないの!?　なんでみんなして締め切りを被かぶせてくるのよ！　そんなんどーがんばったって完かん遂すいできるわけないでしょうが！」

「諦あきらめて手を動かせ。帰ったら脚本会議とアフレコもある。ブルーレイとゲームの特典小説もあるぞ。最近のファンは、長ちよう編へん小しよう説せつ並なみのボリュームを期待していることだろうな。おっとコミカライズも、アニメに合わせて新しん展てん開かいだ。スピンオフも始まるぞ。それとフェア用の短編が──」

「う、うわあ──────ん！」

　真に危険な締め切りというのは、発生した瞬しゆん間かん『こりゃ無理だ』とわかり、しかも断ことわれない。

　俺おれは、大きな教訓をひとつ学んだのであった。




　それから、俺たちは二時間ほど仕事をして過すごした。

　しん、と静まり返ったラウンジに、複ふく数すうの作業音が響ひびいていた。

　カタカタとキーを打つ音。

　パラリ、パラリと紙をめくる音。

　シクシク、グスグス──と、エルフ先生がすすり泣く声。

　暖あたたかい南の島の別荘で、涼すずしいエアコンの風に吹ふかれながらする仕事は、思いの外はかどった。そろそろ短編が完成してしまいそうである。

　さらにいくばくかの時が過ぎて……若じやつ干かん集中力が切れてきた頃ころ。

　ふと気配を感じて顔を上げると、ムラマサ先輩が、俺の前に立って、にこにこと上じよう機き嫌げんに身体からだを揺ゆらしていた。

「マサムネ君♡　新作でーきた？」

　エサを待つヒナ鳥みたいだ、なんて失礼な感想を抱いだきつつ、俺はこう返事をする。

「もうすぐ完成するけど、今朝けさ渡わたした『銀ぎん狼ろう』の新作は、もう読み終わったの？」

「うんっ」

　バッ！　彼女は、後ろ手に持っていた『銀狼アフター小説』を、身体の前に持ってきて、

「君が予告したとおり、『すっごく面おも白しろい駄だ作さく』だったぞっ！」

「へっへー、だろ？」

　期待どおりのリアクションに、俺は笑顔を向ける。

　小説を書いて、すぐに感想をもらえるというのは、面おも白しろいよなあ。

　それが趣しゆ味みで書いた小説なら、なおさら。

　俺は、先日、『千せん寿じゆムラマサの専せん属ぞく小説家になる』という話を、断ことわってしまったわけだが──いまやってることって、それと似にたようなものなんじゃないか、なんて思う。

「『すっごく面白い駄だ作さく』って、どんなのよ？」

　エルフが、赤ペン片かた手てに、覇は気きのない声で言った。

　俺は、指を一本立てて、得意げな口く調ちようで答えてやる。

「『銀ぎん狼ろう』の作中で死んだキャラが、敵てきも含ふくめて全員生き返って、幸せに暮くらす話」

「駄作だぁー！」

　エルフは大口を開けて叫さけび、それから苦笑した。

「蛇だ足そくもいいところでしょそれ。ラスト台無しっつーか、公こう式しき同どう人じん誌しみたいっつーか。……一いつ般ぱん読者にはとてもお届とどけできない代しろ物ものね」

　予想どおり、ボロクソ言われてしまう。でも、俺は、わかっていて書いたのだ。

　俺の作品を好きなファンにこそ、読ませることができない物語。

　俺が書きたくっても、読ませる相手がいなかった物語をだ。

「でも──面白かったんだ？」

「ああ」ムラマサ先せん輩ぱいが、原げん稿こうを胸むねに抱だく。「私が読みたかったのはこれだっ」

　そう言ってくれると思った。

　もしかしたら、俺のファンの中には、他にも、こんな話を受け容れてくれる人がいるかもしれない。でも『その人』だけに物語を届ける方法なんて、なかったから。

　こんな機会でもなけりゃあ、書けなかった。

「ありがとな、先輩」

　いまはもう、メールのやり取りすらなくなってしまった『あの人』のことを思い出す。

　俺に初めて感想をくれた『あの人』が、もしもこの場にいたならば……こんなふうに、幸せな駄作を、喜んで読んでくれたのだろうか。

　ふと、なぜか──

　帰ったら、エロマンガ先生にも読んでもらおう、と、思った。




　そうして。

　短たん編ぺん小しよう説せつを書き上げた俺は、ムラマサ先輩に原稿を渡わたし、いまは『世界で一番可愛かわいい妹』二巻かんの構こう想そうを練っているところだった。

　ムラマサ先輩は、いま俺が渡したばかりの小説を、夢む中ちゆうで読んでくれている。

　エルフはゲームの監かん修しゆうをがんばっており、シドーくんは、どうやら『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』で使った短編小説の、長編化作業をしているようだ。

　めいめいに仕事をしている──『取材＆執しつ筆ぴつ合がつ宿しゆく』の正しい姿すがたがそこにあった。

　あった、のだが。

「すまないが、三十分ほど席を外す」

　時計を見上げたクリスさんが、ソファから立ち上がった。

　瞬しゆん間かん、ぴくぴくっ、と、エルフの尖とがった耳が動く。

　クリスさんは、嫌そうにそれを見て、

「……私がいない間、サボるなよ？」

「はいっ」と、素直なお返事をするエルフ。

「絶対サボるなよ？　泳ぎに行ったり、ゲームやって遊んだりするなよ？」

「はいっ、お兄様♪　わたくし、決してお仕事をサボったりいたしませんわ！」

　目を輝かがやかせて言うのである。数秒前まで、死んだ魚のような目になっていたくせにだ。

「………………」

　クリスさんは、悩なやましげに、指でこめかみを揉もむ。はぁっと息を吐はいて、

「……君たちも、一いち応おう、監かん視ししておいてくれ」

　そう言い残して、後ろ髪がみを引かれるような感じで、ラウンジから出ていった。

　ばたん、と、玄げん関かんの扉とびらが閉しまる。監視者の姿がなくなるのを、にゅっと首を伸のばして見ていたエルフは、封ふう印いんから解とき放たれたとばかりに、元気よくジャンプした。

「ひゃっほう！　さあ！　みんな！　遊ぶわよ！」

　ガチャ。クリスさんが戻もどってきた。

「いま、なにか言ったか？」

「気のせいですわお兄様！」

　バタン。再ふたたびクリスさんがいなくなる。

「フー、びっくりした。死ぬかと思ったわ」

　……にぎやかな兄妹きようだいだな、こいつら。

　正直うらやましい。俺おれも紗さ霧ぎりと、こんなふうに楽しくお喋しやべりしたい。

「ってわけで……遊びましょう」

　ソファに座すわったエルフは、玄関扉をチラ見しながら、声をひそめて言った。

「監視しておいてって頼たのまれちゃったからなあ」

「エルフさん、ちゃんと仕事しませんか？」

「やーだぁ！　だって、もう二時間も強きよう制せい労ろう働どうに従じゆう事じしたのよ？　遊んで気晴らししないと集中力が持たないわ！　ねっ？　ちょっとだけだから！　ねっ？　外げ道どうがいないウチに！　ねっ？　ねっ？　お願ぁ～い♡」

　エルフは、俺とシドーくんを、超ちよう必ひつ死しに拝おがんでくる。

　ちなみにムラマサ先せん輩ぱいは、もちろん我われ関かんせずとばかりに小説を読みふけっていた。

　マイペースな御お方かたなのだ。

　エルフがあまりにもウザすぎて、自分たちの仕事ができそうにないので、俺おれは仕方なくこう言った。

「しょうがない、ちょっとだけだぞ？」

「やった♪　あんたのそういう押おしに弱いところ好きっ！」

　……まったく褒ほめられている気がしない。

　シドーくんも、やれやれという風ふ情ぜいで苦笑した。

「……では、なにをやって遊びます？　さすがに外に出るのはマズいでしょうし、短い時間で終わるゲームがいいと思いますが」

「決まってるじゃない！」

　がたっ！　エルフがソファをズラすほどの勢いきおいで立ち上がった。




「王様ゲームよ！」




「お、王様ゲーム……だと……？」

「そ、それって、合コンなどで行われるという、あの……！」

　俺とシドーくんは、震ふるえる声を隠かくせない。エルフが、厳おごそかな声で言う。

「そう……『王様ゲーム』。オトナな男女のみが遊べるという、〝合コン三大遊ゆう戯ぎ〟のひとつ」

「ば、ばかな！」

「エルフ！　おまえ……本気か！　本気であの『伝説のゲーム』をやるってのか!?」

「本気だってば。あんたたち、どーせやったことないんでしょ？」

「ない！　ないない！」「一度もないです！　たぶん！」

　ぶんぶんと手を振ふっておののく、俺とシドーくん。

「えっ？　シドーくんもないの？　大学生なのに？」

「だ、大学生がみんな合コンやってるみたいなこと言わないでください！」

　そりゃね。中学生女子でも、めぐみみたいにビッチっぽい娘こもいれば、紗さ霧ぎりのように純じゆん粋すい無む垢くな天使や、エロマンガ先生のような変へん態たいもいる。

　大学生にだって、色んな人がいるだろう。

　ただ、シドーくんは、見た目も爽さわやかだし、幹かん事じっぽい性せい格かくだし、そういった『合コンなどに参加しているタイプの大学生』だとばかり思っていたのだ。

「そりゃ……合コンとか、女の子たちが来る飲み会とか……参加したことがないわけじゃないですけど…………」

「王様ゲームは、やったことがない？」

「……と、思います」

　なんで自分のことなのに、曖あい昧まいなんだよ。

　俺おれは気を取り直して、エルフに言う。

「ほら、エルフ。リア充じゆう大学生っぽいシドーくんですら、『王様ゲーム』などやったことがないらしいぞ。やっぱりこれって、『ポッキーゲーム』とか『ツイスターゲーム』みたいに、創そう作さくの中にのみ存そん在ざいする、空想上のゲームなんじゃないの？」

「だからこそ、やってみよーって言ってるんじゃない！　普ふ段だんできないことをやらなくちゃ、取材になんてならないわ！」

「むう……」

　確たしかに、そのとおりではある。

　それに王様ゲームって、特別な道具なんかなくてもできて、短時間で終わるゲームではあるよな。エルフは、依い然ぜんとして小説を読み続けているムラマサ先せん輩ぱいを指さした。

「ムラマサ！　あんたもやるんだからね！」

「…………」

「聞きなさいよ！」

　エルフが超ちようでかい声を張はり上げると、ようやく先輩は顔を上げた。

『うるさい殺すぞ』みたいな凶きよう悪あくきわまりない眼まな差ざしで、

「……なんだって？」

「王様ゲームをやるわよ！」

「王様ゲーム？　なんだ、それは……？　私は、小説を読んでいたいんだが……」

「オーケイ、予想どおりの返答よ。……ちょっと来なさい」

　エルフは、渋しぶるムラマサ先輩の肩かたに腕うでを回すや、立たせてラウンジの隅すみっこまで連れて行った。でもってこちらに背を向けて、なにやらコソコソと説得している様子。

「……ムラマサちゃん、王様ゲームってのはね？」

「……それのどこが面おも白しろいんだ？」

「だからー…………でしょ？　それで……マサムネに……」

「！　なんと……そんなことが…………ふむ、ふむ……」

　……おい、いま俺の名前が聞こえたんだけど。

　俺が不安になっていると、バッ！　と、二人がそろってこっちを向いた。

　そして、

「ま、マサムネ君っ、王様ゲームをやるぞっ！」

　やる気に満ちた先輩がそこにいた。わくわくしているのか、頰ほおが紅こう潮ちようしている。

「……エルフ、おまえすごいな。なんつって説得したの？」

「秘ひ密みつ。ムラマサの説得なんて、このわたしにとってはちょろいものよ」

　あ、こいつムラマサ先輩を、なんかダマしてるなってのはわかった。

「じゃ、さっそく始めましょうか。クジの代わりに、このトランプを使うわ」

　エルフは、ソファの横に置いてあったバッグから、トランプを四枚まい取り出して、テーブルの上に、表向きで、並ならべて置いた。

「１から３までの数字と、キングね。これを裏うら返がえして、と」

　エルフは、トランプを裏返して、シャッフルした。

「さ、一枚ずつ取って頂ちよう戴だい──取ったわね？　一いち応おう説明すると、キングを引いたやつが王様で、１から３の数字を引いたやつに、なんでも命令できるというゲームよ。──はいっ、じゃあゲームスタート、わたしが王様ね！」

　当然のように王様宣せん言げんをするエルフ。

「……おい、まるで自分が王様を引くって、わかってたみたいな反はん応のうだったな」

　イカサマじゃないの？　と、かなり直ちよく接せつ的てきに言ったつもりだったが、エルフはこれを完全にスルー。女王となった彼女は、俺おれたち配下を見回して、

「んー、最初の命令は、どーしようかしらねぇー」

「……！」

　ムラマサ先せん輩ぱいが、エルフに向かって、なにやら意味ありげにパチパチと瞬きをしている。

　エルフはそれを一いち瞥べつするや、ぷいっと俺の方を向いてから言った。

「まずは小こ手て調しらべ！　１番がぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　１番──俺だ。

「２番にチューする！」

「ブフッ!?」

　俺は盛せい大だいに噴き出した。

　なっ!?　ななな、な……っ！　チューって！　こ、このエロエルフ！　女の子もいるってのに、なんつー命令をっ！　そりゃ、王様ゲームってこういうものなのかもしんねーけど！

　ま、まさかこの面子めんつで合コンみたいな真似まねをするとは……！

　俺は、ぐるぐると目を回して混こん乱らんする。

　はっ！　そ、それよりも！　２番！　２番って誰だれだ!?　もしやムラマサせんぱ──

　俺が、動どう揺ようと期待の中、チューの相手を見定めようとした瞬しゆん間かん、

「！」

　ダッ！　無言で立ち上がったシドーくんが、玄げん関かんに猛もうダッシュした。

「あ！　逃にげた！　マサムネ！　追いなさい！　ヤツが２番よ！」

「追うわけねーだろ！」

　男とチューなんてできるかっ！

「なによ！　せっかくキスシーンを写真に撮とってツイッターにアップしようと思ったのに！」

　殺す気か！

　つかこいつ、いまの言動、俺おれが１番だって知ってたっぽいんだけど、気のせいだよな？

　──結局、シドーくんは逃にげたまま帰って来ず、王様ゲーム開始早々、一名の脱だつ落らく者しやが出てしまった。

　ムラマサ先せん輩ぱいが、じろりとエルフをにらみつけた。

「……エルフ貴き様さま、打ち合わせと違ちがうじゃないか。…………せっかく番号を教えてやったのに」

「小こ手て調しらべって言ったでしょ？　まあ見てなさいって」

「おい、そこの女じよ性せい陣じん、事前打ち合わせとかずるいぞ！　というか、三人じゃ王様ゲームとかできないだろ。各おの々おのの数字がバレバレになっちゃうし」

「そうね。じゃあ、ルールを変えて、さらにひとり面子めんつを増ふやしましょう」

　エルフは、あっさりとそう言って──




「え？　王様ゲームやんの？　マジでっ!?　やるやる！　オレもやる！」




　もっとも『このゲームに呼よんではいけない人物』を召しよう喚かんした。

　現げん在ざい、俺は胸むねにタブレットＰＣを抱だいており、画面には、お面めんをつけたエロマンガ先生が映うつっている。『開かずの間』と、スカイプをつなげてあるのだ。

「いやー、いまイラストちょーいいとこだったんだけどさー、王様ゲームと聞いちゃあ参加しないわけにはいかないなっ！　生しよう涯がいで一度はやってみたかったんだよね！　伝説の『王様ゲーム』ってやつをさ！」

　まぁ、引きこもりには無む縁えんのゲームではあるよな。

　どうやらエロマンガ先生は、俺たちと同じく、『王様ゲーム』という単語に、多大なる幻げん想そうを抱いだいているらしかった。

「でも、ひとりスカイプで王様ゲームとか、どうやってやるんだ？　あとマジでこのゲームを続けるってんなら、女性陣がイカサマをしてるっぽいのを、なんとかして欲ほしいんだけど」

　俺が疑ぎ問もんと要望をエルフに伝える。そしたら、

「そんなら、王様をエロマンガ先生に固定しちゃいましょうか」

　とんでもない答えが返ってきた。

「このやり方なら、わたしとムラマサが共きよう謀ぼうしてイカサマをすることは、できないでしょ？」

「やっぱりイカサマしてたのか！」

「してないしてない。でもあんたが疑うたがってるみたいだし、エロマンガ先生もそっちのが面おも白しろいかなーって」

　もしかすると、部屋から出られない紗さ霧ぎりに、合宿の楽しさを味わわせてあげようというエルフなりの配はい慮りよなのかもしれないが……しれないが！

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　ネロ以上の暴ぼう君くんが誕たん生じようしちゃわない？　超ちよう心配なんですけど……。

「まぁ、ためしにやってみようじゃない。エロマンガ先生は、それでいい？」

「いいよー。あとそんな名前のひとはしらない」

　というわけで。

　エロマンガ先生を王に据すえた、王様ゲーム第二ラウンドが始まった。

　三枚まいに減へらした数字トランプを、俺おれ、エルフ、ムラマサ先せん輩ぱい──各おの々おのが引く。

　そして、

「えーっと、それで……オレがみんなに命令すればいいのかな？　１番が～とか」

「そういうコト。──さっ、なんでも命じて頂ちよう戴だい！　いまこのときより、我われら〝円卓の騎士ナイツ・オブ・ラウンド〟は、〝エロマンガ大王〟の下しも僕べとなったわ！」

「そ、そんなキケンな名前のひとはしらないっ！」

　ほんとだよ。電でん撃げき大だい王おうからクレーム来てもしらねーぞ。

　いつもと似にて非ひなる台詞せりふを叫さけんだエロマンガ先生、改め、エロマンガ大王は、「こほん」と気を取り直したように咳せき払ばらいをするや、最初の命令を俺たちに下す。

「１番のひとがっ、服を一枚脱ぬぐっ！」

「わたしよ！」

　ズバーン！　エルフは、１番のカードとともに、さっそうとブラウスを脱ぎ捨すてた。

　まるで格かく闘とう家の入場シーンのような、堂々とした早脱ぎ──って！

「お、おまえっ！　なんて格かつ好こうを……！」

「え、エロマンガ大王政せい権けんを認みとめた以上、この程てい度どの被ひ害がいは覚かく悟ごの上よ！」

　赤面しつつも、エルフはニヤリと笑ってみせる。

　エロマンガ先生が、はっとした声を張はり上げた。

「あ！　エルフちゃんずるい！　それ、水着じゃん！」

「くふふふ……こんなこともあろうかと、準じゆん備びしておいてよかったわ！」

　こ、こいつ、王様ゲームで脱だつ衣い勝負になることを、読んでいたというのか……！

「ずるい！　ずるーいっ！　かわいいけどっ！」

　エロマンガ先生モードになった俺の妹は、本気で悔くやしがっているようだった。

　……まぁ、楽しそうでなにより。

「さあ！　次のターンよ！　エロマンガ大王！」

　王様は固定されたまま、臣下たちに再ふたたび数字が振ふられた。

　エロマンガ大王が、猿さるのようにはしゃいで、新たなる命を下す。

「うはっ！　このゲームちょー楽しいね！　よぉーっしっ、どんどんいっちゃうよ！　次は──１番のひとがっ」

　びくんっ！　ムラマサ先輩がソファに座すわったまま、飛び跳はねる。

　……どうやら、先せん輩ぱいが１番らしい。

　きらーん、と俺おれの胸むな元もとで、エロマンガ大王の目が光った。

「その着物を一枚まい脱ぬぐっ！」

「っっ！」

　ムラマサ先輩は、真っ赤になって立ち上がり、ラウンジの出入口に猛もうダッシュした。

　その瞬しゆん間かん、先輩の前にエルフが素す早ばやく回り込んだ。ばたんとラウンジの扉とびらを閉しめて、

「逃にがさないわよムラマサ！　さあ！　脱ぎなさい！」

「こ、こここ、こんなふしだらなゲームだなんて、聞いてないぞ！」

「言ってないもの」

「き、貴き様さまぁ！　わ、私を陥おとしいれたのか!?　王の命令で、私に美味おいしい思いをさせてくれると言ったのに！」

　そんな密みつ約やくが結ばれていたのか……。

　瞳ひとみをうるませ、胸むねを抱だいて震ふるえるムラマサ先輩は、完全に恥はずかしがり屋の乙女おとめになっていた。俺は見ていられなくなって、エロマンガ先生に抗こう議ぎした。

「こらっ、エロマンガ大王！　王様ゲームって、女の子を脱がすゲームじゃねーから！　違ちがう命令にしろ！」

「えー」

　不満げなエロマンガ大王閣かつ下かであったが、意外にもすぐに納なつ得とくした。

「わかった。じゃあ違う命令にする。服を脱げってのはやめるから、えーっとね……」

「……ほっ」

　と、胸をなでおろす先輩に、エロマンガ大王はこう命じた。

「どんなぱんつ履はいてるのか、教えて」

　言うと思った。この命令は完全に予よ測そくできていた。まぁ、こうくるだろうな、と。

　でも、まぁ、このくらいなら……許きよ容よう範はん囲いなのではないか？　なんて、そう思ってしまうのは、俺がエロマンガ先生の（めぐみとかへの）仕打ちに慣なれてしまったからだろうか？

「えっと、先輩……俺、耳塞ふさいでいるから──」

　聞いているのが女の子だけなら、この命令でも大だい丈じよう夫ぶだよね？　と、そういう意図を込こめて、ムラマサ先輩の方を向くと───




「…………………………………………………………………………………………………………」




　彼女は、『服を脱げ』と命じられたときよりも、さらに真っ赤っかになっていた。

　恥はじらうようにうつむいて、ぎゅ！　と、両手で股こ間かんを押おさえている。

　──あれ？　いまの命令に、そこまで恥じらう要よう素そがあったか？
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『服を脱ぬげ』の方が、よっぽど恥はずかしいし、赤くなりそうなものだけれど。

「どうしたの？　ムラマサちゃん、どんなぱんつ履はいてんの？」

　エロマンガ先生が、王様ゲームじゃなければセクハラになってしまう質しつ問もんを繰くり返した。

　しかし先せん輩ぱいは答えない。『死ぬほど恥ずかしいことを聞かれた』とばかりに、恥じらうばかりである。

　えーと………これは…………。

　…………………………………………。

　……………………………………………………………………はっ！　ま、まさか！

　俺おれが真実にたどり着くと同時、エルフが声を張はり上げた。

「あ、わかった！　ムラマサ、あんた、さては──」

　ガッ！　素す早ばやくエルフの背はい後ごに回り込んだ先輩が、その口を手でふさぐ。

「そ、それ以上言ったら殺す！」

「むぐっ、むぐぐっ」

　エルフを拘こう束そくしているムラマサ先輩は、赤せき面めんし恥じらいつつ、目が据すわっているという、意味わからん状じよう態たいになっていた。マンガだったら、両目がぐるぐるに描えがかれているところである。

　このままうやむやになるかと思いきや、エロマンガ先生がクールな機械音声で、

「ノーパンなの？」

　言いやがった！

「…………………………」

　別べつ荘そうのラウンジから、あらゆる音が消え失せた。俺おれも、エルフも、ムラマサ先せん輩ぱいも、エロマンガ先生も……誰だれも、なにも言わない。

　まるで時間が止まったかのようであった。

　………………………………。

　さらなる時間がすぎて、沈ちん黙もくに耐たえられなくなった俺が、『マジで？』みたいな顔でムラマサ先輩を見る。

「……ぅっ！」

　びく、と、彼女は肩かたを震ふるわせて──がばっと俺の襟えりに摑つかみかかった。

「き、着物だから……！　着物だからっ！　着物だからなのぉっ！」

「わ、わかってるって！」

　ムラマサ先輩は、人生最大の羞しゆう恥ちを味わっているのであろう表ひよう情じようで、『違ちがうの違うの』と、超ちよう必ひつ死しに弁べん明めいをし続けていた。




「おい、エロマンガ先生……おまえのせいで、超気まずいゲームになっちゃったろうが」

「……つ、つい」

　ついじゃねーよ。

「……どうしよう」

　エロマンガ先生モードから立ち返った紗さ霧ぎりは、さすがに悪いなと思ったのか、ソファでぐったりとしているムラマサ先輩に対し、気き遣づかうようにこう言った。

「ごめんね……えっと、さっきのネタで一枚まい描かいてあげるから、許ゆるしてくれる？」

「許すわけあるかっ！」

　当然の反はん応のうだった。

　えっちなイラストを描いて許してくれるのは、エルフくらいのものである。

　がば！　と顔を上げた先輩は、涙なみだ目めで、ぶんぶんこぶしを振ふって、

「と、というか！　もうその話はやめてくれ！　一いつ刻こくも早く忘わすれたいっ！　くそうっ、二度と王様ゲームなどやらんぞ！　エルフ！　貴き様さまもいいなっ！」

「そ、そうね……一区切りしたし、違うゲームをやりましょうか」

　ムラマサ先輩の背せ中なかをなでて慰なぐさめていたエルフが、そう口にしたとき。

　俺たちのいるラウンジに、クリスさんとシドーくんが、一いつ緒しよに戻もどってきた。

「あ！」

　エルフが、シドーくんを指さし、声を荒あらげる。

「国くに光みつあんた、裏うら切ぎったわね！　わたしたちが仕事をサボって王様ゲームで遊んでいることを、兄あに貴きに言いつけるなんてっ！」

「……え？　いや、言いつけてないですよ？」

「えっ？」

「クリスさんとは、そこで偶ぐう然ぜんお会いしただけで……」

「な、なぁんだ。そうなんだ。疑うたがって悪かったわね」

　ほっと息を吐はくエルフだったが、おまえそれ……。




「ほう……仕事をサボって、王様ゲームで遊んでいたのか」




　ほら、クリスさんに、自分でバラしちゃってるじゃん。

「あっ」

　遅おくればせながら、エルフも自分のミスに気付いたらしい。口に手を当て、さっと顔色を青くした。

　クリスさんは、無む表ひよう情じようで担たん当とう作さつ家かを凝ぎよう視しして、

「そうかそうか、なるほどなるほど──王様ゲーム、王様ゲームね。大変けっこうなことだな」

「あの、お兄様？　違ちがうの。これはね？」

「では、次は、私が王様でいいかな。この場にいる作家全員、王様である私の質しつ問もんに答えてもらおうか。──『君たちの、いまやるべき仕事はなんだ？』」

　マジ説教のテンションであった。

　こ、こっちまでとばっちりが飛んできているじゃないか。まぁ、エルフと一いつ緒しよになって遊んでいた俺おれたちも悪いが。

　ちらりとノーパソの画面を見ると、すでにスカイプは切れていた。

　……エロマンガ先生め、逃にげやがったな。

　クリスさんは、全員を見回してから、ゆっくりと言う。

「まずは、獅し童どう先生からだ。君の、いまやるべき仕事は？」

「た、短たん編ぺんの長編化作業です！　もう、ほぼ終わってます！」

「よし。では、和泉いずみ先生」

「新作二巻かんの構こう想そうを練ることです」

　実のところ、ぜんぜんはかどってないのだけど、『もうちょっとで終わりますよ。サボってなんかないですよ』という空気を出して言う。これ、作家の必ひつ須すスキルな。

　クリスさんは、「うむ」とうなずいて、俺から視線を、自分の妹へと移うつした。

　低く怖こわい声で、

「山やま田だ」

「はい」

「おまえのやるべきことは？」

「げ、ゲームのシナリオ監かん修しゆうです」

「そうだ。──で？　なぜそれがわかっていて、王様ゲームをやって遊んでいた？」

「き、気晴らしがしたいかなぁって」

「そうか。気晴らしはできたか？」

「ま、まぁまぁ」

「それはよかったな。──ヒロイン三人分のシナリオ監修が終わるまで、今日は寝ねるなよ？」

「えぇーッ!?　ちょ、待ってよ！　眠ねむいときとか、やる気がないときにやった仕事なんて、ろくな出来になりっこないわ！」

「そんなことはない。編へん集しゆう部ぶにカンヅメ状じよう態たいで書き上げた新しん刊かんは、最高に面おも白しろい小説だったじゃないか。山やま田だエルフがもっとも実力を発はつ揮きするのは、やる気ＭＡＸのときではない──ぎりぎりの状じよう況きように、追い詰つめられたときなんだよ。担たん当とう編へん集しゆうの私が、一番よくわかっている。今回のゲームシナリオ監修でも、きっと素す晴ばらしい仕事をするだろう。ノーギャラでな」

「お、鬼おに！　悪あく魔ま！　監かん修しゆう系けいの仕事って、クッソ大変な割わりに報ほう酬しゆう少なすぎなのよ！　労ろう働どう条じよう件けんの改かい善ぜんを要求するわ！」

「なんとでも言え、読者やユーザーのためならば、私は鬼でも悪魔にでもなる」

　クリスさんは、さらりと担当作家の不満を封ふう殺さつして、

「では、最後に──千せん寿じゆムラマサ先生」

　ムラマサ先せん輩ぱいに視し線せんを向けた。がらりと口く調ちようさえ丁てい寧ねいなものに変えて、

「千寿先生については、まったく心配していません。合宿中も、ずいぶん執しつ筆ぴつに励はげんでいたようですし、サボり癖ぐせのある私の担当作家に、見習わせたいくらいですよ」

「ちょっと！　あてつけはやめてくれる！　イラつくんですけど！」

　わめくエルフに取り合わず、クリスさんはこう続けた。

「刊かん行こうが止まっていた『幻げん刀とう』十二巻かんの発売日が、九月だと発表されましたね。レーベル史上最大の初しよ版はん発行部数になると、我わが社でも話題になっていますよ」

　レーベル史上最大の発行部数!?

　マジかよ……やっぱすげえな、先輩。

　ってか、俺おれの新刊と同時発売じゃねーか。

　つくづく千寿ムラマサと和泉いずみマサムネは、かち合う運命にあるらしい。

　もっとも今回はジャンルを変えているから、内ない容ようを比くらべられてどうこう──ってことにはならないだろうが。いや、比べられたって勝つけどな！　今回こそは！

「千寿先生、いまは、『幻刀』十三巻を執筆中なんですか？」

　クリスさんの、なんでもない問いを受けたムラマサ先輩は、ゆっくりと首を振ふる。

「申し訳わけないが」

　彼女は、さっきまで読んでいた『和泉いずみマサムネの原げん稿こう』を、大切に胸むねに抱だき、

「小説は、もう書かない」

　あっさりと、爆ばく弾だん発はつ言げんをぶちかましたのだった。




　場面は変わって、別べつ荘そうの外。

　海を見下ろす丘で、俺おれたちは昼食のバーベキューを楽しんでいた。火をかけた網あみの上に、串くし焼やきが並ならんでいる。エビ、イカ、貝類、魚等々──色とりどりの海産物が用意されている。

　テーブルと椅い子すを並べ、めいめいがお喋しやべりしながら、飲み食いしていた。

　そんな最さ中なか──

「いったいどういうことなんですか！」

　シドーくんが大声を張はり上げた。

　彼は、生ビールをジョッキでゴクゴク飲み干ほして、ぷはぁ、と酒さけ臭くさい息を吐はく。

「なんの話──てか、大だい丈じよう夫ぶですか？　めっちゃ酒回ってるみたいですけど」

　俺は、彼の顔を覗のぞき込こむ。

「らいじょーぶれすよぉっ」

「……ダメだこりゃ」

　シドーくんの顔は真っ赤で、目が据すわっている──完全に酔よっ払ぱらいの風ふ情ぜいであった。

　クリスさんが、「水をもっと持って来よう」と、別荘に駆かけていく。

　合宿中にやるべき仕事をすべて終わらせたシドーくんは、乾かん杯ぱいの際さい、自分へのご褒ほう美びという名目でビールを要求していた。

　そして……ほんの数分も経たたないうちに、気づけばご覧らんの有あり様さまになっていたのである。

　至し極ごくまともな人だと思っていたのだが、意外な弱点が発覚した。

　アルコールに弱い。その上、どうやら酒さけ癖ぐせも悪そうだ。

　納なつ得とくした。飲み会の記き憶おくが曖あい昧まいだったのは、こういうわけか。

「あー、暑いっ！　なんでこんなに暑いんでしゅかここは！　夏だからでしゅ！」

　……これはモテない。なんて残念なイケメン……。

「ちょっと休んだ方がいいんじゃ……」

「らいじょーぶれすって！　しょれより！　さっきのムラマサさんの発言れすよ！　どういうことでしゅか！」

　酒が回ってきたせいで、本音が飛び出した……どうも、そんな感じである。

　ジョッキを突つきつけられたムラマサ先せん輩ぱいは、目をぱちくりとして、

「私の発言？　どれだ？」

　ちなみに、ようやくノーパンショックから立ち直ってきたところである。

「『小説は、もう書かない』っていう、アレでしゅ！　本気なんでしゅか！」

「本気だ」
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　シドーくんは、酔よいが回った赤い顔で、目を[image: ]バツテンにして、歯を食いしばった。

　さっきムラマサ先せん輩ぱいが『小説は、もう書かない』と口にしたとき。

　俺おれとエルフは──おそらくは同じ理由で──まったくの無む反はん応のうだった。クリスさんは、片かた眉まゆをぴくりと動かしたものの、それ以上の反応はなし。

　あの場でただひとり、明らかに動どう揺ようしていたのがシドーくんだった。

　すぐに問い詰つめなかったのは、彼の控ひかえめな性せい格かくのせいだろう。

　酒の力を借りて、いま、ようやく聞くことができたわけだ。

　相も変わらず、舌したの回り切っていない口く調ちようで、

「そんな……っ！　なんで!?　なんでやめちゃうんれす!?」

「理由を話すのは構かまわないが。獅し童どう氏は、どうしてそんなにむきになっているんだ？　私の作品のファンなのか？」

「書けば書いただけ本になる立場の人が、無む責せき任にんなことを言うからですよ！　あなたがどれだけ恵めぐまれているか、どれだけすごい人なのか、どれだけたくさんの読者が待ってくれていることか……！　なのに、レーベル史上最大の初しよ版はん発行部数になる大人気シリーズを、あっさり『やめる』だなんて！　冗じよう談だんでも言わないでください！　そんなことが許ゆるされるわけがないっ！　すべての関係者と読者に対して失礼だっ！」

　酔って本ほん性しようを現あらわしたら──けっこう熱い人だったんだな、シドーくんは。

　でも、それをムラマサ先輩に言っても──

「……冗談ではないんだが。あと『シリーズをやめる』ではなく、小説自体をもう書かないという意味だ」

　ほら、ピンと来てない。うーん、と、あごに手を当て、考え込こんでいる。

「意い識しきしたことがなかったが、言われてみれば、無責任かもしれない。失礼かもしれない。私が小説を書くのをやめてしまったら、怒おこる読者も、悲しむ読者もたくさんいるのだろう」

「ならっ」

「でもやめる」

「なっ……!?」

　シドーくんは驚おどろいているが、本気のムラマサ先輩とぶつかり合ったことのある俺には、この返答は読めていた。よっぽどのことがない限かぎり、この人は行動を変えねーよ。

　この前も……エルフが『なんでメディアミックスに関わらないの？　次からはしっかり監かん修しゆうしなさいよ！』と、色々メリットデメリットを挙あげて説得しようとしていたのだが。

　ムラマサ先輩は『話はわかった』『君の言うとおりだ』『一理ある』などと、ちゃんと話に納なつ得とくした上で、常つねに同じ答えを返していた──『でも、小説を書く時間が減へるからやらない』。

　自分の中で、確かくたる基き準じゆんがあるのだろう。こういうやつは説得できない。

　それこそ『世界で一番面おも白しろい小説』を、読ませでもしない限かぎりは。

「なんで、小説を書くの、やめちゃうんですか！」

　シドーくんは、もう一度、同じ質しつ問もんを繰くり返した。

　今度はムラマサ先せん輩ぱいも、はっきり答える。

「夢ゆめが叶かなったから」

「えっ？」

「いや……夢を叶えなくても、よくなったから、かな？　私の夢は、『世界で一番面白い小説を書いて、自分で読むこと』だった。私が心の底から面白いと、笑って読める小説を、たくさん手に入れることだった──でも、この合宿で気づいたんだ」

　ムラマサ先輩は、幸せそうに……俺を見た。

　そして、夢見る乙女おとめのような口く調ちようで言う。




「マサムネ君が、毎日私のために小説を書いてくれるのなら──もう、自分で書かなくったって、いいんじゃないかなって」




「いや、毎日は書いてあげないよ？」

　俺は、串くし焼やきを頰ほお張ばりながら、適てき当とうきわまりない口調で言った。

「ええっ！　なんでだ!?」

「なんでって……俺は、先輩の『専せん属ぞく小説家』じゃない。自分の小説を優ゆう先せんするのは当然……」

　くっ！　先輩めっ、そんなに目をうるうるさせたって……させたって……。

　俺は、熱ねつ烈れつなファンの眼まな差ざしに耐たえ切れず、ぼそっと呟つぶやく。

「ま、まあ、たまになら、書いてもいいよ」

「やったっ♪」

　普ふ段だんのクールっぷりが噓うそのように、驚おどろいたり、笑顔になったり──その豊ゆたかな感かん情じようを、俺の作品が生み出しているのかと思うと……うっかり惚ほれてしまいそうになるな。

　俺には、好きな人がいるというのに。

　そんな俺を、エルフがニヒヒと嘲ちよう弄ろうする。

「あんたもちょろい男ねえ──マサムネ」

「うっせ！　さ、紗さ霧ぎりには言うなよ！」

「はいはい。まっ、かわいい異性に、本気で作品を褒められまくったら──作家なんて、みんなちょろいのかもしれないけど」

　なにやら、俺以外にも〝例〟がありそうな言い草ぐさだった。

『夢が叶った』と、幸せそうに微笑ほほえみを浮うかべていたムラマサ先輩は、そこでシドーくんに向き直り、さっぱりとした口く調ちようで言う。

「私が小説を書くのをやめるのは、そういうわけだ。納なつ得とくしたか？」

「納得なんて……」

　していないらしい。ていうか、先せん輩ぱい、この感じだと、俺おれに週一くらいで小説を書かせるつもりでいるだろ。……まぁ、さっきみたいに頼たのまれたら、断ことわり切れる自信がないが。

　シドーくんは、さらにゴクッゴクッと酒を入れて、俺とエルフに話を向ける。

「お、お二人はそれでいいんでしゅかっ!?　ムラマサしゃんが小説を書くのをやめてしまっても──さ、さっきから、ちっとも心配している様子がないですけどっ！」

「いいもなにも──ねえ？」

　エルフが、困こまったように俺を見た。

「なあ？」

　俺たちは、顔を見合わせて苦笑するしかない。エルフが超ちよう適てき当とうな口調で言う。




「えーっと…………ほっときゃいいんじゃない？」




　俺も、まったくもって同感だったので、串くし焼やきをパクつきながら、うんうんと頷うなずく。

「な……っ！　作家仲間じゃなかったんですか!?　そんな、薄はく情じような……」

「いや、だからね？　ムラマサのことは、色んな意味で、説得したってしょうがないっていうか……」

「心配するだけアホらしいっていうか」

　口々に本音を漏もらすエルフ＆俺。

　かけらも緊きん張ちよう感かんを含ふくまない言い草ぐさに、ムラマサ先輩本人が、焦あせった様子で声を荒あらげた。

「お、おい、貴き様さまら！　さすがの私も傷きずついたぞ！　べ、別に止めて欲ほしいわけじゃないが……ちょっとくらい心配してくれてもいいんじゃないかっ？」

「じゃーさぁー、聞くけどさぁー」

　エルフが、半目になって、ムラマサ先輩の右手を見た。

　彼女の五指には、包帯が巻まかれている。

「その包帯の下って、どーなってんの？　あんた、なんで包帯巻いてんの？」

　あ、それ、俺も実は気になってた。


　──書けなくなったからだ。



　俺に、包帯の巻かれた指を見せつけて、そんなことを言っていたが。

「〝邪じや炎えんの力〟を封ふうじているわけじゃあ──ないんでしょう？」

「それが……『私を心配しない理由』と、なにか関係あるのか？」

「あるわ」

「…………いいだろう」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、右手を顔の前まで持ってきて、包帯に軽く触ふれた。

「私が包帯をしているのは、たんに、怪け我がをしたからだよ」

　あれっ？　普ふ通つうの理由だ──と、思ったのだが。

「ふーん、じゃ、怪我の種類と、怪我をした理由を言ってみ？」

　エルフの問いに、ムラマサ先輩は、いぶかりながらもこう答えた。

「しってると思うが、ついこの間まで、私はスランプだったのだ。バトル小説が、まったく書けなくなっていた」

「うん、それで？」

「私はいつも、小説を書くとき、自分で締しめ切りを決めているのだ」

「うん、それで？」

「締め切りを破やぶるたびに、爪つめをはいでいた」

　シドーくんが、口と鼻からビールを噴ふいた。

「げほっげほっ……！」「ゲホゴホ！　ゲホゴホ！」

　俺おれも、食いかけのエビを吐はき出した。エルフだけが、かろうじて平静を保たもっていた。

「お、おおむね予想どおりの答えよ……ほ、ほ、ほらね？　あんたたちも聞いたでしょ？」

「あ、ああ……」「……はい」

　俺とシドーくんは、力なくうなずく。

　……以前、俺は、エルフのことを『読者にツンデレするタイプの作家』と評ひようしたが。

　千せん寿じゆムラマサは『小説に対してヤンデレになるタイプの作家』だな。

　ムラマサ先輩は、包帯まみれの指を、色っぽく見つめて言う。

「締め切りとは、面おも白しろい作品を作るために、自ら定めるものだと思う。きっちり期き限げんが決まっていた方が、良いものができるからだ。ダラダラ書いた物語が、面白かったためしはない」

「だからって、爪をはぐことないと思うんだが」と、俺。

「かつて、締め切りを破るたび、己おのれの指をつめていった、偉い大だいな作家がいたそうだ。足の指から順番に、八本の指を創そう作さくに捧ささげた。そこまでのリスクを負った彼の作品は、さぞや素す晴ばらしいものになったことだろう。──残念ながら、私はそこまで突つき詰つめられない」

　そこで先輩は、頰ほおを赤らめ、ちらっと俺を見る。

「好きな男の子に、引かれてしまったらイヤだものな」

　俺、もうスンゲー引いてるけどね。

「マサムネ……ムラマサの専せん属ぞく小説家になってたら、あんたやばかったわね。そのうち絶ぜつ対たいはがされてたわよ」

「………………おそろしいことを言わないでくれ」

　がくがく。俺の膝ひざが、生まれたての小こ鹿じかみたいになってきた。

　あぁぁぁああぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]よかった！　断ことわっといてよかった……！

　エロマンガ先生！　超ちよう愛してる！　よくぞ俺おれを止めてくれた！

「って、わけよ──国くに光みつ、わかった？」

「……はい。僕にも……お二人の言わんとしたことがよくわかりました」

　シドーくんも、いまのショックで酔よいがさめてきたようだ。苦笑して言った。

「確たしかに、僕たちが心配する必要はなさそうですね」

「な、なんでだっ!?　ちっともわからないぞっ！」

「いや、だからさ、ようするに──」

　エルフが、半目になって、うんざりと言った。

「あんたみたいな小説キチが、書くのをやめられるわけないじゃないってコト」

「……な……」

「どーせすぐに我が慢まんできなくなって、書き始めるに決まっているわ」

「わ、私は本当にやめるつもり──」

「三日も持たない。賭かけてもいいわ」

　断だん言げんしたエルフは、皆みなに三本指を見せつける。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、口をへの字にして、不ふ機き嫌げんな声を出した。

「マサムネ君……君も、同じ意見か？」

「うん。だって、先輩は、俺と同じだからな」

「む……」

「寝ねて起きたら、もう気が変わってるよ、きっとね」

「…………まるで私がバカみたいじゃないか」

　バカじゃないとでも思っていたのだろうか。

　つん、と尖とがらせた唇くちびるが、かわいかった。

「……………なにか、言いたいことがありそうな顔だな、後輩」

　エルフの言うとおり、三日も経たてば、先輩は、すぐにまた小説を書き始めるとは思う。

　俺が言ったとおり、寝て起きたら、小説を書くのをやめるなんて言ったことさえ、けろっと忘わすれているかもしれない。

　千せん寿じゆムラマサの心配なんて、しなくてもいいし、最初からしちゃいない。

　でも。

「うん。あるよ、言いたいこと──っていうか、伝えたいこと」

「……そ、それは？」

「『世界で一番面おも白しろい小説』を、自分で書く方法さ」




　食事を終えたあと、俺は、ムラマサ先輩と一いつ緒しよに自分の部屋へと戻もどってきていた。

　デスクとベッドのある、簡かん素そな内ない装そうだ。

　部屋に入るや、先せん輩ぱいは、開口一番こう言った。

「マサムネ君、さっき、食事のときに言っていたアレ……どういうことなんだ？」

「それを伝えるために、俺おれの部屋に呼よんだんだよ。ちょっと待って……おっ、あったあった」

　俺は、バッグから、Ａ４サイズの封ふう筒とうを取り出して、

「じゃん。これ、なんだと思う？」

　ムラマサ先輩に見せた。

「あっ！　そ、それは！」

　激げき烈れつな反はん応のうを見せる先輩。目を丸くして、ものすごく動どう揺ようしている。

　ああ……やっぱり、そうだったか。

　とある確かく信しんを得た俺は、ずしりと重い封筒から、中身を取り出す。

　和紙でできた便びん箋せんが、五十枚以上。縦たて書がきで、『和泉いずみマサムネへの手紙』が書かれている。

「俺の、とっておきのファンレターだ！」

「………………そ、そそそ、そうか…………ほぉう……ふぁんれたー……ね」

　超ちよう動どう揺ようする先輩。額ひたいに汗あせをかいて、俺と目を合わせようとしない。

　俺は、その理由を察しつつも、構かまわず続ける。

「いつも、俺が新しん刊かんを出すたびに、めちゃくちゃ熱ねつ烈れつなファンレターをくれる人で──今回も、『世界で一番可愛かわいい妹』の短たん編ぺんが、雑ざつ誌しに掲けい載さいされた直後に、感想をいっぱい書いて送ってくれた。ほら、便箋五十枚まいもあるんだぜっ。すっげーだろっ？　色エンピツで描かいたイラストまで付いてる」

「き、君、ファンレターを持ち歩いているのか？」

「みんなに自じ慢まんしようと思ってね──ってのは、半分冗じよう談だんで。編へん集しゆう部ぶから届とどいたばっかなんだよ。早く読みたくって、持ってきたんだ──と、これがみっつある理由のうち、ふたつ」

「……最後のひとつは？」

「先輩に、見せるため」

「！」

　ぱちくりと瞬まばたきする先輩。俺は、自分の上じよう位い互ご換かんである彼女のリアクションが（わからんときもあるけど）、ほぼ読めるので、面おも白しろくってしょうがない。

「ふ、ふうんっ。……つ、つまり……そのファンレターが、『世界で一番面白い小説』の書き方と、関係しているということなんだなっ」

　だから自分に、ファンレターを見せようとしていたのだ。

　先輩は、都合よくそう解かい釈しやくしたらしい。それもあるけど、それだけじゃない。

　薄うす々うすわかっているくせに……かわいい人である。

「『世界で一番面白い小説』ってのは、自分にとって、一〇〇点満点中一〇〇〇〇〇〇点くらい面おも白しろい本だ──先せん輩ぱいは、そう言ってたよな」

「ああ」

「それを、自分自身で書くことが夢ゆめだ──そうも言っていた。本気ですごい夢だと思ったよ。だから、俺おれはどうかなって、考えてみたんだ」

　己おのれの掌てのひらを、見つめる。

「俺に、それが、できるのかどうか……試してみた」

「『世界で一番面白い小説』を、自分で書けるかどうか……？」

「うん」

　うなずいた。

「なにを隠かくそう、合宿中、先輩に渡わたした小説が、その実験の成果だ」

「────」

　彼女は、大きく目を見開いた。そして、身を乗り出して声を荒あらげる。

「それでっ？　書けたのかっ？　君にとって、『世界で一番面白い小説』をっ？　どうなんだっ！」

　俺は、後頭部に片かた手てを当てて、笑顔で答えた。

「だめだった」

「なぁっ」

　ずっこけるムラマサ先輩。俺は「あはは」と笑って、

「いやぁ、完全に趣しゆ味み全開、俺とそっくりの感かん性せいを持つ、たったひとりのためだけに、好き勝手に書けば──できるかなぁって思ったんだけど。甘あまかった。この夢は、そんなに簡かん単たんに、叶かなえられるようなもんじゃないや」

　よく考えてみなくても、このやり方って、いつもムラマサ先輩が実行しているのとほぼ同じだし。自分にとって『世界で一番面白い小説を書く』──このやり方では無理かもしれない。

　それがわかった。

　ムラマサ先輩は、見るからに落らく胆たんし、肩かたを落として溜ため息いきをつく。

「はぁっ……なんだ……ぬか喜びしてしまったじゃないか……」

「ごめん……でもさ、やっぱり、思ったとおりでもあったんだ」

　今度は俺が身を乗り出して、彼女を見つめて言ってやる。

「書きあがったのは、『俺のための小説』じゃなかったけど、俺にとって『世界で一番面白い小説』じゃなかったけど、それでも、俺はね、一〇〇〇〇〇〇点くらい嬉うれしかったんだよ──」




「あなたが、喜んでくれたから」




「────」

　ぱちくり、と彼女は数度まばたきした。

「君、なにを」

「だから、あのとき、ありがとうって言ったんだ」

　どうしても、伝えたかった。

「このファンレターも同じだよ。この人、中学生の女の子らしいんだけど──俺おれが創つくったキャラのことが、大好きになったんだってさ！　そんで、もっと続きが読みたいって言ってくれてる！　超ちよう……っ！　嬉うれしいよなあ──最っ高の気分だよなあ──点数にしたら、一〇〇〇〇〇〇点じゃ足りないくらいに！」

「！」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、両目を大きく見開いた。

「それが……君の言う？」

「そう、『世界で一番面おも白しろい小説』の書き方──といっても、先輩の夢ゆめとは違ちがうものかもしれない。でも、俺はこっちのがいい。俺の書いた小説を読んで、面白いって言ってくれる人がいてくれるなら、それは俺や先輩の夢に負けないくらい、価か値ちあるものだと思うから」

「………………」

　先輩は、ずいぶんと長く考え込こんでいた。たぶん、ピンと来ないんだろうな。

　この人は、読者の感想なんて、気にしたこともないのだろうから。

　それでも、伝えたかった。心配するだけ無む駄だだとしても、どうせほうっておいても、再ふたたび夢を取り戻もどして、自分勝手に好き放題、超面白い小説を書き始めるってわかっていても。

「なあ、先輩、ひとつ夢が叶かなったくらいで、やめちゃうのはもったいないよ」

　ちょっと周りを見回してみれば、


　──〝究極のラノベ〟を書いて、世界を征せい服ふくするのよ！

　──いつか食品メーカーさんとコラボして、僕が考えたキャラやお菓か子しを、コンビニに置いてもらうのが、いまの夢です。

　──私の夢は、『世界で一番面白い小説』を書くことだ！

　──おまえを部屋から連れ出して、二人でアニメを観みるんだ！



　無む限げんの夢が転がっている。たくさんの宝物が埋うまっている。

　創そう作さくってそういうものだって、この年下の先輩に、教えてやりたかった。

　口くち下手べただから、首しゆ尾びよくできたとは思えないけれど。

　そして、

「もうひとつ、どうしても、伝えたいことがある。ずっと前から、そう思ってた」

「えっ？　ず、ずっと……前からって……？　君と私が初めて会ったのは……」

　つい最近、だよな。わかってるさ。

　でも、違うんだ。

　ずっと前から、俺おれはあなたを知っていた。

「このファンレターを送ってくれたのは、先せん輩ぱいだろう？」

「！」

　ファンレターの差出人は、かわいらしい、女の子の名前が書かれている。

　初めて俺に感想をくれた『あの人』と──もしかしたら同じくらい、俺の作品を好きになってくれて、ずっとファンレターを送り続けてくれた、得え難がたい読者。

　驚おどろいたよ。それが、まさか──俺の同業者で、偉い大だいな先輩でもある、千せん寿じゆムラマサ先生だったなんて。

「……き、君っ……君っ……い、いつから知って……」

「この前、『幻げん刀とう』十二巻かんの手書き原げん稿こうを送ってくれただろう。字が同じだって、すぐに気付いた。こんなに綺き麗れいな字を書く中学生女子の俺のファン──なんて、ひとりしか思いつかない」

「……あ……」

「そりゃあわかるよ。だって、デビューしてから、一番、俺に手紙を出してくれた人なんだもん。何度も何度も読み返して、元気をもらった。本が出せなくて辛つらい時も、本の評ひよう判ばんが悪くてへこんだ時も、がんばろうって思えたんだ。この人を喜ばせるためにも、へこたれずに小説を書こうって、やる気を出した。俺の小説は面おも白しろいんだって、書いてよかったって、胸むねを張はれた」

「………………そ……そんなつもりで……書いた……わけじゃ」

　ムラマサ先輩は、俺の目前で真っ赤になった。

　それを見た俺も、急速に顔が熱くなってきた。

　やっぱり、面めんと向かって言うのは、照れくさい。

「えっと……だから……その……」

　サイン会のとき、男のファンに対してもそうだったのだから、彼女のような美少女相手なら、なおさら緊きん張ちようしてしまう。

　ああくそっ……。あんなに、心の準じゆん備びをしてきたってのに──舌したが乾かわいて、回らないっ。

　だから、変な笑顔になってしまったかもしれない。




「いつも応おう援えんありがとう」




　デビュー当時から、ずっと抱いだいていた感かん謝しやを、ようやく本人に伝えられた。

　目を見開いて驚いていた彼女は、やがて、小さくうなずいて、

「うん。こちらこそ、ありがとう」

　優やさしい感謝を返してくる。

「……………………」

「……………………」

　穏おだやかな沈ちん黙もくが、場に満ちていた。

　俺おれとよく似にたこの人と、通じ合う感覚があった。

　先に口を開いたのは、ムラマサ先せん輩ぱいだ。

「夢ゆめは、ひとりひとつじゃないといけない……そう思っていた。でも、違ちがうんだな」

　ムラマサ先輩は、はにかんで言う。

「たとえ夢を叶かなえてしまっても、夢なんて……次から次へと、無む限げんに湧わき出てくるものだから……私は、たくさんの夢を抱かかえ込んでも……いいんだな。いっぱい叶えて、よかったんだな」

「あたりまえだろ？　みんなそうしてる。やっぱ普ふ段だんはボケてんな、先輩」

　笑って言うと、先輩も「まったくだ」と笑っていた。

「で？　先輩──小説を書くの、やめるんだっけ？」

「おいおい、マサムネ君。誰だれがそんないい加か減げんなことを言ったんだ？　私が小説を書くのを、やめるわけがないだろう？」

「『やめる』つってから、半日も持ってねえぞ！」

「ははははは、亜あ人じん風ふ情ぜいの予言は、大外れだったな！」

「エルフも、こんなに短いとは思わなかったんだろうよ！」

　わかってたけどな！　このリアクションも！　結末も！

　だって俺とこの人は、よく似ているんだから！

「さて、というわけで。私の夢は、君の筆によって、すでに叶ってしまったようなものなんだが…………」

　彼女は、鉛えん筆ぴつを構かまえてくるりと回す。綺き麗れいな姿し勢せいは、見み惚ほれるような、小説家の姿すがた。

「決めたぞ、マサムネ君」

「なにを？」

「『世界で一番面おも白しろい小説を書くこと』『それを、自分で読むこと』──改めて、今度は自分の手で叶えてみようか。よくよく考えてみると、マサムネ君が私の『専せん属ぞく小説家』になってくれているわけではない以上、『世界で一番面白い小説』の安あん定てい供きよう給きゆうは望めないのだから、足りないぶんは、やっぱり自分で書かなきゃいけない」

「そんくらい初めに気づいてくれよ」

　たまにしか書かないって言ったろ？

　俺の非ひ難なんをスルーし、先輩は指を一本立てる。

「そして、もうひとつ、たったいま、新しい夢を見つけた」

「へえ、どんな夢？」

　千寿ムラマサの『新しい夢』。気にならないわけがなかった。

「ああ──私の『新しい夢』は……私ひとりでは、絶対に叶えられないものなんだ」

　彼女は、恥はじらいに頰ほおを染そめて、自信たっぷりに笑みを浮うかべた。

「詳しよう細さいは教えられないが……ふふ、そうだな」

　初めて見る表ひよう情じようは、凶きよう悪あくきわまりない、夢ゆめ見みる乙女おとめ。

　そうして彼女は、ぴ、と鉛えん筆ぴつの先せん端たんを俺おれに向ける。




「さしあたっては、君に、私のことを、好きになってもらおうか」




　俺の夢を押おし潰つぶすような、おそろしい夢だった。
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　合宿が終わり、両手にお土産みやげを抱かかえた俺おれは、ひとり、二日ぶりの我わが家やへと帰き途とを急いでいた。

　他の面子めんつとは、空港で別れた。ムラマサ先せん輩ぱいとシドーくんはともかく、どうしてエルフと一いつ緒しよに帰って来ないのかというと、あいつは、兄のクリスさんと、空港から直ちよく接せつ、実家に帰るそうなのだ。夏休みだから、というよりは、クリスさんのスケジュールの都合だろう。エルフって、夏休みとか関係なく、学校ちっとも行ってないしな。


　──兄貴と一緒に飛行機乗ると、ずっと仕事やらされるからイヤぁー！



　あいつは、泣きわめきながら、国こく際さい線せん乗り場へと引き摺ずられていったよ。

　まぁ、そんなことは、いまの俺にとって、もはやどうでもいい。

「うおおお……！　早く帰らないと……！」

　なんでこんなに早足になっているかというと、もちろん妹に早く会いたいからなのだが──もうひとつ。

　朝、紗さ霧ぎりからこんなメールが届とどいたんだよ。





　──兄さん、今日……何時ごろ帰ってくるの？






「くっ！　なんてかわいいメールなんだ……！」

　もしかして、紗霧も俺と早く会いたくって、こんなメールを送ってきたのかも！

　たぶんそう深い意味はないってわかってる！　けど、そうかもって舞まい上がってしまうお兄ちゃん心をわかって欲ほしい！

　俺は、まるで乙女おとめのように、ドキドキ胸むねを弾はずませて、五ご反たん野の駅から真っ直ぐに家へと突とつ進しんしていく。

　急いだ甲か斐いあって、紗霧に伝えた予定よりも、ずいぶん早く家に帰り着くことができた。

　玄げん関かん前から、ちらりと二階を仰あおぎ見ると──




　アニメのお面めんをかぶったエロマンガ先生が、『開かずの間』の窓まどから、俺を見ていた。




「……………………………………………………」

　あまりにもシュールな光景に、啞あ然ぜんと口を開けてしまう俺。

　？？？　と、クエスチョンマークを大発生させる俺の目前で、シャ！　とカーテンが閉しまり、エロマンガ先生の姿すがたが見えなくなる。

「………………な、なんだったんだ、いまの？」

　紗霧は、普ふ段だん、あの窓を開けることなんて、まずないのに。

　今日に限かぎって、道路側のカーテンを開けて、玄関を見ていたことがまずおかしいし。

　何故なぜか『エロマンガ先生』の格かつ好こうだったのも不思議である。

　舞まい上がっていたテンションが吹ふき飛んでしまうほどの、謎なぞシチュエーションであった。

「…………入るか」

　その場に留とどまっていてもしょうがないので、俺おれは仕方なく玄げん関かん扉とびらを開け、荷物を置く。

　そして、二階に向けて声をかけた。

「ただいまーっ！」





　──おかえりなさい、兄さん。






　という返事は、残念ながら、聞こえてくることはなかった。

「………………………………まぁ、こんなもんか」

　がっくりと肩かたを落とす。

　俺、妹に、『おかえりなさい』なんて言ってもらったこと、一回だってないもんな。

　わかってたさ。

　ただ──





　──いってらっしゃい、兄さん。






　合宿に行く前は、そう言ってくれたから。もしかして……って、期待してしまったのだ。

「甘あまかった、かぁ」

　俺は自じ嘲ちようを漏もらしつつ、階かい段だんを上っていく。

『開かずの間』を、とんとん、と優やさしくノックし、

「紗さ霧ぎり、ただいま。お土産みやげ、ここに置いておくか──ら」

　俺の台詞せりふは、途と中ちゆうで遮さえぎられてしまう。『開かずの間』の扉が、ゆっくりと開きつつあったからだ。

「と、と」

　扉が開くのを妨さまたげぬよう、一歩、二歩と慌あわてて下がる。

　やがて扉は開ききり、さっき窓まどから見えたのと同じ、パーカー姿にお面めんをかぶった、エロマンガ先生が現あらわれた。

「………………………………」

　俺は、彼──エロマンガ先生の妙みような迫はく力りよくに押おされ、自分から話しかけられずにいた。

　すると、エロマンガ先生は、開口一番、機械を通さぬ不ふ機き嫌げんな声で、

「……なんで……帰ってきたの？」

「………………………………………………」

　そ、そんな……ひどい……。

　俺おれは、あまりのショックに、じわ、と涙なみだぐんでしまう。冗じよう談だん抜きに、マジ泣き寸すん前ぜん。

　そしたらエロマンガ先生は、わたわたと手を振ふって慌あわてた。

「そ、そういう意味じゃ……えっとっ、そのっ」

　つっかえながらも、がんばって大きな声を出す。

「なんでっ、こんなに早く、帰ってきちゃったのっ！　てこと！」

「え……」

　あ、ああっ……そういう意味か。びっくりした。そういえば、俺が紗さ霧ぎりに伝えた帰き宅たく時じ間かんよりも、ずいぶん早く到とう着ちやくしたんだっけ。それについて聞いているわけね。

「なんでって…………そりゃ……紗霧に早く会いたかったから」

　正直に答えると、

「っ！」

　エロマンガ先生は、びく！　と、激はげしく肩かたを跳はねさせた。

「ふ、ふぅんっ？　そ、そうなんだっ」

　お面めんをかぶっているせいで、その表ひよう情じようはうかがい知れない。

「むぅ……むぅぅ…………なんで……そゆこと……」

　と、うなったり、小声でボソボソ呟つぶやいている。

「えっ、なに？　聞こえないぞ？」

　俺は、エロマンガ先生に、そっと耳を近づける。

　すると──

「！」

　エロマンガ先生は、びくんっ！　と、激しく反はん応のうした。

　どん！　と強く俺の胸むねを押おして、

「ち、近ちか寄よらないでっ！」

「なっ……」

　ガーン！　俺は、人生最大級のダメージを受けた。もちろん突き飛ばされた痛いたみじゃなく、大好きな妹に拒きよ絶ぜつされたという事実によってだ。

「……お、俺……なにか、おまえが怒おこるようなこと、しちゃったか？」

「う……」

　エロマンガ先生は、一いつ瞬しゆんだけ、不自然に硬こう直ちよくし、ぶんぶんっと首を横に振ふる。

「な、なにも……してない」

「そ、そうか」

　なら、よかった。

「じゃあ──」

「でも、いまは近づかないでっ！　すぐ！　いますぐ！　家の外に出て行ってっ！」

「ええっ！　な、なんでよ！」

　俺おれが家にいたらまずい理由があるってことか？　そ、そうだよな？　『お兄ちゃんが嫌きらいだから、怒おこるようなことはなんにもしてないけど、近づいてくんな』って意味じゃないよね？

「……な、なんでもっ。さ、三十分くらい帰ってきちゃだめ」

　その口く調ちようが、あまりにも切実なものだったので、

「…………わかったよ」

　俺は大人おとなしく、妹の要求に従したがうのであった。




　俺は、とぼとぼとその辺を散歩してから、家のそばまで戻もどってきた。

「……うーん」

　妹の考えていることは、いつもながらわからない。ちゃんと兄あに貴きしているやつらなら、こんな悩なやみを抱いだくこともないのだろうか。

　まぁ、俺のことが嫌いだから『近づかないで』と言ってたわけじゃないらしいから、そこは安心したけれど。……やっぱり理由が気になるな。

　そんな考え事をしていたら、ふと、あることに気が付いた。

「……ん？」

　家の裏うら手てから、湯ゆ気げが立ち上っている。ちょうど風ふ呂ろ場ばのあたりだ。

　不ふ審しん者しやめいた仕し草ぐさで、玄げん関かんから、塀へいの中を、ぐるりと回り込んでみる。すると、お風呂場には明かりがついており、やはり、わずかに開いた窓から湯気が出ていた。

「……紗霧のやつ、風呂に入ってる……のか？」

　紗霧は、自分以外の人間が家にいると、部屋から出ることができない。

　だから、風呂に入るために、俺を家から追い出した──って、ことか？

　……なんでわざわざ、いま、風呂に？

「……つーか、窓にカギくらいかけておけよ。ちゃんと確かく認にんしろよ。無む防ぼう備びすぎるだろ……」

　万が一にも、覗かれないよう、ここで見み張はっていた方がいいかもしれない。

「……………………………………………………………………」

　言っておくが、『自分で覗のぞいちゃおっかな』なんて、チラリとも思っちゃいないぞ！

　思ってないからな！




　さらに十分が経たって──そろそろかな、と、俺が家を見上げていると、紗霧から『入ってよし』とのメールが届とどいた。なんともまぁ、文明の利器というのは便利なものである。

「はいはい、と」

　俺は、待機中に蚊かに刺さされてしまった腕うでをかきつつ、家に入り、階かい段だんを上る。

　でもって、もう一度『開かずの間』をノックした。

「紗さ霧ぎり、来たぞ」

　きぃ、と、扉とびらが開いて、今度は素す顔がおの紗霧が俺おれを迎むかえる。さっきと違う、パーカー姿すがた。

「…………お、お待たせ」

「お、おう……風ふ呂ろ、入ってたんだな」

　紗霧の身体からだからは、ほかほかと湯気が立ち上っている。

　……お風呂上がりの妹、か。

「じ、じろじろ見ないでっ」

「わ、悪い。いや、ようやく落ち着いて、紗霧の顔が見られたからさ」

　俺は顔に熱を感じながら、どぎまぎと視し線せんをさまよわせる。

「ただいま、紗霧」

　改めて、言った。すると紗霧は「う、うん」と、恥はずかしそうにうなずいた後、なにか言いたげに、もじもじと俺の顔を見上げている。

「えーと」

　察して、促うながしてやりたいのだが──なんだろう、わからないな。

　ひとまず、会話を途と切ぎれさせて気まずくならないよう、先にこっちが言いたいことを口にする。

「おまえ、風呂場の窓まど、カギ、開けっぱなしだったろう。ダメじゃないか。ちゃんと入る前に確かく認にんしなくっちゃ。不ふ審しん者しやに、お風呂を覗のぞかれたりしたら──」




「………………なんでしってるの？」




「……えっ？」

「なんでお風呂場の窓に、カギがかかってないこと、兄さんが、しってるの？」

　し、しまった……！

「え……と……それはな……」

「それは？」

　じーっと疑うたがわしげな眼まな差ざしで、俺を見つめてくる紗霧。

　くっ……！　返答を誤あやまったら、ここまで築きずき上げてきた関係が、一気に壊こわれてしまいそうだ！

　つかっ、こういうのって普ふ通つう、ラノベだったら女の子たちとの合宿中にあるイベントじゃないの!?　なんで家に帰って来てから発生するかなあ！

　俺は、動どう揺ようが声に出ないよう細心の注意を払はらって答えねばならなかった。

「妹のお風呂を覗いてたわけじゃないんだけど、さっき、風呂場の窓のカギが開いてるのが見えたんだ。決しておまえのはだかを覗いていたわけじゃなくて」

「わ、わかったから、なんども言わないでっ！」

　誤ご解かいは避さけられたが、結局怒おこられてしまった。

「ごめん。……で、でも、なんで、いま、風ふ呂ろに？」

「……だって……絵を描かいてたから……おとといから、ずっと……だから……」

「だから？」

「い、言わせないでっ！　イラストレーターなら、みんなそうなのっ！　よくあることなのっ！　わ、私だけじゃないもんっ！」

「な、なんのことだよ!?」

「いいからっ！　気にしないでっ！」

　そう言われてしまったら、これ以上追つい及きゆうするわけにもいかない。

　うーん、これはちょっとしたクイズだな。




　おとといから、ずっと絵を描いていたイラストレーターが、数日ぶりにお兄ちゃんと再さい会かいします。

　その際、直前に、お風呂に入りました。

『近づかないで』と、お兄ちゃんを拒きよ絶ぜつし、家の外に追い出してまでです。

　ここでクエスチョン──それは、いったい、どうしてでしょうか？

　ヒント──紗さ霧ぎりいわく、イラストレーターなら、よくあることらしい。




　俺おれには、さっぱりわからない。クイズ形式にまとめてもわからん。

　紗霧は、気を取り直したように「こほん」とかわいく咳せき払ばらいをして、

「とにかく……ずっと絵を描いてたの」

「それって……もしかして、『世界で一番可愛かわいい妹』の、イラスト？」

「うん、やっと完成した」

　むん、と、薄うすい胸むねを張はる紗霧。

　紗霧が描いていたイラストというのは、合宿に行く前に、集中して描きたいって言っていた、あれのことらしい。ところが紗霧は、急にシュンとして、肩かたを落とす。

「……でも、間に合わなかった。……ごめんね」

「？　なんで謝あやまるんだ？　ってか、イラストって、完成したって言わなかったか？　間に合ってるじゃん」

「イラストは間に合ったけどっ……そうじゃなくて……それだけじゃなくて……」

「どういうこと？」

　他にも『間に合わせるべきこと』が、あったってことだろうか。

　俺が首をかしげて問うと、紗霧は「んむむ……」と、悩なやんだ末、消え入るような声で、

「……まだ、教えない」

「そっか。なら、いいや」

「え……いいの？　聞かなくて」

　紗さ霧ぎりは、意外そうに顔を上げる。俺おれはうなずいて、

「いいよ。気になるけどな」

　教えないってんなら、聞かないよ。

「そっか……いいんだ」

　紗霧は、ほっとした様子だった。

　そんな妹に、俺は、ずっと持っていた紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「はい、これ。合宿のお土産みやげな」

「あっ……」

　紗霧は、目を丸くし、喜びの声を上げる。

「も、もしかして、エルフちゃんのくつしたっ？」

「ちげーよ！　合宿のお土産だっつったろ！」

「えー」

「不満そうな顔すんなって。現げん地ちの島には、お土産屋さんとかなかったから……本土に戻もどってから買ったやつだけど……い、一いつ生しよう懸けん命めい選んだんだぞっ？」

　差し出した紙袋を、促うながすように揺ゆらす。

　紗霧はそれを受け取って、胸に抱だき、

「……一いつ緒しよに入って。完成したイラスト……見せるから」




　俺と妹は、『開かずの間』で、向かい合って座すわる。この部屋に入れてもらえるようになってからは、定番の位置関係だ。

「えと……これ、見て」

「お……これは！」

　紗霧が、部屋に入って早々俺に差し出してきたのは、

「一巻かんの表紙イラストじゃないか！」

「それだけじゃなくて……他にも……」

「他にも!?」

　目を見み張はる俺の前で、紗霧はタブレットの画面を指でスライドさせ、いくつかのイラストを見せてくれる。カラーピンナップ用のイラストや、モノクロ挿さし絵えイラストなどだ。

「おお……おお……すごい！　ついに完成したのか！」

　俺は、大はしゃぎでそれらを見た。

　自分が書いた小説のイラストが出来上がっていくのは、作家にとって大きな喜びのひとつだ。

「あれっ？　でも、なんかいつもよりイラストの数が多くないか？　それに、いきなり完成品って……」

「そ、それはね？　えっと……いつもと、違ちがう仕事のやり方をしているからなの」

　紗さ霧ぎりがたどたどしく説明してくれたところによると、『エロマンガ先生の仕事の進め方』は、通つう常じよう、編へん集しゆう者しやと（メールで）相談して、描かくイラストをある程てい度ど決めた後、ラフイラストを描いて送り、それを基もとに、著ちよ者しやを含ふくめて再ふたたびイラストについて相談する。

　しかる後のちに、本番のイラストを描いていく──という手順らしい。

　そういった工程で、ボツイラストが発生していく。

　しかし紗霧は、今回、ラフイラストを描く手順をすっ飛ばして、いきなり完成イラストを描いてしまったそうなのだ。だから、本来ラフの段だん階かいでボツになるはずのイラストまでが、こうして完成しているというわけだ。

「兄さんが、びっくりするかなぁ……って」

「そりゃ、びっくりしたよ！」

　いつもは、ラフの段階で『どんなイラストが完成するかわかっている』わけだからな。

　おおっ、すごい！　とは思っても、このキャラのこのシーンがイラストになるとは！　という感じではない。

「えへへ…………やった。その顔が、見たかったの」

　くすくすと微笑ほほえむ紗霧の顔を、直ちよく視しできない。かわいすぎて、くらくらしてしまう。

「今回は、これがラフイラストだから。そういうつもりで、見てね」

「うわ、そうなるのか！　二十枚くらいあるし、さすがに全部は載のせられないよなあ──もったいない！　もったいないっ！」

「……編へん集しゆうさんと、和泉いずみ先せん生せいの意見も聞いて、直したりもしなくちゃだから…………えと……ちゃんと『監かん修しゆう』してっ」

「待って！　けっこう時間かかるかも！　これはヒロインの初登場シーンで外せないし、こっちもみんなイラスト付きで読みたいだろうし……あーっ！　つーか、どのイラストを載せないことにするとか、選べないよ！　ぜんぶすっげえかわいいしさ！　どうしよう！　困こまったな！」

　嬉うれしい悲鳴だった。これは、今夜編集さんとも相談して、時間をかけて決めなければ！

　よしっ、と、気合を入れたところで、

「じゃあ、次は、兄さんの番」

「えっ？」

「合宿でどんなことがあったのか…………詳くわしく、話して」

　そう口にした紗霧の眼まな差ざしは、なんだか妙に迫はく力りよくがあった。




「と、言っても……合宿であったことって、すでにおまえに報ほう告こくしてなかったっけ？　スカイプで」

「……言ってないこと、あるでしょ」

　なんで浮うわ気きを問い詰つめる系けいの台詞せりふ回まわしよ。

　俺おれは、妹の顔から視し線せんを外し、右上の方を見る。

「んー、そりゃ、あったこと全部を話したわけじゃないけどな。あえておまえに報ほう告こくしなくちゃいけなよーなことは──」

「水着」

　バサッと、斬きり捨すてるような一言。

「エルフちゃんとムラマサちゃんの、えっちな水着、見たんでしょ？」

「…………………………」

　ぶわ、と、汗あせが噴ふき出て来た。

　見たよ！　エルフもムラマサ先せん輩ぱいも、超ちようえろかわいかったよ！

　正直に回答するとこうなるのだが、それが正せい解かいだとは思えない。ど、どうしよう……。

「とぼけてもむだ。証しよう拠こはあがってる」

　紗さ霧ぎりは、タブレットに証拠画が像ぞうを映うつし出した。

　ビーチチェアで、水着姿すがたの俺とエルフが、仲良く並ならんで談笑しており、画面端はしでは、ムラマサ先輩が見切れている。

　明らかに、和泉いずみマサムネ先生は、山やま田だエルフ先生の水着姿にデレデレしている様子であった。

「……！　こ、こ、こここ、この……写真は……？　ど、どこで入手を？」

「エルフちゃんのツイッター」

「あいつマジふざけんなよ！　デジカメのタイマー撮さつ影えいかなにかか!?　ひどい！　勝手に俺の水着姿を写真に撮とって、ネットで公開するなんてっ！」

　ていうかあいつ、自分のえろい水着姿を公開しちゃって恥はずかしくないのかな？

　そもそも、ってことは、顔出しで、俺のこと彼氏とか付き合ってるとか妄もう想そうツイートしてるのかよ。

　エルフは自他ともに認みとめる美少女だし、俺、あいつのファンに殺されるんじゃないの？

　さまざまな不安が渦うず巻まいたが、いまもっともやばいのは目の前の紗霧である。

「ふーん……エルフちゃんの水着姿に、でれでれしちゃってたんだ。ふーん」

　くそっ！　いつものように『してないったらしてない！』で押おし切ることができないっ！　な、なんとか、なんとかごまかさねば……！

「してた！　確たしかにエルフのえろビキニに、でれっとしてました！　で、でもな？」

「でも？　なに？　ゆってみて？」

　俺はおおいに焦あせりまくり、とっさにこう口にしていた。

「エルフより、ムラマサ先輩の方がすごかった！」

「なっ」

　しまった！　また焦あせって変なこと言っちゃった！

　こりゃジョイパッドで殴なぐられるか──と思いきや、紗さ霧ぎりのリアクションはこんな感じだった。

「ま、まさかっ！　あ、アレよりえっちな水着ってこと!?　いや、おっぱい……おっぱいかっ!?　ぜったい脱ぬいだらすごいんだろうなって思ってたっ──じゃ、じゃなくってっ」

　ぶんぶんぶんぶんっ！　紗霧は頭を激はげしく振ふってから、はあはあ息を荒あらげて俺おれを見た。

「ふ、ふぅんっ！　兄さんは、エルフちゃんだけじゃなくってっ、ムラマサちゃんのおっぱいにもデレデレしてたんだっ！　ふうぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ」

　というか紗霧は、なんでこんなに怒おこっているのだろう。

　兄が、えろいやつで情なさけないから、だろうか。それとも──

「もしかして、おまえ……嫉しつ妬としてる？」

「ふぇ？　ち、ち、ちゃがっ」

　はわわっ──と超ちよううろたえる紗霧。その慌あわてぶりを見た俺は、確かく信しんをもって追つい撃げきした。

「違ちがわないね！　さてはおまえ、俺に、『自分だけえろい思いしやがって』って、嫉妬しているんだろう！」

「ち──」カチッ「ちがうもんっ！　兄さんのばか！」

「うわっ」

　どうやら、色んな意味で『不ふ正せい解かい』だったらしい──紗霧は、わざわざマイクのスイッチを入れて大声を張はり上げたあと、顔を真っ赤にして、おかんむりになってしまった。

「むぅ……むぅぅ…………で？」

「で？　……とは？」

「まだあるでしょ。王様ゲームのときも、いきなり脱ぬいだエルフちゃんとか、ぱんついはいてないムラマサちゃんに、でれっとしてたでしょ」

「あれはおまえが脱がしたんじゃん！」

　なんで俺が怒られなくちゃいけないんだよ！　理り不ふ尽じんすぎるだろ！

「あ、あれは……私じゃない……私だけど、私じゃないもんっ」

　もう一人の自分──エロマンガ先生がやったとでも言いたいのだろうか。

　斬ざん新しんな言い訳わけだな。

「とにかくっ……に、兄さんはっ、他の女の子の水着姿すがたに、でれでれしちゃだめ！」




「……す、好き……なんでしょ？　私のこと……」




「……ぅ……く……ぐ」

　とんだ殺し文もん句くだった。最大の弱みでもあった。なにせこれを言われると、俺としては、真っ赤になってうなずくしかないのだから。

「そ、そうだよ。……フラれちゃったけどな」

「………………」

「………………」

　すさまじく照れくさい沈ちん黙もくが、俺おれたちの間に横たわっていた。

　恥はずかしくて、甘あま酸ずっぱくて、くらくらとめまいがして──

　紗さ霧ぎりも、俺と同じようになっているのだろうか。

　やがて、どのくらいの時が過すぎただろう……紗霧が、意を決したように口を開いた。

「……み、見たい？」

「えっ？」

「わ──」かぁっと頰ほおを赤くして、「私の……水着……」

「な……っ」

　紗霧の瞳ひとみはうるんでいて、風邪かぜを引いたように、呼こ気きも荒あらくなっていた。

「そりゃ……」

　自分でもよくわからないが、ここで噓うそを吐つくわけにはいかないと感じた。

「見たいよ」

　好きな女の子の水着姿すがたを、見たくないやつなんていないだろう。

「そ、そう……なんだっ。……見たいんだ……私の水着姿………………兄さんのえっち」

「お、おまえが言わせたんじゃないか！」

　どうしてこう……俺の妹は理り不ふ尽じんなのか！

「でも、別に、だからって、おまえをいますぐ海に連れて行こうなんて、そんなふうには思わないぞ」

　部屋から出ることさえできないのに、いきなり海なんて、目標が飛ひ躍やくしすぎだろう。

　でも、こんなふうに聞いてくるってことは……すっげえ行きたいんだろうな、海。

　本当は、合宿にだって、付いてきたかったんだろう。

　普ふ通つうの女の子みたいに、かわいい水着をきて、海で泳いで──そんな夏を過ごしたかったのかもしれない。いや、きっとそうだろう。

　なのに、兄あに貴きの背せを押おして、ひとりきりで留る守す番ばんをして、俺たちの夢ゆめのために、健けな気げにイラストを描かいてくれていたんだ。

　だとすれば……俺は、兄貴として、どうすればいいんだろう。

　夏を楽しみたいのに、部屋から出ることのできない妹に、なにをしてやれるんだろう。

「………………」

　また、少しばかりの沈黙。俺は迷まよった末、こう切り出した。

「…………紗霧、さっき俺が渡わたしたお土産みやげ、開けてみな」

「えっ？」

「いいから、ほら」

　促うながすと、紗さ霧ぎりは戸と惑まどいながらも「……ん」とうなずき、紙かみ袋ぶくろに手を入れ、箱を取り出した。

「箱、開けてみ」

　紗霧は、黙だまって俺おれの言うとおりにする。妹の小さな手が、お土産みやげの箱を開く。

　中から出てきたものは、

「………………麦わら帽ぼう子し？」

「うん……へへ、夏っぽいだろ？」

　俺は笑って、首の裏うらをかく。

「俺には、こんなことしかできないけど……もしかしたら、こんなお土産は逆ぎやく効こう果かで、辛つらい思いをさせちゃうかもだけど……いつか、おまえが、外に出られるようになったら──」




「一いつ緒しよに、海へ行こう」




「────」

　紗霧は目を丸くして固まった。俺の台詞せりふが、そんなに意外だったのだろうか。

　それとも、やっぱり、自分を外に連れ出そうとする思いのこもったお土産なんか、迷めい惑わくだったのだろうか。

　俺は、ごくりと喉のどを鳴らす。

「………………」

　紗霧は、ぱちくりと瞬まばたきし、じっ……と、麦わら帽子を見つめている。

「……兄さん」

「えっ？」

　そして彼女は、やおら、その手をパーカーのジッパーへと伸のばしていき──

　ゆっくりと、引き下げた。その下からは、透すき通るような白い肌はだが、

「うわああああああああああああああ！」

　俺は、両手を突つき出して絶ぜつ叫きようした。

「さ、さささ、紗霧っ!?　おまっ、そんなっ──」

　なんだこのありえない展てん開かいは！　夢ゆめか！　夢なのか！

　いきなり脱ぬぐなんてっ、はだかなんてっ、いったいなにを考えて──

　俺は、ぎゅっと目をきつくつむって、硬こう直ちよくしたよ。そしたら、

「え、えっちな勘かん違ちがいしないでっ。……ぎ……だから……水着だからっ」

「へっ？」

　みず……ぎ？

　暴ぼう走そうしている脳のう内ないが、ほんの少しだけ凪なぎ……俺おれは、おそるおそる薄うす目めを開けた。

　そこにあったのは、白いビキニを着た、紗さ霧ぎりの姿すがただ。

　白はく銀ぎんの髪かみに純じゆん白ぱくの肌はだ、それらと同系色の水着──。

　天女の羽衣もかくやという神しん聖せいさで、まったくトロピカルなイメージはない。

「……ど……っ…………」

　俺は、目前に現あらわれた光景から、目が離はなせなくなっていた。

　だって、好きな女の子の水着姿なのだ。南の島で見た、エルフやムラマサ先せん輩ぱいの水着姿が、紗霧の水着姿に侵しん食しよくされ、上書きされていく。

「どうし……その……かっこ……」

　辛かろうじて、意味の通る言葉を口にした。

「……えっと……………………その…………うぅ…………」

　顔を火ほ照てらせている紗霧は、するりとパーカーを肩かたまで落としている。

　おもむろに麦わら帽ぼう子しを被かぶって──




「……ど、どうっ、似に合あうっ？」




　真っ直ぐ俺を見て、言った。恥はずかしくってたまらないという表ひよう情じようでだ。
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「──────」

　言葉なんて、出てくるわけもない。恥はずかしくって死にそうなのは、こっちの方だっ！

「あ……えと……」

　言葉をさまよわせているうちに、紗さ霧ぎりは、バッ！　とパーカーを着なおして、水着を隠かくしてしまう。

「はいっ！　終わりっ！」

　……………………………………………………。

　もしかして、いまのって……。

　俺おれが渡わたしたお土産みやげへの、返答……って、ことなんだろうか？

『いつか、一いつ緒しよに海へ行こう』──その、答えってことで……いいのだろうか？

「え、えっちな目で見ないでっ！　は、早く出て行ってっ！」

「お、おい……俺、まだなんにも言ってな……」

「やっぱりいいからっ！　感想はっ、そのうちっ！　本番のときにっ！」

　ぐいぐいと俺を部屋から押おし出そうとする妹に、俺は、「ははっ」と笑って、










「ああ、楽しみにしてる」







　九月十日、日曜日。

　ついに、和泉いずみマサムネの新作『世界で一番可愛かわいい妹』の発売日がやってきた。

　俺おれと妹にとっての運命の日、俺は、ＪＲ秋あき葉は原ばら駅に降おり立った。

　見回せばいたるところに、アニメやゲームのキャラクターが、広告を飾かざっている。東京の下町とはまるで違ちがう、『異い世せ界かい』が広がっていた。

「おおっ……ここが秋葉原かぁ。噂うわさどおりのところだな」

「すごい……アニメで見たとおり……」

　俺とエロマンガ先生が、揃そろって感かん嘆たんの声をあげた。独どく特とくの機械音声は、俺が抱かかえ持つタブレット型ＰＣから発せられている。例のごとく『開かずの間』とスカイプをつなげてあるのだ。

　俺は、ふと思いついた考えに頰ほおを緩ゆるめ、

「考えてみればこれ……兄妹きようだいデート、と、言えなくもないのかも……」

「ば、ばかっ……えっちっ……な、な、なに言ってるの……っ」

　機械音声のまま、素すに戻もどって恥はじらう紗霧。

「ていうかっ、そ、そんな軽口きける余よ裕ゆうがあるんだ？」

「げ、現げん実じつを突つきつけないでくれよエロマンガ先生！　むしろ、余裕がないから軽口きいてるんだって～」

「そ、そんな名前のひとはしらないっ」

　駅前でパソコンに向かってお喋しやべりしている俺は、周りから見たら、変へん質しつ者しやそのものかもしれない。いや、アキバなら、そこまで不ふ審しんじゃないのかな？

　ともあれ、道の真ん中で立ち止まっているわけにもいかない。俺は、妹とスカイプをつなげたまま、そそくさと目的地へと向かった。

　さて、どうして俺が、新しん刊かん発売日のお昼前から、アキバにやってきたのかというと──




「ちょ、ムネくんってば、なんでこんな遅おそくにうちに来てんのさ。お店、もう閉しめるところだよ？　キミの新刊発売日は、明日だぞっ。──へっ？　ちゃんと並ならべてもらえるか心配で、見に来ちゃったの？　あはは、もぉ～、だいじょうぶだってば！　大人気作『幻げん刀とう』十二巻かんと同時発売だからって、発売日から棚たな挿ざしにしたりしないからさ！　もちろん、特別扱あつかいはしてあげられないけど──ボクの権けん限げんの及およぶ範はん囲い内ないで、多めに発注かけといたんだっ。だから、本の内ない容ようで、期待に応こたえてちょーだいよっ！　あと新刊の再さい発はつ注ちゆうかけたらさっさと送れよテメーって担たん当とう者しやに伝えておいてね！」

「あ、そうそう、いいコト教えてあげる。これはボクの書店仲間情じよう報ほうなんだけど──明日から、アキバの某ぼう書店で、キミの新刊のフェアを開かい催さいするらしいよ！　マジマジ！　いやっ、そんなに驚おどろくことないじゃん！　キミって一いち応おう『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の優ゆう勝しよう者しやなんだぞ？　フェアのひとつやふたつ、開催されて当然でしょ！　噓うそだと思うなら──ってか、思わなくても、ぜひ現げん地ちに行ってみなよ。作者が見に来てくれたら、がんばって売り場を作った担たん当とう書店員さんも、きっと喜んでくれると思うからさ！　ねっ？」




　──昨日、本屋の看かん板ばん娘むすめである智とも恵えと、そんなやり取りがあったのだ。

　そんなわけで、エロマンガ先生を誘さそって、兄妹きようだいデート──じゃなくって、『和泉いずみマサムネフェア』の現げん地ち視し察さつに来たってわけ。

　俺おれたちはガンダムカフェのわきを歩きながら、きょろきょろと駅前を見回す。

　ＰＣのカメラを外側に向けて、エロマンガ先生にも、アキバの街まち並なみを見せてやる。

「兄さん、あそこ、エスカレーターで歩道橋にのぼってみてっ」

「はいはい、お安い御ご用ようだぜ」

「あっちっ、あっちのあそこっ、シュタゲでみたっ」

「おー、あの名シーンな」

　なんて軽く寄より道をしつつ、目的地である書店を目指す。

　……そして、書店に近づくにつれて、段だん々だんと俺の足取りは、重ーくなっていくのであった。

「…………………………はぁ」

　ぎゅ、と、エロマンガ先生の宿るタブレット型ＰＣを抱だきしめる。

「あー……緊きん張ちようしてきた。死にそう」

「えー……いまさらジタバタしてもしょうがないのに」

「わかってるって。……でもさぁ……不安なんだよ……」

　ちらりとノーパソの画面を見ると、エロマンガ先生が、お面めんをズラし、素す顔がおをさらしていた。

「兄さん、かっこ悪い」

「うぐ……だ、だってよぅ。もう本屋も開いてる時間だし……もう俺たちの新しん刊かん、読んでくれた人もいるんだろうなって思うと……胃いが痛いたくて痛くて……」

　愛いとしい我わが子の晴れ舞ぶ台たいなのだ。

　確かくたる自信があったとしても、緊張するし、不安にもなる。

　読んだ人が、楽しんでくれるだろうか。ちゃんとシリーズものとしてやっていけるくらい、人気が出るだろうか……ってね。

「来る途と中ちゆうに寄よった駅ナカの本屋には、俺の新刊売ってなかったしさ……」

「ああいうところの本屋さんには、売れ筋すじの本しか入荷しないのっ。出しゆつ版ぱん社しやの折おり込こみチラシで大きく取り上げられるような看かん板ばん作さく品ひんしか店頭になかったでしょ？　入荷してないのは私たちの本だけじゃないから、いちいち落ち込まなくても大だい丈じよう夫ぶだからっ」

「そうかなあ……和泉マサムネの新刊なんか、どうせ売れないし発注しないよっていう書店員さんの判はん断だんじゃないのかなあ……」

「もぉ……和泉先生は、ねがてぃぶすぎっ。新刊発売日になるといつもこうなの？」

「いつもこうだよ」

　同業者なら、わりとみんなそうだと思う。

「はぁ……じゃあ、兄さん。売り場を確かく認にんしたら、早く帰って来てね」

「えっ？　俺おれ、自分の新しん刊かんが売れるところを見るまで、こっそりお店で観察するつもりだったんだけど」

「そんな恥はずかしいことしなくていいから、早く帰って来てっ」

「恥ずかしいことって……俺にとっては重要な儀ぎ式しきでな……。えっと、俺に何か用事でもあるの？」

「いいから……家に帰ってくればわかるからっ」

「……そういうことなら……わかったけど」

　そんな兄妹の会話を交わしながら、タブレットＰＣに目を落とし、よそ見しながら歩いていく。ほどなく目的の書店に着こうかという頃ころ……

　ふと、こんな会話が、俺たちの耳に飛び込こんできた。




「ほら見て、このラノベ、絶ぜつ対たい面おも白しろいって！」

「本屋さんでフェアやってもらってたし、イラスト超ちよう々々々えろかわいいし！　めっちゃ期待できそう！」




　──えっ？

「！　兄さんっ、いま──」

　バッ！　俺は慌あわてて、タブレットＰＣから顔を上げ、声がした方を向いた。

　すると、数名のグループが、前方から歩いてくるところだった。

　そのうちひとりの女の子が、今日発売したばかりの『世界で一番可愛かわいい妹』を手に、はしゃいだ様子で友達に自じ慢まんしている。

　俺は、彼女の手元──自みずからの新刊を見つめたまま、




「────」




　女の子たちとすれ違ちがう。

　……タブレットＰＣに目を落とし、呆ぼう然ぜんと、呟つぶやく。

「いま、すれ違った子が……俺たちの新刊、持ってた」

「……ほんと？」

「うん、俺が一いつ生しよう懸けん命めいに文章を書いて、エロマンガ先生がすっげえかわいいイラストを描かいてくれて、そうして完成した本を──買ってくれたんだよ」

「……嬉うれしい、ね」

「ああ」鼻声になってしまう。「嬉しい。……不安なんて、一気に吹ふっ飛んじまうくらいに」

　わざわざ遠出してきた甲か斐いがあった。

　がんばって、書き上げた甲斐があった。

　俺おれたちの本を買って、あんなに楽しそうにする顔を見せてもらったんだから。

　それだけで、一〇〇〇〇〇〇点の価か値ちがある。

「兄さん、行こうか」

「うん、行こう。……でも、その前に──」

　万ばん感かんの思いを込めて、一度だけ振ふり返った。

　すでに彼女の姿すがたは、ずいぶん遠くなってしまったけれど。

　その背せに向けて、願う。




　──あなたにとって、俺たちの創つくった小説が、面おも白しろいものでありますように。




　今日は、本を書きたくなるような、素す晴ばらしくいい天気だ。

　目もくらむような日差しの中──

　俺は、妹と一いつ緒しよに、書店へと歩いていく。







　秋あき葉は原ばらの書店で、和泉いずみマサムネフェアの現げん地ち視し察さつ（こっそり見て来ただけ）を終えた俺おれは、さっさと家に帰ってきた。


　──早く帰って来て。



　理由は説明してもらえなかったものの、妹と約束したからだ。

　玄げん関かん前から、ちらりと二階を仰あおぎ見ると──




　アニメのお面めんをかぶったエロマンガ先生が、『開かずの間』の窓まどから、俺を見ていた。




「……………………………………またかよ」

　前回、俺が合宿から帰ってきた当日、なんで紗さ霧ぎりが、アニメのお面を装そう着ちやくした状じよう態たいで外を見ていたのかというと──

　本人曰いわく、『外を歩いてるひとと、目が合ったら死ぬからっ』とのことだ。

　……そもそも『なんで外を見る理由があったのか』については教えてくれなかったけれど。

　今日も、妹は、お面をかぶって外を見ている。

　彼女は、見上げる俺に気づいたのか、シャ！　とカーテンを閉しめて、姿すがたを隠かくしてしまう。

「……なんなんだろうな、あれ」

　二度目ともなると、シュールさに苦笑が漏もれてしまう。

　俺はいつものように、玄関扉とびらを開け、

「ただいまーっ！」

　と、二階に向かって声をかけた。

　返事が来ないだろうと、わかった上で。

　すると──




　とん、とん、とん。




「……え……？」




　とん、とん、とん。




　階かい段だんから響ひびく、足音だった。

「…………さ、ぎり？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく俺の前に、いま──

　二階から降りて来る、妹の姿があった。

　この一年間、俺がいるときは、決して部屋の外に出ようとしなかった紗霧が。

『二人の夢ゆめ』が生まれたあのとき、一歩だけ、部屋の外に出てくれたことがあった。

　最強の敵てきに、『二人の夢』が押おしつぶされそうになったとき、階かい段だんの半なかばまで降おりてきて、足を震ふるわせながらも、喝かつ破ぱしてくれたことがあった。

　その二回だけ、だったのに。




　とん、とん、とん。




　階段の手すりを、強くつかんで、いまにも足を踏ふみ外しそうな危あやうさで──

　紗さ霧ぎりが、俺おれに、近づいてくる。

　やがて、




　………………とん。




　階段を下りきった妹は、俺の目前へとたどり着いた。

「おまえ……」

　あまりのことに、適てき切せつな言葉が出てこない。

「…………はぁ…………はぁ……っ」

　紗霧は胸むねをつかみ、呼こ気きを荒あらげ、肩かたで息をしている。

「…………はぁ…………ふぅ」

　それが少し落ち着いたころには、俺の硬こう直ちよくしていた口も、動き出した。

「紗霧……おまえ、部屋の外に、出られるようになったのか？」

　問うと、紗霧は、首を横に振ふった。

「……少しだけ。けっこう、無理してる」

　証しよう拠こに、彼女の膝ひざは、カタカタと震えていた。

　額ひたいにびっしり冷や汗あせを張はり付けて、顔色を真っ青にしていた。

　そうだよな……そんなに簡かん単たんに、完治するわけもない。

　一年前、無理やりに部屋から連れ出された妹の姿は、いまも脳のう裏りに焼き付いている。

　どうにもならないって、あの場の誰だれもが思い知ったんだ。

　だからこそ、俺は、慎しん重ちように紗霧との関係を築きずこうとしてきたのだし。

　辛かろうじて、ではあるものの、保護者の妥だ協きようも引き出すことができた。

　わかってくれるとは思わない。実じつ際さいにあれを目もく撃げきしなければ、実感できるはずもない。

　けど、繰くり返し念を押おしておく──。

『妹が玄げん関かんまで下りてくる』という『当たり前のこと』が、俺にとっては、奇き跡せきに等しい偉い業ぎようなのだと。きつく抱だきしめてお祝いしたいくらいに、嬉しいことなんだと。

「……困こまったな。なんて、言っていいか」

　笑っていいのか、泣いていいのか。

「こっそり、練習してたの。この前は……だめ……だったけど。……今日は、私たちにとって、記念になる日だから………絶ぜつ対たいこの日まではって……」

　紗さ霧ぎりは、胸むねに手を当てて、ほっと息をついた。

「間に合って、よかった」

「────」

　ああ……ようやくわかった。

　俺おれが合宿から帰ってきたあの日も、紗霧は、この練習をしていたんだ。

　けれど、あのときはまだ、下に降おりてくることはできなくて……それが間に合わなかったから、『ごめんね』なんて謝あやまっていたのか。

「おまえ……その、あれだな……」

　そんなの俺が……怒おこるわけ……ないのに。

「ばかだろう」

　謝るなよ。泣いちゃうだろうが。

「ひどい、がんばったのに」

　紗霧は、唇くちびるを尖とがらせ、俺を非ひ難なんする。

　まるで本当の妹みたいに──妹のふりを、してくれる。

　足を震わせ、冷や汗あせをかいて、顔色を真っ青にして──それらに見ないふりをして。

　俺たちは、仲のいい、兄妹のふりをする。

「まじでばか。ありえねー。……でも、よく、がんばったな。えらいぞ」

「ふんっ、子供扱あつかいしないで。……あ、ほら、余よ計けいなこと言うから、肝かん心じんなこと、言い忘わすれちゃった」

　ばかでかわいい俺の妹は、今日発売されたばかりの新しん刊かんを掲かかげ、誇らしげに、笑う。




「おかえりなさい、兄さん。新刊発売、おめでとう」

「ただいま、紗霧。エロマンガ先生のイラストが、本屋にたくさん飾かざってあったよ」




　今日、夢ゆめが、ふたつも叶かなった。

「そっ、そんな名前の人は──」

「──俺が知ってる。いつもありがとう」

　そして。

「これからも、よろしく」




　二人で、夢ゆめを、叶かなえ続けよう。

　きっとその道程みちのりは、辛つらく、険けわしく。

　けれど、笑いの絶たえないものになるはずだから。




「こちらこそ」
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　九月十二日。

　俺おれたちの新作『世界で一番可愛かわいい妹』の発売日から、二日が経たっていた。

　発売日二日後──新しん刊かんを読んでくれた読者の反はん響きようが、少しずつ返ってくる頃ころ合あいである。

　新人作家なら、そわそわとネットの掲けい示じ板ばんやら、書しよ評ひようサイトやら、ツイッターやらを駆く使しし、自作の感想を貪どん欲よくにかき集めている時期だろう。

　もっともエゴサーチを封ふう印いんしている俺・和泉いずみマサムネに、読者の感想が届とどくのは、もう少し後になる。

　編へん集しゆう者しやが、ネットの感想をまとめて読ませてきたり、ファンレターが届いたり、直ちよく接せつ知人に感想を言われたり──そういった形でしか、俺が、読者の感想を知ることはできないからだ。

　いま、俺たちの新刊について、どんな感想がネットで飛び交っているのか──気にならないといえば噓うそになるが、ぐっと堪こらえて我が慢まんするのが俺のやり方だ。

　エゴサーチしまくり＆感想に文もん句くつけまくりのエルフみたいなやつもいれば、読者の感想など知る必要なしという、ムラマサ先せん輩ぱいのような作家もいる。

　まぁ、人それぞれってやつなんだろう。

　さて、とはいえ。

　今日の俺が、いつものように読者からの反響にそわそわしているのかといえば──そんなことはまったくないのであった。

　それどころじゃない。

　俺の目前では、そんな懊おう悩のうなんてぶっとばすほどの、とんでもない光景が繰くり広げられているのだから。

　端たん的てきに言おう。

　俺がいるのは、『開かずの間』。

　超ちよう売れっ子美少女ライトノベル作家ふたりが、

　えろいビキニ姿すがたで、

　ツイスターゲームをやってる。

「も、もう限げん界かいだ！　羞しゆう恥ちで死んでしまう！　こ、こんな恥はずかしいポーズなど……っ！」

「くふふふ、諦あきらめなさいムラマサ！　さっきも言ったでしょう──これがエロマンガ先生が出してきた、マサムネを合宿に参加させるための『条じよう件けん』だったのよ！　いまさら断ことわるわけにはいかないわ！」

「こんなふしだらな格かつ好こうで、ツイスターとやらをやることがか!?　一言も聞いてないぞっ！　そんな条件！」

「言ったらあんた来ないと思って、伏ふせておいたのよ。あえてね」

「貴き様さまというやつは！　貴様というやつは……！」

「わたしも恥ずかしいんだから、条件は同じでしょ？」

「違ちがう……！　絶ぜつ対たいに違う……！　このっ……露ろ出しゆつ趣しゆ味みの変へん態たいめっ……！」

　ムラマサ先せん輩ぱいとエルフは、くんずほぐれつの体たい勢せいで、そんな掛かけ合いをしている。

　そのわきでは、エロマンガ先生モードの紗さ霧ぎりが、えろい二人の様子を、無む我が夢む中ちゆうでスケッチしていた。普ふ段だんの紗霧なら、他人を、俺おれを含めて三人も部屋に入れてしまうなんて、絶対にありえないのに。

　こうしてエロマンガ先生モードで暴ぼう走そうしているときなら……どうも平気らしい。

　それでも、部屋から出ることだけはしなかったが。

　紗霧にとって『部屋に人を入れる』のと『部屋から出る』のとでは、明めい確かくな難なん易い度どの差があるようだな。

　ずばばばっ──とイラストを描かきまくっているエロマンガ先生は、ときおり顔を上げては、厳きびしい映えい画が監かん督とくのように声を張はる。

「ムラマサちゃん、右手を赤！　エルフちゃんは左手を黄色！　ああもうっ──よく見えないっ」

　エロマンガ先生は、かぶっていたアニメのお面めんをグイッとズラし、可か憐れんな顔をあらわにした。

　通つう常じようのゲームルールとは違い、エロマンガ先生が、えろいポーズになるよう好き勝手に指し示じするという形式らしい。

　もはやゲームですらねえな、これ。

「くっ……と、というか！　ま、マサムネ君！　なんで君までこの部屋にいるんだっ！　こ、こここ、この状じよう況きよう、女子更こう衣い室しつに堂々と居い座すわっているようなものではないのかっ!?」

「そ、そんなこと言われても！　しょうがないじゃないか！　もしもエロマンガ先生がこれ以上暴走したとき、止められるのは俺だけなんだから！」

「そんなことを言ってっ、私たちの痴ち態たいを間近で見物したいだけではないのかっ!?　なぜいますぐ止めない!?」

「誤ご解かいだって！　ホラ、さっきから俺、ずっと両手で目め隠かくししているし！」

「ほ、本当かっ？　実はこっそり指の間から、薄うす目めを開けて見ているんじゃないかっ？」

「本当だって！　なにも見えないよ！　これが俺を語り部とした一いち人にん称しよう小説だったら、地の文に『目をつむっているから何も見えない』って書くところだぜ！」

　俺は、えろいビキニ姿すがたであられもないポーズになっているムラマサ先輩に向かって、そう言った。

「う、ううう……それなら、まぁ……よくないけど……少しはマシかも……」

「とか言って、ムラマサちゃんてば、大好きなマサムネにえっちな姿を見て欲ほしいんじゃないの？」

「ば、莫ば迦かなことを！　わ、私はそんなふしだらな女では……！」

　やっぱりというか、合宿前に予想したとおりの状じよう況きようが、俺の目前で展てん開かいされていた。

「はいっ、ムラマサちゃん、次は左足を青ねっ」

「くうぅんっ」

　エロマンガ先生容よう赦しやなし。

　ちなみに部屋のパソコン画面では、エロマンガ先生の『お絵かき動画』が流れているのだが、

ムラマサ先せん輩ぱいがそれに気づき、慌あわててパソコン画面を指さす。

「あ！　ちょ、ちょっと待て！　そのパソコン！　まさか……まさか……この様子を生放送しているわけではあるまいな！」

　さすがにそれはないって。運うん営えいにＢＡＮされちゃうよ。

　エロマンガ先生も、ペンをさらさら動かしながらこう言った。

「安心していいよー、前回の放送を、タイムシフト予約で流してるだけだから」

　自分で自分の放送を見て、チェックしているらしい。

　反省点などを、次の生放送に生かしているんだろう。マメなやつだと感心するが、それも当然か。絵を描かくばかりでなく、動画配信もまた、エロマンガ先生にとって、大切な活動なのだろうから。

　引きこもりの妹が、多くのファンたちとコミュニケーションを取ることができる、特別な場所なのだ。

　もっとも、いまは絵を描きながらだから、ろくにチェックなどできやせんと思うが……俺が執しつ筆ぴつ直後に、意味が薄うすくとも、原げん稿こうチェックをしちゃうようなもんかな。

「よしっ！　いい恥はじらいの表ひよう情じようが描かけたっ！」

　爽さわやかな笑顔で、額ひたいの汗あせをぬぐうエロマンガ先生。

「うへへぇ、この絵、次の配信でみんなに見せてあげてもいい？」

「別にいいわよ」「だめだめだめだめぇ！　死んじゃう！　ほんとに死んじゃうからっ！」

　なんて、そんな騒さわがしいやり取りをしていたときだ──。




　ぶつっ！　と、パソコンのスピーカーから、異い音おんがした。




「あれっ？」「ぶっ壊こわれたのかな？」「時じ報ほうじゃないのー？」「や、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間に、ないっしょ」「どーせまた変な機き能のうが追加されたんでしょ？」

　答えの出ない議ぎ論ろんをしながら、皆みなが、パソコン画面に注目する。画面では、数秒前まで、エロマンガ先生の『お絵かき動画』が流れていたのだが──

　ザザ、ザー、ザザッ。

　画面が、数秒間、砂すな嵐あらしへと変わり──

　ぶつっ！　再ふたたび異音──画面が切り替かわり、先ほどの動画の代わりに、奇妙な人物のバストアップが映うつった。

「！」「……なっ……」「これは……」

　俺おれたちの目は、たちまち〝そいつ〟にくぎ付けになる。

　そう、状じよう況きようを差し置いても、奇き妙みような格かつ好こうの人物だった。

　もしも、俺が〝そいつ〟を描びよう写しやするなら、きっとこう書くだろう。

　お祭りで売っているようなアニメキャラクターのお面めんを着け、さらにパーカーのフードを被かぶっているので、性せい別べつさえも不明。向こうの部屋が暗い上、画が質しつが悪いので判はん然ぜんとしないが、やや小こ柄がらに見える。

　なんて既き視し感かんあふれる文章だ。でも、しょうがない。

「……こ、こいつ……」

　その見てくれは、俺たちにとって特別な意味を持つものだったから。




「こいつ、エロマンガ先生とそっくりじゃないか！」




「お、オレじゃないぞっ!?」

　紗さ霧ぎりが、律りち儀ぎにもエロマンガ先生の声で否ひ定ていしたとおり、〝本人〟がここにいる以上、画面の人物はエロマンガ先生ではありえない。

　もしもコレが生放送ではなく録ろく画がだったとしても、結論は同じだろう。

　画面に映うつる『エロマンガ先生もどき』は、エロマンガ先生とよく似にた姿すがたをしているけれど──微妙に違ちがう部分もある。

　着ているパーカーも、つけているアニメキャラのお面も、黒いのだ。

「お、これ、もう映ってんのか──」

　画面に映る〝そいつ〟が、粗そ野やな口く調ちようの機械音声で言った。

〝そいつ〟の被っているお面のキャラは、悪役然とした不ふ敵てきな笑みを浮うかべている。

　その、キャラクターイメージにぴったりの喋しやべり方だ。

〝そいつ〟は、「きひひ」と、悪あく童どうっぽく笑って、

「見てるか、ニセモノ野や郎ろう」

「!?」

　俺は、ハッと妹の顔を見やった。明らかに、『エロマンガ先生』に向けられた台詞せりふだったからだ。紗霧の目は、驚おどろきのあまり見開かれている。

「にせも……わ、私……の……こと……？」

「そう、『エロマンガ先生』ってペンネームで、上うわっ面つらだけ〝本物〟に似せたイラストを描いているテメーのことだよ」

　偶ぐう然ぜんなのか、黒いお面の〝そいつ〟は、まるで紗霧の反応を直接見ているかのように、完かん璧ぺきなタイミングで返答した。

「いっかぁ、よーっく聞けよ──ニセモノ野や郎ろう」

　彼は、親指で自分の顔をさして、




「オレ様さまが〝本物〟の『エロマンガ先生』だ」
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　　あとがき




　伏ふし見みつかさです。『エロマンガ先生』三巻かんを手に取っていただきまして、ありがとうございました。三巻は、一、二巻と比くらべ、ラブコメ要よう素そ多めでお届とどけしました。いかがでしたでしょうか。どの巻が一番面おも白しろかったか、よかったら教えてください。

『エロマンガ先生』は、この三巻で『第一部完結』となりますが、皆みな様さまの応おう援えんのおかげで、まだまだ続きを書いていくことができそうです。

　四巻からは、新しん展てん開かいへと入っていきます。


『エロマンガ先生』④　エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇグレート



　まだ仮かりタイトルではありますが、この本が皆様の手元に届いている頃ころには、ガンガン書き進めているはずです。ご期待ください。




　ちなみに、バンダイナムコゲームス様との関係は良りよう好こうです。前作のゲーム化でお世話になった二ふた見みＰを通じ、作中に名前を出すことを、快こころよく許きよ可かしていただきました。ありがとうございます。




　今回、ファンレターのお話を書いたのですが、書き終えてしばらく経たった頃、作中のキャラクターがもらったのと同じくらい、凄すごいファンレターが届いて驚おどろきました。

　編へん集しゆう部ぶから、郵ゆう送そうで届いたのですが、『なんだろうこの巨きよ大だいなものは』と目を丸くしたのを覚えています。大きな全員集合イラストの他、とてもとても分ぶ厚あつい、熱ねつ烈れつなお手紙まで……小説に書いたことが、発売される前に、現げん実じつで起こってしまいました。ありがとうございます。

　そういえば、二巻のときにいただいたファンレターで、今後の展開やシーンを予想してくださった方がいたのですが、『ムラマサのとあるシーン』をぴたりと当てられてしまいました。

　き、着物をきせた時点で、こうしようって決めていたんだからね！　みんなが思いつくようなネタだし……もう三巻は書きあがってたし、べ、別に、読者のアイデアを採さい用ようしたわけじゃ……。よくあることなのですが、けっこう悔くやしかったです。




　皆様からいただいたファンレターはすべて、宝たから物ものとして、キャラクターグッズなどと一いつ緒しよに、専せん用ようの部屋に飾ってあります。

　ガラスケースに入りきらない巨大フィギュアとかもあるので、段だん々だんとえらいことになっています。掃そう除じが大変だし、火か災さい報ほう知ち機きの点検に来てくださる業者さんが、毎回『うわっ』みたいな顔をするのが難なん点てんといえば難点ですが、幸せな悩なやみです。

　これからも、宝物を増ふやしていけるよう、がんばっていきたいと思います。


二〇一四年八月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は、読者からいただいた全員集合イラスト。すごい！　最近、紗霧やエルフのイラストを送ってくださる方が増えてきて、とても嬉しいです。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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エロマンガ先せん生せい③




妹いもうとと妖よう精せいの島しま








伏ふし見みつかさ
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